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　地平線の彼方かなたまで、広がる平野。そこにあるのは視界の果てまで一直線に続く道路と、城じよう壁へきのように連なった防風林。あとはぼうぼうに茂った草地と、広大なじゃがいも畑だけ。外国のような風景ではあるが、ここ北海道では珍しくもない。

　冬の気配を宿した肌寒い北風が、草地を吹き渡っていく。青々とした茂みを揺らしながら風は進んでいったが、防風林に勢いを弱められて柔らかい風に変わり、手前を歩いていたキタキツネの毛皮をふわりと優やさしく揺らした。そのキタキツネは、なにかに気づいたように顔を上げ、草地の片かた隅すみを見つめる。タイヤのない廃はい車しやが打ち棄すてられている。その天井ルーフに小学校高学年くらいの男の子が座っている。

　顔立ちは繊せん細さいで可愛かわいらしく、女の子と言っても通用するというか、男の子である方が不自然なくらいだ。華きや奢しやで小こ柄がら。普通の男の子よりは髪を伸ばしている。口元には楽しげな微笑ほほえみがあり、雑音混じりのラジオの音楽に耳を澄すませて、足をぶらぶらさせている。

　音楽がフェードアウトしてＣＭが始まると、唇を尖とがらせた。

「ラジオの音楽って、いいとこで止まるよね」

　廃車の中から少年の声が響ひびいて来る。

「ちゃんとお金出して買え、ってことだろ？」

「そうだけど……」

　ＣＭが明けて、番組はニュースのコーナーになった。

『野生動物が増え過ぎ、各地でトラブルが頻ひん発ぱつして社会問題にまで発展している鳥ちよう獣じゆう被害問題ですが、この対策の一環として、狩しゆ猟りよう免許と銃じゆう砲ほう所持の制限年ねん齢れいを一六才まで引き下げる青少年狩猟法案が本日国会に提出されました。これによって未成年が銃器を所持する可能性が生まれたということで、国内には賛否両論の声が広がっており……』

「奏そう也や、つまんない。消して」

「あいよ」

　廃車の中から聞こえていたラジオが切れた。

　エゾリスが草むらを走っていくのを見つけて地面を見下ろしていると、平野に吹き渡って来た風が、男の子の髪を揺らした。草の香りが鼻び腔こうをくすぐる。男の子は目をつむり、楽しそうに鼻歌を奏かなで始める。

　廃車の中から、奏也と呼ばれたもう一人の男の子が顔を出した。綺き麗れいな顔立ちだが、生意気そうなきつい目をしている。左目の下に、ホクロがある。いわゆる泣きボクロだが、顔全体の勝ち気な感じとは合っていない。

「なあ、希のぞむ。その歌、なに？」

「いつか聞いた曲」

「題名くらい覚えておけよ」

　廃車の中にはたくさんの雑誌や手製のパチンコ、捕ほ虫ちゆう網あみや虫カゴ、剣玉やビー玉などの遊び道具や、特大のクマのぬいぐるみなどがある。ここは希のぞむたちの秘密基地だ。

「千ち景かげ、遅いね」

「約束したわけじゃないんだし、別に必ず来なくてもいいじゃんか。そんなに、女の子と遊びたいのかよ」

「女の子とか、そーゆーんじゃなくてさ。千景は笑わないじゃんか？」

　奏そう也やは困ったように眉まゆを寄せる。

「……急になんの話だよ」

「千景と会いたい理由の話……かな？」

「よく判わからねーけど、いいや。笑わないから、なんだよ。あいつには感情がないだけだろ？」

「違うよ。千景は笑い方を忘れちゃっただけ」

「そんなの忘れるか？」

「判らない。けど、僕にはそう思えるんだ」

「意味判らねーよ。またいつもの勘かんか？　先生が『根こん拠きよのない発言はやめなさい』って怒おこってたろ」

「怒ってたけど、わりとどうでもいい」

「おまえの勘は、気味悪いほどよく当たるからタチ悪いけどな。まあ、笑い方って言うのはメルヘンっぽくて、可愛かわいいんじゃね？」

「そういう可愛いのじゃない。千景は、笑えないと消えてしまうんだ」

「消えるって、死ぬってことか？」

「判らない。でも、最悪なことが起こる」

「心配し過ぎだって……」

「千景がどこかに行きたがっているのは確かだよ。そして、そこは笑わずに行っちゃダメなとこなんだ」

　希は天に向かって、手を差しのべる。指の間から漏もれる陽光に目を細める。

「独りぼっちのままで行ったら、きっと──千景は消えて、なくなっちゃう」

　奏也はパチンコを手に取り、廃はい車しやのドアを開けた。

「しかたねーな。千景の家に行くぞ」

　希が目を輝かがやかせる。

「うん！　ありがとう、奏也」

　　　　▼・▲

　二人は連れ立って、真っ直すぐな二車線道路を歩いていく。ここは十と勝かち平野の一いつ端たん。道内一の畑作地帯と言われるだけあり、周りにある畑は地平線まで続いている。

　離はなれ小島のようにしか存在していなかった建物がぽつぽつと集まり始める。ようやく街だ。さらに進むと十字路に出た。

　そこに、目的地がある。お店だ。看板はない。付近の住民はその店を『みちバアのお店』と呼んでいて、駄だ菓が子しと生活用品を売っている。古い木造の二階建てで、一階の店先はガラス戸。壁かべが見えなくなるぐらい、蔓つる植物が垂れ下がっている。店の横には小さめの郵便ポストがあり、ジュースの自動販売機と、昔のゲーム機が置かれている。隣となりにはしゃれた感じの白い家があるので、対比でとても見み窄すぼらしく見える。

　奏そう也やはゲーム機のコンセントを勝手に入れるとゲームを始める。

　希のぞむは店内に入ろうとして、サッシの戸が閉まっているのに気づいた。

　サッシのガラスは曇くもっていて中が見えない。それでも中を見ようと跳とびはねていると、突然戸が開いて、同じ年とし頃ごろの女の子が姿を見せた。

「……あ、千ち景かげ」

　千景は、人を寄せつけない独特の空気を持っている。肌の色は青白く、病弱な印象を受ける。目も吊つり上がっていて怖こわい。そして生気のない眼まな差ざしをしているので、輪をかけて怖い。大人でさえも、彼女を見ると怯ひるんでしまう。二人よりも長身で、すらりとした長い脚あしをしていて、髪は腰の辺りまで伸ばしている。

「どうして秘密基地に来なかったの？」

「座ざ敷しきに入っていろ」

　千景は店を出て、奏也をゲーム機から引き剝はがす。

「なにすんだよッ！」

　千景は隣の白い家を指さした。奏也の顔から怒いかりが消える。

「あの家、ガラスが割れてる？　あと、なにあの……血みたいなの」

「血みたいなの、じゃない。血だ。襲おそわれた」

「襲われた……？」

「ヒグマが出た」

　北海道に住む子供ならヒグマの怖さは聞かされて育つ。だが、都市部なら滅めつ多たに遭そう遇ぐうすることはない。ヒグマは街へ近づかないからだ。だが、まれに街へ近づくヒグマも現れる。そういった〝まれなケース〟で、毎年毎年、ほぼ必ず、死者が出る。

　宝くじで当たりを引くような確率だ。しかし、わずかな可能性だけは常に存在している。希たちは引いてしまったのだ。最悪の当たりくじを──。

　千景が命じる。

「入れ」

　今度は奏也も従った。千景は戸の鍵かぎをかけると、二人を二階に連れていった。

「ヒグマはどこだよッ？」

「さっき道路を通った。まだ近くにいる」

「電話で助けは呼んだ？」

「コードをネズミにかじられてしまって修理待ちだ。スマホで助けを呼んでくれないか？」

　奏そう也やがスマホを出したが、画面を見て震ふるえ声で告げる。

「充電が切れかけてる」

　かけてみると、コールの途中で電源が落ちた。

「ああ……ッ！」

「ゲームばっかりしてるからだよ！　ねえ、みちバアは？」

「今日は病院の日で、ずっと出たきりだ」

　千ち景かげは静かに窓へ寄る。店の前を見てから、腰を沈しずめる。

「三〇分くらい前に、農協牧場の人がヒグマに襲おそわれたので、小学校に避ひ難なんを促うながす役場の放送があった」

「あそこには牛がいるじゃないか。なんでわざわざ人を襲うんだ……？」

「大抵のクマは草食だが、いったん血の味を覚えたら、くり返し動物を襲うようになる。臭においを覚えて、同じ種類の動物を襲うことが多いそうだ」

「どうしてそんなに詳しいんだよ？」

　千景は目を細める。彼女がそうすると、眼まな差ざしが鋭えい利りな刃物のように尖とがる。

「ヤツらは殺し尽くさねばならない──」

「は？」

「何でもない」

　希のぞむは違和感を覚えた。千景がわずかだが表情の変化を見せた。普通の人なら当然のことだが、千景の場合は珍しい。この差を考こう慮りよすれば、もしかしたら彼女の心で激しい感情が渦うず巻まいているのかもしれない。

　希が問いかけようとしたとき、先に奏也が口を開く。

「だいたい、千景はどうして逃げなかったんだよ」

「今日ある人が訪ねて来る。置いていったら襲われてしまう」

「隣となりの家の人はどうなったの？」

「死んだ」

　静まり返った。

　千景はもう一度腰を上げて、窓から通りを確認する。カーテンの隙すき間まに目を凝こらしている。希が怖こわ々ごわと問う。

「どうしたの……？」

「しっ」

　千景は耳を澄すませている。希にも聞こえた。

「…………エンジン音？」

　千景は大きく息をつく。

「助かった」

「どうして？」

「ある人が訪ねて来ると言ったろう。彼はハンターなんだ」

　　　　▼・▲

「あの人がハンター……？」

　希のぞむと奏そう也やは、店の前に停車したオートバイに跨またがっている人物を見て、目を丸くしている。

　フルフェイス・ヘルメットを被かぶって、肩などの関節部分にプロテクターがついた黒くろ革かわのツナギを着ている。乗っているバイクにはサイドカーがついている。バイクを降りて、ヘルメットを脱ぐと顔が見えた。混じりっ気なしの白しら髪がで、目は細く、雪焼けしたしわくちゃの顔で、顎あごに短いヒゲがある。

　奏也が感かん嘆たんする。

「ジイさんなのに、首から下はスポーツ選手みたいだ……」

　千ち景かげが歩き出す。一緒に行こうとした希を止める。

「ここにいろ。二階が一番安全だ」

　階段を駆かけ下りていき、店の戸を開けて外に出る。

「茂しげ虎とらさん！」

　老人は千景を笑顔で迎える。

「ほう。大きくなったのう」

「大変なんですッ！　実は……」

「静かに」

　千景に説明されなくてもなにかを察したようだ。茂虎の目が鋭するどくなり、辺りを探さぐり始める。みちバアの店の横にある、白い家に目を留める。リビングの大窓が割れていて、血が流れ出ている。歩いて行って中を見回す。犠ぎ牲せい者しやの姿を観察してから難しい顔で戻って来る。そのあと道の脇わきにある草地へと近づき、あるものを発見した。

　地面の土を深く抉えぐるように刻まれた、痕こん跡せき。人間が両足を揃そろえたような独特の形をしている。指にあたる部分は爪つめで、そこは特に深く抉れている。ヒグマがつけたものだ。

　千景たちなら〝ヒグマの足あし跡あと〟と呼ぶだろう。しかし茂虎なら〝ヒグマの踏ふみ跡あと〟と表現する。ヒグマは地面に足をべったりつけないからだ。つま先立ちに似た歩き方をする。陸上競技のシューズについているスパイクと同じく、爪で地面をグリップしているのだ。巨体にも拘かかわらず、ヒグマの走行速度のピークは時速五〇キロにまで達する。この異常な速度には、爪によるグリップ力が大いに貢こう献けんしている。

　踏跡は迷うように続いている。踏跡の一いつ端たんには、爪で掘られた浅い穴もある。

　千景のもとに戻って来て、説明する。

「ヒグマは人を殺しただけで食事をしておらん。屍しかばねを埋めようとした形跡がある。冬眠に備えて大量の食しよく糧りようを確保する心づもりらしいな。いまは歩き回って周辺の情報を集めておるのじゃろう。じきに戻って来る」

「銃じゆうはありませんか？」

「銃を持てばどこの店にも入れなくなるから、旅に持ち歩くことはできん。バイクで安全な場所まで送り届ける。乗れ」

「友達が二人ほど家に隠れています」

「すぐに呼んで来い」

　千ち景かげが呼びに走るのを見届けてから、茂しげ虎とらは刃物を取り出した。ナタに近い大きさで、刃はすり減っているが、研とぎ澄すまされている。柄えの部分の内側が空くう洞どうで、パイプ状になっている。

　二階の窓から眺ながめている奏そう也やが、弱々しい声を出す。

「なあ……あのじいさん、ナイフ一本でヒグマを倒すつもりかよ」

「いいから、逃げるよ。さっきの話、聞こえたでしょ？」

　希のぞむがそう言って奏也の服を引っ張った瞬しゆん間かん、二人とも凍りついた。

　家の裏手で、物が壊こわされるような音がしたのだ。ガラスを割る音も混じっていた。家の裏にはボロになった納な屋やがある。おそらく音はそこから発されたものだろう。

　ブゴゥ──、という不気味な唸うなり声も聞こえた。間違いなくヒグマだ。

　ひっく、という声が聞こえた。奏也が泣いている。

「泣かないで。ヒグマに見つかっちゃう」

　奏也が叫び声を上げる。

「イヤだあッ、死にたくない！」

　家の裏手から咆ほう哮こうが発された。獣けものの声というにはあまりに重く、煮にえたぎるような殺気を含ふくんでいる。

　茂虎が鋭するどく叫ぶ。

「──飛び下りろッ！」

　希たちには、この指示の意味が判わからなかった。二人は家の中にいる。しかも二階だ。ヒグマは一階の、家の外にいる。この状況では、最も安全な場所のはずだ。窓から飛び下りる方が危険だと、誰だれもが思うはず。

　しかし、安全な場所など存在しなかったのだ。

　爆ばく音おんと共に廊ろう下かの壁かべ板いたがぶち抜かれ、黒茶けた巨体が飛び込んで来た。

　希たちは呆ぼう然ぜんとした。目の前の光景を信じることができなかった。ヒグマの巨体では二階に来られないだろう──そう思っていた。

　だが、クマは木登りをむしろ得意としており、幹に爪つめを食い込ませて、猛もうスピードで駆かけ登ることが可能だ。垂直な壁であっても爪さえ食い込めば、数秒で屋根に上がって来る。

　廊下に飛び込んで来たヒグマは、顎あぎ門とを裂いて牙きばを剝むき出しにしている。頭と首の毛が逆立っていて、激しい興奮状態にあるのは素人しろうと目めにも感じ取れる。

　寸ずん胴どうで丸い身体からだ。黒ずんだ毛皮は、装甲のように分厚い。大型犬が子供に見えるほど巨大で、口から覗のぞく牙きばや、床板に食い込ませている爪つめはナイフのように鋭するどい。

　ヒグマ──。

　日本に生息するヒグマは、亜あ種しゆであるエゾヒグマだ。日本では最大種の生物とされている。急所以外では撃うっても行動力を奪うばえない。かといって脳や心臓などの急所を銃じゆう弾だんで貫つらぬかれても、しばらく突進し続けた例もあるし、頭ず蓋がい骨こつでライフルの銃弾を弾はじくケースもある。筋肉がこぶのように盛り上がっていることで判わかるように、人間を遥はるかに超こえた筋力を有している。爪の切断力は高く、前足で薙なぎ払うだけで、人間の手足など軽く切り離はなせるほどだ。

　どんなに理屈を並べても、実際目にすると感想はシンプルになる──……、

　ヒグマは──〝常識を超えたバケモノ〟だ。

　巨体が狭せまい廊ろう下かに入り切らず、壁かべを殴って割りながら進んで来る。これが幸いした。もし廊下が広かったら一いつ瞬しゆんで間合いを詰められ、殺されていたろう。

「ぎゃあああああ人ひと喰くいグマあああ──ッ！」

　悲鳴を聞きつけたヒグマは奏そう也やに向かって、腹にビリビリ響ひびく重低音の咆ほう哮こうを発する。奏也は恐怖に顔を歪ゆがめ、泣き喚わめいている。

　奏也とは違い、希のぞむの反応は果か敢かんだった。決意の眼まな差ざしをして、窓を開ける。

「……茂しげ虎とらさん、受け止めて！」

　戻って、奏也の胸むなぐらを摑つかみ上げて、一本背負いで窓に向かって投げ飛ばす。小学生とは思えないようなキレのある技だった。奏也は悲鳴を上げながら窓の外に飛んでいった。

　その直後、真後ろに気配を感じて、希は間かん髪はつを容いれずに窓枠を乗り越え、天井から垂れ下がっている蔓つる草くさをキャッチしながら、外に飛んだ。

　迫って来たヒグマの爪が、背中を掠かすめた。痛みはない。風圧だけだ。希は蔓草をロープ代わりに滑すべり下りて、道路に着地した。

　ヒグマは二階から身を乗り出していたが、サッシごと窓をぶち割って飛び下りて来る。茂虎は抱えていた奏也を千ち景かげに託し、隣となりの家に置いてある長なが箒ぼうきを取りにいく。

「ちょいと借りるぞ」

　手にしている刃物を、長箒の柄えの先にねじ込んだ。希は目を瞠みはる。

「…………槍やり……？」

「これは山刀ナガサと言う物じゃ」

　山刀の柄つかは、空くう洞どうになっている。ソケットのように棒に押し込んで連結すれば、槍となるのだ。槍を回してバランスを確かめ、ヒグマに向かって構えを取る。

「腕が錆さびついておらねばよいがの」

　ヒグマはイライラとした感じに身を揺すりながら動き回っている。風に流れて、ヒグマの猛もう烈れつな臭においが来る。生なま臭ぐささと動物園のような獣じゆう臭しゆうが混じったもので、かなり不快だ。

　ヒグマが吼ほえた。前足をアスファルトに叩たたきつけ、激しく踏ふみ鳴らしをする。足元から地じ響ひびきが伝わって来て、希のぞむは足が竦すくみそうになった。逃げ出したいと思い、微かすかに後ずさった。茂しげ虎とらに鋭するどい目を向けられた。

　希にはその目が〝逃げるな〟というアイコンタクトに感じられた。

（──ッ、）

　寒気を覚えた。ヒグマの視線が希を捉とらえている。あの踏み鳴らしは威い嚇かくで、怯おびえた者を弱者と見なし、先に襲おそうのだろう。希は恐怖を抑え込み、しっかりとヒグマを見据える。

　ヒグマは諦あきらめたように希から目を離はなし、茂虎の方に向き直る。また身を揺する。そして歯をカチカチ鳴らす。気き紛まぐれな様子で後退したかと思った途と端たん、突とつ如じよ振り向いて突とつ撃げきして来た。

「茂虎さん、危ない！」

　茂虎は動じない。槍やりを構えたまま立っている。ヒグマは茂虎の手前まで走ったが、踏ん張るように止まって戻っていく。

（いまのはフェイント？　ヒグマがフェイントをかけるの？　まるで人間みたい……）

　一般的にはクマは知能が低いと思われていて、たとえば死んだふりに引っかかるなどと言われていたりもするが、迷信だ。死んだふりで助かるのはレアケースである。多くのクマは賢かしこい。相手を観察し、状況に応じて作戦を立てる。

　茂虎はフェイントを見抜いて攻撃をしなかった。歴戦のハンターとしての経験で見抜いたのだ。もし引っかかっていれば、体勢が崩くずれたところを攻め込まれていたろう。

　ヒグマは横向きに移動し、ゆっくりと回り込むように茂虎に近づこうとしている。茂虎は同じ速度で歩いて距きよ離りを維い持じする。しばらく歩いたあと、いきなり走って茂虎に詰め寄るが、また手前で突進を止める。今度も茂虎は動じなかった。

　距離を取ったあと、ヒグマは吼える。苛いら立だちを含ふくんだ声に聞こえる。フェイントや威嚇に茂虎が動じないことに対する苛立ちだろう。フッ、フッ、と激しく息を吐いていたが、やがて急に静かになった。

　ヒグマの身体からだから、密な殺気が充満している。なにかするつもりだ。恐ろしいことに違いない──希の恐れはすぐに現実となった。

　静から動へ一転し、ヒグマが突進を始めた。速い。加速した乗用車並みの速度。こんな攻撃をくらったら終わりだ。誰だれもが茂虎の死を予感した。だが──、

　空気が重く弾はじけるような攻撃音が鳴ったかと思うと、茂虎が槍でヒグマの喉のどに一撃を入れた。傷が浅く、殺すには至らなかったが、ヒグマは思わぬ反撃に驚おどろき、茂虎から慌あわてて離れた。さっきよりも念入りに離れている。逃げ去りそうに思えた。

「そうじゃ……行け。行ってしまえ」

　しかしヒグマは逃げ切らず、足を止める。興奮して唸うなりながらうろつき回り、少しずつ気を落ち着けようとしている様子が窺うかがえる。

　やがてヒグマはうろつき回るのをやめて、茂しげ虎とらに向き直る。

「…………来るか……」

　希のぞむは唾つばを飲む。

（ヒグマの気を逸そらさないと、負けちゃうかも）

　周りを見回す。道路に奏そう也やのパチンコが落ちている。小石と一緒に、そっと拾い上げる。

　ヒグマが動いた。茂虎に向かって突進し始める。さっきよりも激しい突進だ。茂虎の顔に焦あせりが浮かぶ。これだけ勢いがついたら、槍やりで突いても止められない。

　希はパチンコで小石を放った。小石はヒグマには命中しなかったが、ヒグマが察知して目を向けて来た。ミスをした焦りからか、希は顔を真っ青にして後ずさる。

　希の逃げ腰になった態度を見て、ヒグマは急に突進をやめ、進路を変えて希へと襲おそいかかる。

「……あ」

　背中を向けて逃げようとした。だが、その途中で膝ひざがストンと落ちる。恐怖で足がすくんだのだ。ヒグマが咆ほう吼こうを上げながら迫って来て、爪つめを振り上げる。

（助けようとして、自分が死ぬなんて……僕は何てバカなんだ……）

　避よけられない。死が迫る。だが、振り下ろされたヒグマの爪が──受け止められる。

　いつの間にか千ち景かげが駆かけつけて来ていて、希の前に立ちはだかっていた。

　盾となった彼女の顔から、血が飛び散って、道路に落ちた。

「……え……千景……？」

　ヒグマは一いつ瞬しゆんだけ茂虎を見てから、希たちにトドメを刺そうと前足を大きく振り上げる。

　しかし、老人とは思えない神速で疾しつ走そうして来た茂虎が、攻こう撃げきが当たる前に二人を押し倒し、一撃を外れさせる。さらに茂虎はすれ違いざま、ヒグマに向けて槍を突き出していた。

　槍の穂ほ先さきは、追撃して来るヒグマの口へと突き刺さった。ヒグマは勢いがつき過ぎていて止まれず、槍の柄つか頭がしらをアスファルトに打ちつけてしまい、槍が深く刺さって痛みにもんどり打っている。

　茂虎の決断は早かった。バイクへと走り、エンジンスタート。ヒグマに向かって突っ込む。ヒグマがバイクと激突して、槍の柄がさらに押される。茂虎はバイクから道に投げ出されて、頭を打って動かなくなる。

　静かになった──。

　ヒグマは動かない。いまにも動き出しそうな様子ではあるが、決着はついていた。ヒグマはゆっくりと倒れる。

　死んだ瞬間の姿勢のまま、硬直している。ヒグマの死後硬直は通常なら数時間かかるが、人里深くまで分け入った絶え間ない緊きん張ちよう状態にあって満まん身しん創そう痍いであったのだろう。

　希が、放心したような顔で呟つぶやく。

「ヒグマを…………倒した……？」

「……ああああ、ああ……」

　火がついたように奏そう也やが泣き出した。希のぞむは思い出したように、倒れている千ち景かげを見た。顔を手で押さえて、震ふるえている。その指の間から血が流れ出ている。

「千景、大丈夫ッ!?」

　千景が起き上がった。いつもの彼女ではなかった。悪あつ鬼きのような顔をしている。おびただしい血を流しながら、ヒグマの屍しかばねへと歩いていく。

「……千景？」

「殺さなければ。殺し尽くさなければ──」

　柄えを引っ張って山刀ナガサを抜き、長なが箒ぼうきから外すと、逆手で握ってヒグマの顔を刺した。

　一度ではない。何度も何度も刺している。

　希も奏也も、ヒグマを見た以上の恐怖に駆かられて、千景を見ている。

「いったいどうしちゃったんだ……」

「希、あれ……止めなくていいのか」

「そうだ。止めなきゃ！」

　希は走っていって千景を摑つかもうとしたが、そうする直前に千景は突っ伏し、動かなくなった。

「千景……？」

　唇が真っ青になっていて、全身が大きく震えている。震えというよりは痙けい攣れんに近い。

「しっかりして！　千景ッ、千景──ッ!!」

　車のエンジン音が聞こえて来た。車の持ち主は希たちを見つけて急ブレーキをかけた。近きん隣りんに住む者だ。希は振り返って叫んだ。

「お願い、病院に連れていって！　千景が死んじゃう！」




　こうして、唐とう突とつに訪おとずれた悪夢は終わった。

　三人の心に刻まれた〝この日〟は、のちの人生を大きく変えることになった。
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　五年の歳月が流れた。

　宮みや原はら希のぞむは一六才──高校一年生だ。

　女の子のようだった容よう貌ぼうは、本人の意向に反して、さらに女らしくなった。ちょっと長めに伸ばした髪はさらさらで、目もくりっと丸く可愛かわいらしい。ほっぺはプニッとしたままの幼おさな顔がおで、男子の中では身長ビリ。体格もあまりに華きや奢しやに見えるため、ついたあだ名が──、

「よっ、希のぞみちゃん。おはよう」

「希のぞむだよッ！」

　男子生徒の反応がこうで、女子の場合はもっとひどい。

　キャアキャア言いながら寄って来て、代わりばんこに抱っこする。

「希のぞみちゃん、捕ほ獲かくぅ」

「可愛い──ッ！」

「わたしにも抱っこさせて！」

「抱くなよ！　恥ずかしいだろ！」

「へ？　何で？」

「僕だって男なんだからな！」

　寄って来ている女子は、全員で声を揃そろえる。

「「「またまた」」」

「そのお約束みたいなの、やめろよ！」

　希はモテている──が、彼を男子扱いする者は滅めつ多たにいない。

　希がいまいるのは、広い縦長のホール。窓はない。照明は昼でも電灯だ。

　人はホールの片側に集中している。ラインの引いてある射しや場じようと呼ばれるエリアの向こう側には、誰だれも行こうとしない。危険だからである。

　ここは室内射しや撃げき場じよう。射撃練習を行うための施し設せつだ。

　希は、射撃部に所属している。あまり馴な染じみのない部活かもしれない。全国的に見ても競技人口が多いとは言えない種目だ。

　大まかに説明すると──銃じゆうで的を撃うつ。その命中精度を競きそう。それだけの単純な競技ではあるが、やってみると意外に難しい。姿勢の乱れ、力の入れ具合、普段は何気なくしている呼吸ですら射撃の精度に影えい響きようを与えてしまう。

「──先生、おはようございます！」

「おう、おはよう」

　無ぶ精しようヒゲを顎あごに残したガタイのいい射しや撃げき部ぶ顧こ問もんが、射撃場に現れる。皆、緊きん張ちようした面おも持もちで準備を始めているが、希のぞむだけは椅い子すに座ってジュースを飲んでいる。

「宮みや原はら、さっさと射しや場じように入れ」

「まだ居眠りの余よ韻いんが残ってて本調子じゃないって言うか」

「アホ言ってないで、ＡＲを取ってこい。選抜組の自覚を持て」

「はーい……」

　怠だるそうに返事し、移動を開始する。

　この射撃部では二種類の銃じゆうを扱っている。ＡＲとＢＲだ。

　ＢＲは、ビームライフルの略。銃口からレーザー光を照射して、標的が光を感知して命中かどうかを判定する。

　希がいま取り組んでいるのが、ＡＲ──エアーライフルの略だ。

　圧あつ搾さく空気の力で鉛なまりの弾たまを飛ばす空気銃である。オモチャのそれを想像するかもしれないが、競技用エアーライフルの威力は段違いで、取り扱いを誤れば大事故に繫つながりかねない。ふざけていた希も、銃を手に取った途と端たん、真剣な顔つきになる。

　射場に行く。机と台がある。机にライフルを置く。台には、ワイヤーに繫がった機械がある。希はそのワイヤーに紙の標的をくくりつけて、スイッチを押す。機械がワイヤーを動かして、標的を壁かべの方まで自動で送っていく。

　射場から一〇メートルの距きよ離りが空いて壁がある。この壁のところで標的が止まる。そこに向かって撃うつのだ。

（大会も近いから、みんな緊張しているなあ。先輩たちもピリピリしてるし、千ち景かげがまた問題を起こさなきゃいいけど……）

　それから一時間半、緊張感のある練習が続いた。

　先生が苛いら立だった声を上げる。

「棟むな方かたが来ないな」

「千景？　あれっ……」

　新聞奨しよう学がく生せいである千景は夕刊の配達を終えてから練習に来るのだが、いつも来る時間を三〇分も過ぎている。

「探してきます！」

　希は駆かけ出そうとしたが、先生に襟えりの後ろを摑つかまれた。

「宮原は続けろ。サボるな」

「うー……」

　先生は、三年生の部員が射場に入ろうとするのを止める。

「そこは空けておけ。棟方を入れる」

　明らかに怒おこった目をしながら三年生は去っていく。

「三年は引退しろってか。ふざけやがって」

　彼は最後の大会なのに、一年生に選抜組の座を奪うばわれた。怒るのも当然だろう。

　希のぞむは的を向いてライフルを構える。銃じゆうの上部にある筒つつ型がたの照準器スコープを覗のぞき込み、的に狙ねらいをつけていたが、急に射しや撃げき場じようが静まり返った。

　スコープから目を離はなして振り返ると、入り口に千ち景かげの姿が見えた。

　千景は人を割る──。

　そういう表現を使いたくなるほど、彼女が近づくと見事に人が割れて、道ができる。

　外見が原因だろうか？　それははっきり、イエスと言える。千景は高校生となり、美しくなった。ただ美人という一言では済まない壮絶な美が、そこにある。研とぎ澄すまされた輪りん郭かくも、計算し尽くされたかのような目鼻立ちも、美しさの概がい念ねんを圧倒的に叩たたきつけ、見る者の心をざわつかせる。ただ美しいだけならば男子にも人気が出ておかしくはない。だが、千景の美しさは傷物だった。

　具体的に言うと、生気がない。肌の色が死人のように青白く、目つきは鋭するどく、殺気立ったものを感じる。左目にある黒い眼帯も、彼女を異質なものとして感じさせる要因となっている。希をヒグマの攻撃から救った代だい償しようとして、彼女は左目を失った。傷きず痕あとは整形手術で目立たなくされたが、左ひだり眉まゆの一部が断線するように削けずれている。左目には義眼が埋め込まれたが、人に見せるのをいやがってか、眼帯を常時つけている。
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　さらに女子らしい行動を一切取らないため、女子からは距きよ離りを取られて孤こ立りつしていて、男子に厳しい意見を言うので男子からも敬遠されている。

　先生が声をかける。

「遅いぞ、棟むな方かた。すぐ始めろ」

「はい」

　千ち景かげは荷物を下ろすと、銃じゆうを持って希のぞむの隣となりに来た。

「おはよう、千景」

　ああ、と返事はしたが、視線は向けない。銃のチェックをしている。

「どうして遅れたの？」

「美み智ち子こさんから連絡が来て……」

「みちバアが？　なんの用事？」

　急に答えなくなった。

　千景は機械を操作して標的の紙を送り、銃に弾たまを詰めていく。弾は一般的に弾だん丸がんと認識されるものよりも小粒で、それこそ豆粒のような大きさだ。

「ねえ、みちバアがどうしたの？」

「希は関かかわらなくていい」

「どうしてだよ。僕だって千景の力になりたいよ」

「気持ちだけ受け取っておく」

　千景は会話を断たち切った。標的に目を凝こらしている。射しや撃げきの集中に入ったのだ。

（すぐ話を切る──千景はいつもそう）

　静かに銃を構えている千景を見つめる。

（僕には他ほかの人よりも話してくれるけど、それでも充分じゃない。千景は遠くにいる。近くにいても、遠くて遠くて……誰だれも千景の心に触れられない。消えちゃいそうなくせに、誰の助けも求めない。本当に、バカ野郎だ──）

　希も銃を構える。いまは部活の時間。部活をしなくてはならない。

　千景が引き金を絞った。力強い音が、銃から発される。エアーライフルの発射音は、剣と剣が打ち鳴らされた音を想像すれば判わかりやすいだろう。音と共に一〇メートル先の標的の紙に穴が空いた。千景は銃の構えをいったん解く。

　鉛なまり弾だまが着弾した振動で、標的を送る装置のワイヤーがぷるぷると震ふるえている。

　希は千景の顔を見る。表情はない。

　しかし、殺気がある。右目に宿る眼光は鋭するどく、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのよう。

　周りの人たちが千景を怖こわがる気持ちも判らないではない。千景は、明らかに他と違う。外見だけではなく、内面もだ。

（僕のせいで左目を失ったから、千ち景かげは鬼おにになってしまった）

　片目というハンディキャップを埋めるための、恐ろしいほどの努力がある。服を着ていると目立たないが、女の身にして張り詰めた筋肉を持っている。新聞配達と部活の合間に、鬼き気き迫る勢いで鍛きたえているのだ。それこそ、睡眠時間を削けずってまでも。

（でも、それだけじゃない。もっと大きな闇やみが、千景の心に潜ひそんでいる）

　あの日──。

　ヒグマに襲おそわれたあの日、千景が見せた異常なほどの、ヒグマへの憎ぞう悪お。

『殺さなければ。殺し尽くさなければ──』

　譫うわ言ごとのようにそう呟つぶやき、鬼のような顔をしながら、死んだヒグマを刺し続けた。

（あれが、きっと千景を追い立てる何かだ）

　希のぞむの目が切ない色を宿す。

（千景。君は独りぼっちのまま、どこに行こうとしているんだ。そこは寒い場所だよ。笑えない君のまま辿たどり着いたら、きっと悪いことが起こる……）

　後ろから先生の声がかかった。

「宮みや原はら、なーにサボってる！」

「す、すいませんッ！」

　希は慌あわてて狙ねらいを定め、三発続けざまに撃うった。的に小さな穴が空く。

「適当に撃つな！」

「でも、わりと真ん中に当たってますッ！」

「だからおまえはムカつくんだ。この永久マグレ当たりめ」

「……すいません」

　ふと千景を見ると、銃じゆうを構えるのをためらった姿勢のまま考え込んでいる。目を細めて標的を見て、銃を揺するように動かして重さのバランスを確かめている。

　希の脳のう裏りに、正体不明の閃ひらめきがあった。

「千景。それ……当たるよ」

「は？」

「当たるから、思うまま撃って」

　希の勘かんは的中する──。

　幼少の頃ころから勘が鋭するどかったが、いまもそれは続いている。むしろ強くなっているかもしれない。彼が確信を持って『当たる』と言うのなら当たるのだ。

　千景もそのことを理解しているので〝バカげている〟と思ったりもしないのだろう。少し考えてから、希の言葉に従って銃を構えた。

　周りにいる部員たちが、驚おどろきの声を発した。

　千景は右手を思いっきり伸ばし、銃身の先せん端たん近くにあるハンドガードと呼ばれる木製の柄えを、横からぎゅっと鷲わし摑づかみにして構えている。スコープすら覗のぞいていない。言うなれば〝両手用の剣を握るような〟構えである。もちろんこんな構えをしろ、とは教えられていない。

　先生が気づき、止めようとした瞬しゆん間かん、千ち景かげは引き金を絞った。

　力強い発射音が発され、鉛なまり弾だまが目にも留まらない速さで宙ちゆう空くうを馳はせる。命中した。標的の、真ま芯しんを貫つらぬく一いち撃げき。これ以上ないほどのショットだった。

　怒おころうとした先生の口が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような感じに閉じられた。

　部員たちが騒ぐ。

「なんだいまの」

「変な握り方で当てたぞ？」

　先生が嫌そうな顔で言う。

「棟むな方かた、そいつをどこで知った？　マンガか？」

「マンガは読みません。発射の際に銃じゆう口こうがブレるのを止めようと……」

「……ったく、おまえら二人、少しは常識の範はん疇ちゆうに収まれよ」

　先生は手を叩たたいて騒ぎを静める。

「いまのはソードグリップと言って、アメリカの銃器メーカーのインストラクターが始めたやり方だ。フルオートという、弾たまを高速連射する機能を持った銃を使って、腰だめ撃うちをするための保持方法だから、ＡＲでやっても大したメリットはない。変な癖くせがつくから真ま似ねするんじゃないぞ。さあ解散。さっさと自分の練習をしろ」

　先生が寄って来て、千景の頭を叩く。

「ああいう曲芸をするな」

「……すいません」

　標的を引き寄せるスイッチを押し、的紙を手に取って命中した場所を確認してから、千景の肩を叩く。

「だが、まともに撃っている間は調子がよさそうだ。このまま行け」

　先生が去りかけたとき、千景は声をかける。

「クレーを撃たせてもらえませんか」

「またその話か。無理だと言ったろう」

　クレーとは、クレー射しや撃げき競技の略だ。火薬式の散さん弾だん銃じゆうを用いて行う競技である。

「未成年では撃てないとの話でしたが、低てい年ねん齢れい推すい薦せん制度があると聞きました」

「あるにはあるが、ありゃあ昔の制度だ」

「一人だけ例外がいるらしいです」

「まあな。だが、あれこそ例外中の例外みたいなもんで……」

「日本クレー射撃協会に問い合わせるだけでもお願いします」

「新聞奨しよう学がく生せいなんだから配達の仕事もあるだろう？　いまでさえ部活に支障がある。大会でずば抜けた成績を残したわけでもない。そんなおまえを、協会が認めてくれると思うか？」

「……いえ」

「焦あせるなよ。まずは成績を残せ。優秀なら特待がかかって一八才から始められる」

「それでは遅い。いますぐにでも始めないと……」

「どういうことだ、棟むな方かた」

　千ち景かげは答えない。会話を打ち切るように銃じゆうを置く。

「頭を冷やしてきます」

　そう告げて、射しや撃げき場じようから出ていってしまった。

　　　　▼・▲

　練習も終わり、帰途に就く頃ころにはすっかり暗くなっている。教室に忘れた宿題のノートを取って来て廊ろう下かを歩いていたとき、後ろから呼び止められた。

「──希のぞむ」

　声をかけて来たのは、奏そう也やだ。

　悪ガキっぽい傷だらけの風ふう貌ぼうは、もう過去のものだ。全体的に物静かな雰囲気になった。無む駄だのないシャープな顔立ちは男らしくもあり、かつ繊せん細さいで、物腰は柔らかい。ファッション雑誌から抜け出たかのようなスタイルもさながら、彼の一番の魅み力りよくは目にある。叡えい智ちを感じさせる深みを湛たたえた眼まな差ざしには、見つめられた者を立ち尽くさせるほどの鮮あざやかな吸引力がある。

　他ほかの女生徒がすれ違っていく。

「藤とう堂どうくんだ」

「目があっちゃった……」

「目の下のホクロが、なんか切ないよね」

　すれ違う特進コースの女子たちが、奏也を見てざわめき立っている。

「相変わらずおモテになっておられるようで」

「おまえだって相当だぞ。俺のクラスにファンも多いしな」

「どうせ女の子扱いだろ？」

「いや、ペット扱いで」

「よけい悪いよッ！」

　奏也が笑う。彼が笑顔を見せるのは珍しいらしく、さっきの女子たちが驚おどろいている。

「射撃部の帰りだろ？　千景と一緒じゃないのか？」

「ああ。最悪……」

「なぜ睨にらむ」

「イヤなこと思い出させるから。あのバカ野郎が、話をしたがらないんだよ」

「いつもじゃないか」

「いつもだけど、気になるよ。今日だってみちバアのことで……」

　希のぞむは急に話を止とめた。

「どうした？」

「勝手に相談したら、千ち景かげに嫌われるかも」

「六月に雪が降るかもしれないな。いま希が気を遣つかったから」

「僕だって気を遣うよ、バカァ！」

　ノートでバシバシ叩たたく。

「判わかった判った。認めよう。単細胞からミジンコくらいに進化してる」

「もお──っ、大人ぶって！　偉そうに説教なんかしてるけど、おまえヒグマ見て泣きわめいていたんだからな！　バーカ、バーカ！」

　希は叫び続けながら去っていった。奏そう也やはすました笑みで見送っていたが、独りになった途と端たんに真顔になる。

「あのバカ、また希の笑顔を曇くもらせてるのかよ」

　奏也は髪をくしゃくしゃっとやる。

「世話のやける二人だな。ったく──」

　　　　▼・▲

　校門を出て、学校前の歩道を歩いていく。十字路に差しかかって信号待ちをしていると、同じ学校の女生徒が噂うわさしているのを耳にした。

「ねえ、あれフェラーリじゃない？」

「持ち主、けっこう格好いいかも」

　目を向けると、道路の向こう側にあるコンビニに、真っ赤なスポーツカーが停とまっているのが見えた。その車の横にはスーツ姿の男性が立っている。

　格好いい、と評するのは気が早いかもしれない。確かに美形と言えなくもない。だが、毒があり過ぎる。夜影に半ば沈しずんだ嘲ちよう笑しように似たスマイルには、呪のろいさえ込められていそうに見える。

　細目が鋭するどく吊つり上がり、イタチめいた印象を受ける。やたら細身で脚あしが長いところもイタチっぽい。重灰色ウオームグレイに染めた髪は前髪がやたら長く、右に寄せて左目だけを出している。耳にはリングのピアスをしている。着ているのはダークのジャケットとスラックス。シャツは血のように赤い。垂らしているネクタイは不気味な斑まだら模様で、蛇へびのように細い。

　スポーツカーのドアを閉めて、希たちのいる横断歩道の方へ歩いて来る。

「こっちに来るよ」

「どうしようナンパかも」

　信号が変わって、男性が横断歩道を渡って来ると、希が立ちはだかった。

「この子たちが怯おびえてるんで、とりあえず帰ってもらえますか、不ふ審しん者しやさん」

「僕は不審者じゃないよ。それに用があるのは、その子たちじゃなくて君だからね。宮みや原はら希くん──」

「僕の名前を知ってる……？」

「君をスカウトに来たんだ」

　男はそう言って、黒い名刺を差し出して来た。

『環境省 総合環境政策局 緊きん急きゆう対策室 室長 鼠そ入いり疾はや手て』

「役人の人……？」

「これは官庁を動かすときに使う仮名義みたいなもん。執務をする者は別にいて、僕はスーパーバイザーみたいな立ち位置だよ。〝日本の黒幕〟兼けん〝正義の味方〟ってところかな」

「……はぁ…………？」

　　　　▼・▲

　二人は、学校近くの小さな食堂で話をしている。

「ええと、ねずみいりさん」

「鼠入だってば！」

「そ、鼠入さん。スカウトの話さっさとしてください」

「四月に国会で成立した、青少年狩しゆ猟りよう法ってのを知ってる？」

「一六才から銃じゆうを持てる、ってヤツでしたっけ」

「そそ。来月から施し行こうされるんだけどね。世間の慎重論を受けて、初期の登録者は選抜式にする、ってことになっちゃってさあ。その選抜者の第一号が、クレー射しや撃げき競技で活かつ躍やくしている天才少女、十六夜いざよい白しら菊ぎくちゃんに決まったとこなのよ」

「今日、千ち景かげが言ってた。低てい年ねん齢れい……推すい薦せん……？」

「低年齢推薦制度」

「それ。例外中の例外って……」

「まあ、僕が手を回したんだけどね」

「どうやって？」

「もちろんお金の力だよ。誰だれだってお金は欲しいじゃない？」

「僕は別に。お金って人生をぶち壊こわすと思います。人の先が見えるときがありますから」

「先？」

「例えばテレビに映る有名人を見てて、あ、こいつ破は滅めつする、って判わかるんです。勘かんだけど当たります。お金にこだわって動く人は、高確率で破滅してる」

「……ふーん」

「別に信じなくてもいいですよ」

「いや、確かにそうよ。僕もね、日本をお金で牛ぎゆう耳じってるヤツを見て育って、そいつがお金で破滅したのを見ているから」

「誰のことです？」

　鼠入はにっこりと笑うだけで、答えなかった。

「話を戻すけど、要するに君を選抜者の第二号にしたいの」

「そもそも選抜者ってなんですか？」

「射しや撃げきの才能もあり、身体能力も抜群。容姿も優すぐれてるじゃない？　君は猟りよう兵へい社しやのコンセプトにぴったりなんだ」

「……猟兵社？」

「設立に行政も関かかわっている株式会社、いわゆる第三セクターってヤツね」

「どんな会社ですか？」

「野生動物が増えて、人が襲おそわれたりしてるじゃない？」

「小学校の頃ころに経験しました。最近そういうニュース増えてますよね……」

「君は野生動物に襲われる側の恐怖や苦しみを知っているでしょ？　猟兵社の使命に共感できると思うのよ」

「使命？」

「猟兵社は政府の委託を受けて、害がい獣じゆうの緊きん急きゆう防ぼう除じよを請うけ負う。簡単に言うと、国民を鳥獣被害から守る組織だね。選抜者はそこの実戦部門で働くことになる人のこと」

「鳥獣被害から国民を守るのは、とてもいいことかも」

「でしょ」

「でも僕は高校生ですよ？　そういうのってベテランの人がやるべき仕事なんじゃ？　凄すごいハンター知ってます。茂しげ虎とらさんって言う──」

「ベテランは雇やとわない。青少年狩しゆ猟りよう法は、高校生を雇うために作った法律だから」

「どうして高校生にやらせるんですか」

「少子化って言葉を知ってる？」

「もちろん」

「あれは逆なんだよねえ。人口が異常に増えた世代があっただけという話。日本っていうのは狭せまい国でしょ？　もっと結婚しろ、もっと子供を産め、移民を入れろ、って真っ赤な顔で怒鳴ってる人の方が頭おかしいんだよ。少子化問題は打開策なんてない。多数派世代はそろそろ働けなくなる年ねん齢れいに差しかかる。すると、どうなると思う？」

「ベテランの人が、どんどんいなくなる……」

「正解。いいかい？　この問題は君が思うよりも根が深い。鳥獣被害問題は序章に過ぎなくて、いずれもっと恐ろしいことが起こり、日本全土が最悪の方向へと突き進むんだからね」

（……──ッ）

　希のぞむの脳のう裏りに、正体不明の閃ひらめきがあった。

　勘かんだ。鼠そ入いりの言っていることは正しい。いずれなにかが起こるのだ。

「いまの日本は、切れそうなロープでようやく支えられている状態なんだ。これにちょっとの重みが加われば、国家そのものが崩ほう壊かいする。現げん役えき世代に任せちゃダメなのよ。切れそうなロープに重みを加えたら、切れるに決まってるじゃない？　若い世代で支えなければ、いずれ支えきれなくなる」

「なるほど……」

「どう？　けっこう正義の味方でしょ？」

「でも、そんな重要な仕事を高校生にやらせて、死んだらどうするんですか？」

「美談になる」

「え？」

「戦場なんかでよく言うでしょ？　名めい誉よの戦死。あれよ、あれ。志こころざしを含ふくめてきちんと報道すれば国民は逆に感動してくれて──」

「最低の人間ですね」

　鼠そ入いりは苦笑した。

「よく言われる……」

「僕の前に二度と現れないでください」

　希のぞむは名刺を破いてテーブルに散らすと、店を出ていった。鼠入は溜ため息をつく。

「失敗、失敗っと。なら他ほかの子も当たるかな」

　アタッシュケースからファイルを取り出し、ある人物の詳細情報を眺ながめる。

　鼠入は悪あく魔まめいた笑みを浮かべた。

「いいね、この子。こんな過去があったら、すぐにでも飛びつきそう」

　　　　▼・▲

「……なんなんだろ、あの人。腹立つなあ」

　希はベッドに横たわって、マンガ雑誌の上にカップを置いて、アイスを食べている。枕まくらを抱いた姿勢で、足をぶらぶらさせている。

「国民を鳥ちよう獣じゆう被害から守る、って言ってたなあ……」

　そう呟つぶやいたあと、少し考えてみる。

「確かにそこは惹ひかれるけど、人の命をなんとも思わないなんてどうかしてる」

　希がいまいるのは学生会館の自室。民営の寮りようのようなものである。一人一人に貸し与えられる自室にはベッドや勉強机、クローゼットなど、生活に必要なものが一式揃そろっている。食事は寮母さんが作ってくれる。風ふ呂ろなどのスペースは共同だ。

「千ち景かげとの待ち合わせはそろそろかなぁ……って、時間過ぎてる!?」

　急いで立ち上がり、ベッドの隙すき間まに挟はさんである二メートルぐらいの棒を抜く。棒の先っぽには丸いクッションがついている。

　早足で学生会館を出て、横断歩道を渡り、コンビニの方へ向かう。さらに道を真っ直すぐ走ると、川の土手が見えて来た。土手の向こうに運動場がある。下地は芝で、草がぼうぼうに生えていて、手入れはかなり悪い。誰だれもいないと思いきや、一人いる。千景だ。希と同じように棒を持っている。

「遅い」

「ごめん、アイスが美お味いしかった」

「どんな言いわけだ……」

　希のぞむは笑ってごまかした。

「笑っていないで、構えてくれ。今夜こそ勝つ」

「まだ一度も勝ててないのに？」

　千ち景かげは棒を回してバランスを確かめると、やや下げ気味に先せん端たんを突き出して構える。

「わたし相手に、いつまでも師し匠しよう面づらができるものか」

「言ったね？」

　希の方から勢いよく突とつ撃げきする。

「くらえ！」

　棒の先端が千景の顔めがけて突き出される。千景は軽く上体を反らして躱かわし、抉えぐるような突き上げで威い嚇かく攻撃し、希を後退させる。体勢が瞬またたく間に崩くずれ、希は防戦一方を強しいられた。

　二人が持っているのは棒だが、棒ではなく槍やりでの戦いを想定している動きだ。

　家が古武道の道場だった希は、幼い頃ころから厳しい修行をさせられ、槍そう術じゆつの基本もきっちり押さえている。だから、その槍術を千景に教えている。

　射しや撃げき部ぶでのやる気なさげな練習とは打って変わって、希はかなり活動的だ。軽快に千景をあしらっている。千景は何度も突きかかるが、素早く避さけられてしまっている。小こ柄がらであるというメリットを最大限に活いかしているし、技が豊富で変へん幻げん自在に動き、そして隙すきがない。

　千景が攻め、希は守りに徹てつしていたが、突とつ如じよとして希が突きを入れた。千景は頰ほおに一発もらう。もちろん千景とて警戒していなかったわけではない。しかし千景は片目だ。死角ができる。希は死角から突きを飛ばして来たのだ。

　容よう赦しやがない──。

　だが、それは希の誠意でもある。もし彼が千景のハンディキャップをかばえば、〝千景の弱点〟が存在し続けるだろう。千景は片目の自分と向き合う必要がある。だから希は容赦しないのだ。

　千景はくらっても怯ひるまない。猛もう然ぜんと反撃に出る。だが、希は楽々と躱し続ける。

「おっそいよ、千景。ハエも留まる気失うせちゃうね」

「……」

「あ、いまの間は怒おこった感じ？　──ひゃあッ！」

　千景が、目にも留まらない連撃を繰り出す。しかし希は冷静に千景の槍を組み流して、有効打を避けていく。

「筋肉で戦っちゃダメって、いつも言ってるでしょ。力だったら僕のが弱いはずなのに、押し負けちゃう」

「負けてなどいない」

　希のぞむは囁ささやくような声で言う。

「相手が、クマならなおさらだよ」

　千ち景かげの動きが鈍にぶった。希はその一いつ瞬しゆんを見逃さず、柄えを弾はじくように押し、千景をよろめかせ、足払いをかけて転ばせて、倒れた瞬間に千景の喉のど元もとに穂ほ先さきを突きつける。

「ほら、動どう揺ようした。今日はこれまでにする？」

　千景は土を払いながら起き上がり、槍やりを構える。

「希を叩たたきのめすまでだ」

「そんな奇跡が、二時間以内に起こるかなぁ？」

　槍と槍が、激しくかち合った。

　　　　▼・▲

　それから一時間と四五分、猛然とやり合って、スマホのタイマーが鳴る。

「今日はここまでだ」

「疲れたぁ……」

　希は槍を投げ出し、草地に寝っ転がった。息が荒い。背中がじっとりと汗ばみ、シャツが貼はりついて来る。後半はもう余裕がなかった。千景は確実に成長している。

　ふと千景の方に目をやった瞬しゆん間かん、希の視線が凍りついた。

　千景もかなり汗をかいていて、トレーニング用のシャツがぐっしょりになっている。シャツのお腹なかのところを持って、ぱたぱたと扇あおいでいる。

　見上げているので、胸のところまで見える。ここの灯あかりは橋の上の照明だけなので、シャツの中が陰って細部までは判わからないが、一つトンデモない情報だけは判明した。

（──ブラをつけてないッ！）

　千景はブラが嫌いで、中学二年生になって先生にこっぴどく怒おこられるまでブラをつけなかった、という経けい緯いがある。それからはブラをつけるようになった、とのことで安心していたが、まさか高校生になってもノーブラで行動することがあるとは想定していなかったらしい。

「……希」

「ふぇッ？」

「どうした、顔が赤い」

「こんな暗いのに、判るのッ？」

　千景は頷うなずいて、近寄って来る。

「風か邪ぜでも引いたのではないか？」

「違う！　だだだ大丈夫だから、そこから二メートル離はなれて！」

「なぜ二メートルだ……？」

「角度の問題！」

「角度……？　まあ、いい。とりあえず次のバイトがあるのでな。では、明日」

　立ち去ろうとする千ち景かげを見ていたら、希のぞむの胸に微かすかな痛みが走った。

（部活と、槍やりの稽けい古こ。こんなに二人きりの時間を持てても、千景との距きよ離りはずっと遠いままだ。僕はいったい何をやってるんだろう……）

　少し歩いてから、千景が急に振り返る。希の顔を見て、立ち止まった。

「どうした？　何か言いたそうな顔だ」

　希は力なく笑う。

「ごめん。千景と一緒にいるのが楽しくてさ。もうちょっといてくれないかな、って思った」

　千景はじっと希を見つめるばかりで、明確なリアクションを示さない。

　千景は、普通の女の子ではない。

　女の子のような言動は皆無。それどころか、同世代の男の子のようですらない。言葉遣づかいも大人びているし、大人の指導の下もとでもないのに、己おのれを律してひたすら鍛きたえ続けるなど、高校生らしくもない行動をする。

　だから、幼なじみの希でさえも、千景の心は測りかねてしまうのだ。

　感情を探さぐろうにも、表情がないので判断がつかない。千景も楽しいと思っているのか、まったくそうは思わないのか。もしかしたら希の考えもつかないような、ナナメ上の思考が展開されているのか。まったく判わからない。千景は謎なぞだ。どこまで探っても、どこまで考えても、どれだけ想おもっても、答えは一つ。謎。それしかない。

　だから、自分の心を、ひたすらぶつけていくしかない。

「僕ね、最近毎日が楽しい。千景と一緒に射しや撃げき部ぶで練習して、槍の稽古して。いつまでもこうやって千景と一緒に過ごせたらなあ、って思う」

「ああ」

　否定でも肯こう定ていでもない返事。千景のよく出す答えだ。それでも怯ひるまない。怯んだら負けだ、と希は考えている。

　だから微笑ほほえむ。全力で微笑む。

（たとえ笑顔が噓うそになってもいい。できるだけ笑顔を見せ続けよう）

「あの日の約束、まだ覚えている？」

「……ああ」

　答えるまで、わずかな間があった。千景がなにかを考えてくれた。それだけでも希には嬉うれしかった。

　あれは、もう七年前になるだろうか。転校して来たばかりの千景を、希は帰り道で追いかけた。そして約束したのだ。

「わたしに笑い方を教える、希はそう約束してくれたな」

「うん……」

　希のぞむの笑顔がもっと優やさしくなる。

　彼にとって、特別な約束だった。その日に感じたのだ──〝笑えないと、千ち景かげが消えてしまう〟というあの感覚を。

　だからこんな突とつ飛ぴな約束をしてしまった。千景の方も、なぜかすんなり受け入れた。

　しばらくして希の微笑ほほえみが寂さびしげに翳かげる。

「まだ叶かなってないよね」

　どんなにがんばっても彼女から笑顔を引き出せなかった。いまもそうだ。〝ずっとこのまま、自分だけが一方的に微笑み続けるのではないか〟という無力感に囚とらわれてしまう。

　だが、そんな考えは湧わくたびに打ち消す。がんばると決めたのだ。

「いつか千景を笑わせてみせるから」

「どうやってだ？」

「判わからないけど」

「頼りない約束をしたものだな」

　希は苦笑した。

「だよね……。ただ、独りぼっちにさせちゃダメだ、っていうのだけは、ぼんやり判る。だから、ずっと千景の側そばにいる」

「そうか」

　千景は再び歩き始めた。

「また明日ね。おやすみ」

　別れの言葉を返す代わりに、千景は肩越しに手を振った。

　希は千景の姿が見えなくなるまで、笑顔で見送っていたが、不意にその笑顔が消える。

　彼は噓うそをついた。

　本当は判っているのだ。どうやって笑わせるか、何も判らなくはない。見当くらいはついている。

（千景が笑えなくなった原因は、きっとあれだ──）

　ヒグマに襲おそわれたあの日、千景は死んだヒグマに刃やいばを立て続けた。

（あの闇やみを消さない限り、千景は一生笑えない）

　希は女の子と間違われるほどに、可か憐れんな童顔をしている。

　だが、いまの希の顔は、疑問の余地すら許さないほどに、男の顔であった。
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（……約束か。希のぞむはまだ覚えていたんだな）

　千ち景かげは自転車を漕こいでいる。帰り道だ。住宅が多い二車線道路の脇わきを走っている。どこまで行ってもアスファルトと建物ばかりの光景が続いている。

（わたしを笑わせるなんて、できるはずもないのに）

　希の澄すみ切った笑顔が、千景の脳のう裏りを過よぎる。

（他ほかの誰だれの笑顔を見ても、わたしの目には紛まがい物としか映らない。なのに、希の笑顔だけは本物のように思える。彼なら、わたしに笑顔を取り戻させてくれるのかも──そんな幻げん想そうも信じてしまいそうになる。子供の頃ころから、ずっとそうだ。希は、闇やみの中に一筋だけ差し込んで来る光だった。でも、だからこそ、わたしの抱えた闇で穢けがしたくはない……）

　走っている途中で、奇妙な感覚を覚えて千景はブレーキをかける。

　風が凪ないでいるのに、電線が揺れている。地じ震しんだ。

（最近、地震が多いな）

　それから一〇分かけて目的地に辿たどり着いた。いま彼女が住んでいるのは、新聞販売店である。新聞奨しよう学がく生せいなので学業と配達を両立させている。

　販売所は二階建ての白い建物で、手前は駐ちゆう車しや場じようになっていて、数台の配達用バイクと車が置いてある。自転車を停とめて中に入る。ドアを開けた先には、販売店の業務スペースがあり、仕分けなどに使う大きなテーブルがある。奥にあるソファには、小太りな顔の店長が座っている。

「ああ、棟むな方かたさん、おかえり」

「ただいまです」

　店長はテーブルを指差して告げる。

「ほら、そこに手紙が届いてるよ」

「ありがとうございます」

　手紙を持って二階に行く。自分の部屋に入る。古さを感じさせる和室で、勉強用の小さいローテーブルとクローゼットがある。家具はそれだけだ。

　封ふう筒とうを開ける。茂しげ虎とらからだ。毛筆で書かれていて、かなりの達筆だ。

〔千景へ。元気そうでなによりだ。手紙を読ませてもらった。決意のほどは伝わった。しかし、おぬしに降りかかった災わざわいは、未いまだ憎しみの傷きず痕あとを残しておるだろう。焦あせることはない。安らかな心で銃じゆうを握ることのできる日が来るのをゆっくりと待て〕

（安らかな心か。そんなものを持てる日など、来るはずがない……）

　手紙を置き、土木作業着に着替える。スポーツバッグを摑つかんで部屋を出た。販売店の外に出て自転車に乗ろうとしたが、不意に後ろを向いた。

「よっ」

「……奏そう也やか」

　新聞販売店の建物の横で、壁かべにもたれて立っている。

「希のぞむが、おまえのことを心配してる」

　千ち景かげは返事をしない。奏也は構わずに続ける。

「あいつは俺に相談することすらためらった。あの無ぶ遠えん慮りよな希がだぞ？　どういう心境だか判わかるだろ？」

　千景は黙だまったままだ。奏也は話を変える。

「この前、ニュースで青少年狩しゆ猟りよう法の選抜者が発表されたよな？　選ばれたのはクレー射しや撃げき競技で活かつ躍やくする一六才の天才選手だ」

「聞いてくれ。わたしは──」

「俺じゃなく、希に話してやれよ。見通しすらないままにおまえを追いかけてんだぞ」

　千景は何か言いかけたように口を開いたが、閉じた。しばらくして、また口を開く。

「話はそれだけだな」

「もう一つある」

「何だ」

　奏也は、千景の胸を指さす。

「いいかげん、ノーブラをやめろ」

　千景は自分のシャツの、胸のところをつまむ。

「判るのか」

「いや、見えたわけじゃない。希からＬＩＮＥが来ただけで」

「希が？　角度とか言っていたが、あれだろうか……？」

「角度がなにかは判らないが、とりあえずやめろ」

「夜ならいいだろう？」

「夜でもダメだ」

「考こう慮りよしよう。しかし、安心しろ。わたしを女扱いする者などいない。学校でも、バイト先でもな」

　千景は自転車に跨またがった。

「では、また」

　自転車が路地の奥に消えるまで待ってから、奏也は呟つぶやいた。

「女扱いされてるから、希が動どう揺ようするんだろうが──本当に鈍にぶいヤツだ」
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　学生会館の自分の部屋に帰った。

　シャワーを浴びたあと、喉のどの渇かわきを感じて、居間に向かう。大画面テレビが置いてあって、つけっぱなしになっている。

　ソファで同居人が眠っている。テレビを観みながら眠ってしまったのだろう。希のぞむはブランケットをかけ、テレビを消そうとした。

　悲鳴のような声がテレビから聞こえて、咄とつ嗟さに画面を見る。

　流れている映像の音質は荒く、画質も荒い。おそらく携けい帯たいのカメラで撮さつ影えいされている。カメラの中心に映っているのはクマだ。

　画面の上の方にはテロップがある。

『なぜ、こんなところに人ひと喰くいグマが!?　都市部を襲おそう鳥ちよう獣じゆう被害の嵐あらし！　全国で七八件、うち死亡者数二一人』

　クマがいるのは普通の駅前アーケード街で、人も大勢いる。クマの姿を見た人々がパニックになり、悲鳴を上げながら逃げ惑まどい始める。クマは逃げる人に襲いかかった。モザイクが入った。マイクの音が割れてノイズになるぐらい悲鳴がひどくなった。さらに、もう一人襲われた。少女だ。脚あしを嚙かまれたのだろう。モザイクから頭がはみ出て、痛みに歪ゆがんだ顔が見えた。

　ヒグマに襲われたあの日を思い出した。あのときは茂しげ虎とらがいた。助けてくれた。この子には味方がいなかった。だから脚を失った。一生片足で生きることになる。

「…………なんて……ひどい……」

　襲いかかったクマが顔を上げると、撮影者も逃げ出した。全力疾しつ走そうで走っている光景になる。そこで終わりだ。

　映像がスタジオに切り替わり、緊きん迫ぱくした顔の女性アナウンサーが映る。

〔このように、いま全国規模で危険な野生動物による被害、いわゆる鳥獣被害問題が多発しています。今日はこの問題に詳しい、東京大学教授、動物生態学の第一人者であると共に、環境省緊急対策室の室長でもある鼠そ入いり疾はや手てさんにお越しいただきました〕

　希は画面を見つめながら呟つぶやく。

「……鼠入って学者だったんだ」

　番組は鳥獣被害の発生件数のグラフなどが書かれたパネルを映して、被害の深刻さを説明していく。アナウンサーが鼠入に問う。

〔どうしてごく最近、このような事件が多発しているのですか？〕

〔うーん、要因？　そうだなあ。一番大きいのは少子化かなあ〕

〔少子化と鳥ちよう獣じゆう被害に、どう関係が？〕

〔元々ハンターの大半は高こう齢れい者しやだったわけ。なぜかって言うと、昔は狩りをして獲え物ものを売って商売になっていたから〕

〔いまはならないと？〕

〔野生動物の肉がスーパーで売っているとこ見たことある？〕

〔ありません〕

〔そらそうよ、食べ物としての商品価値はゼロだから。毛皮だってフェイクファーに取って代わられた。獲とってもお金にならない。そういう厳しい現実を目まの当たりにした若手はハンターになりたがらない。で、ハンターは激減していったわけ。すると、どうなると思う？〕

〔判わかりません〕

〔草食動物が激増するんだよ。古来日本の地にはニホンオオカミなどの天敵がいたし、ハンティングが生業なりわいとして成立していたので草食動物はバランスよく減らされ、生態系は完かん璧ぺきに整っていた。でもオオカミは危険だからと絶ぜつ滅めつさせてしまったし、ハンターの人口も激減している。具体的な話をすると、平成二五年に農林水産省が出した予測では、平成三七年にはニホンジカが五〇〇万頭に増えるという試算だったんだ。でも、試算を大きく上回る爆ばく発はつ的てきな増加があって、来年には六〇〇万頭に達しようとしている〕

〔シカが増えるのが問題なのでしょうか？〕

〔食害っていう、農作物への被害総額は四〇〇億円に迫る勢いになっているのね〕

〔そんなに……ッ！〕

〔で、今回の事件はクマだったね。そもそも初夏から夏場にかけては、本来クマのトラブルが増えるシーズンではないんだ。この時期のクマは、雑草のフキやイラクサなどを食べている。豊富にあるはずだけど生態系に変化があって、エサが不足したんじゃないかな〕

〔どうしてエサが不足したのでしょう？〕

〔シカやイノシシのような草食動物が異常繁はん殖しよくしたからさ。餌えさ場ばが荒らされて、飢うえたクマは肉食に移行するわけだよね。そしてクマはより足が遅く、襲おそいやすい獲物を探すわけ。そこで山を下りてみたら、実にトロくて弱そうな獲物がいた〕

　さきほどの、クマが人を襲う映像がもう一度流された。

〔そう、人間だよ。いまのクマにとって一番美お味いしい獲物は、間違いなく人間だね〕

　アナウンサーたちは青ざめ、しばらく声を失った。

〔我々は、今後どのようにこの問題に対処すればいいのでしょうか〕

〔僕がプライベートマネーでどうにかしようかと思って〕

〔はい──？〕

〔緊きん急きゆう出動をして野生動物を防ぼう除じよする会社、猟りよう兵へい社しやを設立したの。理念はただ一つ。鳥獣被害に苦しむ人々の命を守ること。猟兵社は、いずれ日本を救うことになる〕

「日本を救う……」

　希のぞむは胸に込み上がるものを感じた。ヒグマに襲われたあの日、希たちには茂しげ虎とらがついていてくれた。茂虎がいなければ三人とも確実に死んだはずだ。この気持ちは、猟りよう兵へい社しやの理念と大きく重なっている。

　そこまで考えたところで、ハッとした。

「……欺だまされるとこだった。人の命なんかなんとも思わないヤツじゃないか。どうせ建前だ」

　テレビを切って、ぶつぶつと毒づきながら冷蔵庫へと向かった。
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　希のぞむの昼食は、朝コンビニで買って来た弁当である。裏にした蓋ふたの上に、友達からお裾すそ分わけとしてもらった唐から揚あげや玉子焼きが乗っている。

　希の周りは、いつも賑にぎやかだ。今日も六人の女子が机を寄せている。

「希のぞみちゃんってさあ」

「のーぞーむ、くん！」

　女子が全員で声を揃そろえる。

「「「「「「またまた」」」」」」

「そのお約束、練習してるだろッ！　……で、何？」

「男の子並みに食べてない？」

「男の子！　忘れないでね、そこ重要だから！　そっちの人たちは笑わない！」

「食べてるのに瘦やせてるよね。太らない体質？」

「運動やめたら太ったよ」

「射しや撃げき部ぶの練習ってそんなにハードなの？」

「射撃部は撃うってるだけ。メインは朝の基き礎そトレとランニングと型練習と……」

「えっ、そんなにやってるの？」

「サボりたいけど、いまは基礎体力が必要だからなぁ」

　槍やりの稽けい古こがハードになって来たので、体力を落とすと千ち景かげに抜かれてしまう。そうなれば、師としての面めん目もくが立たなくなり、免許皆伝を与えたような雰ふん囲い気きになってしまうかもしれない。希はそんな恐れを抱いている。

（槍の稽古がなくなったら、千景と二人きりになる時間も減っちゃうし）

　希の名前が呼ばれた。教室の入り口に、千景の姿がある。

「千景ッ？」

「少し話そうと思ってな。来てもらっていいだろうか」

「うん！」

　希は残りのお弁当ともらったおかずを秒速で口に詰め込んで、パックの牛乳で流し込んで席を立った。

　　　　▼・▲

　希と千景は外そと履ばきに履き替え、中庭に向かっている。この学校の敷しき地ちの多くは校舎とアスファルトの道路で、校庭のない学校である。体育は体育館で行うか、近くの運動場を借りて行うことになる。

「千ち景かげの方から誘さそってくれるなんて珍しいね」

「そうか」

「もっと誘ってよ」

「努力する」

　中庭に歩いていく。円形の花壇のようになった場所に、芝と庭木が植えられている。円の外周を囲むように、いくつかのベンチがあって、奏そう也やが座っている。

「奏也まで……？」

「たまにはいいだろうと思って」

　希のぞむは笑顔で走っていって椅い子すに座った。奏也が膝の上に教科書とノートを広げているのを見て、ノートを閉じさせる。

「三人揃そろうなんて久しぶりなんだから、しまってよ」

　奏也は面食らった顔をしてから小さく笑い、希に従った。千景も腰を下ろす。

「秘密基地みたいだね」

「三人だとそんな空気あるよな」

　奏也と交わした笑顔には、一いち抹まつの翳かげりがある。思い出したのだ。中学生になる頃ころ、あの秘密基地は撤てつ去きよされてしまった。懐なつかしいあの場所は、いまはもうない──。

　二人は千景を見る。

「おい、千景。なんか話せ」

「せめて相づちくらい入れようよ」

「……すまない」

　プッ、と希が吹いて、奏也も笑う。

「なぜ笑う？」

　奏也は笑いながら答える。

「おまえが相変わらずだから」

　笑いが一段落ついてから、それぞれの近況を話したりした。

「ふーん、奏也は医学部を目指してるんだね」

「親おや父じの跡あとを継つぐことを期待されているからな」

「期待されてるから目指すんだ？　それって自分の意志がなくない？」

　千景は少し考えて、奏也を見る。

「アーチェリーは続けているのか」

「最近は行っていない」

「そうか」

　二人は千景の言葉を待った。一〇秒くらい待ってから希が訊きく。

「……そうか、で終わりッ？」

「相変わらず意味不明だな」

　二人が笑った。希のぞむが笑い過ぎの涙を拭ふいているときに、千ち景かげが口を開いた。

「わたしはハンターになりたい」

「えっ──」

　希の顔には戸と惑まどいが浮かんでいる。千景の告白は唐とう突とつだった。そもそも彼女は普段、本音を語ることなどしない。なのに自ら語っている。

「クレー射しや撃げきを目指すのも、青少年狩しゆ猟りよう法の選抜者になるためだ。一刻も早く、茂しげ虎とらさんの弟で子しになりたい。それが、わたしの夢だ」

「急にどうしたの……？」

　千景は、希の顔を見た。

「わたしのことを相談するのをためらったそうだな」

　その言葉でようやく察したらしい。

「……そっか。奏そう也やだね」

「相談くらいしていい。三人は幼なじみなのだから、隠しごとはなしにしよう」

「うん。あの、千景」

「なんだ？　……どうした？　泣いているのか」

　希は首を振った。

「哀かなしいわけじゃないから。千景が同じ気持ちなのが嬉うれしかった」

「同じ気持ち？」

「正直に言うね。茂虎さん、格好よかったなあ……って、凄すごく思うんだ。いまでもわくわくする。千景にとって左目を失って大変な日だった。そんな不ふ謹きん慎しんなこと考えちゃいけないって思うのに憧あこがれてる」

「そうか……」

　希は目をごしごし擦こすってから問う。

「ねえ、千景──いいのかな？　茂虎さんに憧れ続けてもいいのかな？」

「わたしに許可を求めるようなことではない」

「僕は千景に許してもらいたい。そうしないと、いけない気がする。罪つみ滅ほろぼしじゃない。僕は、僕の憧れで、千景の横に立ちたい」

「…………憧れか」

「あれ？　千景も茂虎さんに憧れたから、ハンターになりたいんだよね？」

　予よ鈴れいのチャイムが鳴った。千景は答えることなく、席を立つ。

「次は体育なので、着替えなければいけない」

「うん、またね」

　席を立って、千ち景かげは校舎に帰っていく。見送る希のぞむの顔に、満面の喜びが広がった。

「奏そう也や、僕いま幸せかもしれない」

「よかったな」

　希が校舎に戻るのを見守ってから、奏也は急に表情を曇くもらせる。

「……選抜者となるのが夢、か」

　そう呟つぶやいて、ポケットから一枚の名刺を出す。黒い名刺だ。鼠そ入いり疾はや手てと書いてある。

「あの人がスカウトしに来たら、千景は確実に飛びつくだろうな……」
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　鮮あざやかな夕ゆう陽ひが住宅街を染めている。千ち景かげは部活の前に夕刊の配達をこなしている。

　十字路が連続的に並ぶ通りを自転車で走っている。大きめのカゴにたくさんの新聞が積み込まれている。

（希のぞむは、茂しげ虎とらさんに憧あこがれていたのか……）

　意外であった。千景を追って射しや撃げき部ぶに入った希の動機を、ただ何となくだろう、ぐらいにしか考えていなかった。

　彼は千景にこう訊きいた。

『千景も茂虎さんに憧れたから、ハンターになりたいんだよね？』

　答えられない質問だった。あのときチャイムが鳴って救われた。

（確かにわたしは、茂虎さんに憧れてはいる。だが、それがハンターになった動機のすべてかと言えば、そうではない。誰だれにも話せない理由がある）

　信号が赤になった。横断歩道の手前で止まる。

　彼女の心の内部で、言いようのない不気味なものがうごめく。それは彼女をハンターの道へ衝つき動かすものであると同時に、とてつもなく禍まが々まがしい存在でもある。

　これを解放してしまった瞬しゆん間かん、彼女は人間ではなくなるかもしれない──。

（隠し通さなくては……）

　信号が青になった。打ち消すように首を振ると、また走り出した。

　茶色のレンガを模した鉄筋コンクリートの四階建てマンションの前で停車した。

　マンションの入り口に向かって歩いているとき、手前の駐ちゆう車しや場じように真っ赤なスポーツカーが停とまっているのに気がついた。その脇わきに、いかにも高そうなスーツに身を包んだ男が立っている。

　男が声をかけて来る。

「養母の美み智ち子こさんがガンで入院してるんだってね」

　千景の足が止まる。男を見た。人を小こ馬ば鹿かにするような笑みを浮かべている。

「学費と生活費はなんとかできる。お給料で足りない分を土木関係の仕事で補おうとしているよね。なのに、クレー射しや撃げきを始めたい？　あの競技の練習費用が、いくらになるか知ってるのかなあ？　クレーを買う料金が四〇枚で四〇〇〇円くらい。弾たまと射撃場の使用料を込みだと八〇〇〇円くらいかな。練習が週五回として月に一六万円。銃じゆうの所持許可、銃本体の購こう入にゆう費用なんかも十万円単位でかかるね。君の生活は火の車だ」

「……」

　返事をせずに歩き出し、ポストに新聞を入れた。

「あれれ、黙だまっちゃった？　気持ちは判わかるよ。いますぐに選抜者となり、茂しげ虎とらさんの弟で子しになる──っていう壮大な夢は、どんなにがんばっても叶かなわないんだから」

「失礼します」

　自転車に戻ってスタンドを蹴けった。

「僕なら、叶えられるよ」

　自転車に乗ろうとしていた動作を止とめ、千ち景かげはじっと男を見つめる。

「射撃部の練習が終わったときにでも、詳しい話をしない？」
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　今日も射しや撃げき部ぶでは大会に向けたハードな練習が行われた。千景の成績がぐんぐん上がっている。今日は部のエース選手でもある部長と対決し、スコアで追い上げている。

　部員たちはその緊きん迫ぱくした勝負に、練習の手を止めて見入っている。

「おいおい、部長負かすんじゃないのか……？」

「千景、ここんとこ鬼き気き迫る勢いだからな」

　部長が最後のショットを終えた。

「七点圏けんか……逃げ切れなかった。苦しいな」

「次で千景が一〇点圏に入れば、千景の勝ちだぞ」

　希のぞむは祈るように手を組んでいる。

（初めて部長に勝てそう）

　千景は鋭するどい目を、照準器スコープへと添そえる。銃じゆうの後ろにある木製の把はをしっかりと肩に入れ、呼吸すら深くコントロールして、極限の集中力で狙ねらいをつけている。顔には汗が流れている。掌てのひらもぐっしょりなのだろう。右手を銃から外し、シャツで拭ふいてから再び構える。

　希のぞむが目を閉じて祈る。

（がんばって、千ち景かげッ！）

　銃の発砲音がした──。

　部員たちが激しくざわめいたが、この騒ぎは千景のショットがもたらしたものではなかった。

「地じ震しんだ！」

「でかいぞッ」

　標的を送るためのワイヤーが大きく揺れていて、椅い子すに置いてあったスポーツバッグや水すい筒とうなどが次々と床に落ちる音がした。

　緊急地震速報の音が、遅れて鳴り響ひびいて来る。逃げ出そうとする部員を見て、顧こ問もんの先生が声を張る。

「おい、おまえら避ひ難なんはまだ早い！　その場に座れ！　揺れが収まってから避難するぞ」

　希は千景の方を見た。彼女は的を見ている。最後のショットを外してしまったのだろう。銃を下げて持っているその仕草が、彼女の落らく胆たんを表しているように思えて、希の胸が痛んだ。

　　　　▼・▲

　部活が終わった。玄関に向かっていたとき、千景が近づいて来た。

「今日は残念だったね」

「ああ。またチャンスもある。ところで、今日の槍やりの練習はなしにしてくれないか？　約束ができた」

「え？　急に……？」

「すまない」

　会話を断たち切って、急ぎ足で去っていく。

　希が唇を尖とがらせて、目を細める。

「…………。怪しい」

　　　　▼・▲

　スマホから奏そう也やの呆あきれた声が聞こえて来る。

〔で、尾び行こうしたのか？〕

「あれは絶対になにか隠してる」

〔おまえ女め々めしいって自覚あるか？〕

「うるさいな。僕は男だ」

〔性別だけな……〕

「だけ、って言うな！」

　希はいま電柱の陰に隠れている。千景は通学路をゆっくり歩いている。住宅街で狭せまい車道が続いている場所だ。もうすぐ千景の住む新聞販売店に着く。

「千ち景かげが隠しごとはなし、って言ったじゃんか？」

〔言ったけど、尾行はさすがに……〕

　車のエンジン音が聞こえて来た。通り過ぎるかと思いきや、希の前に、真っ赤なスポーツカーが停とまった。

　希のぞむは車に乗っている人物を見て、目を丸くした。

〔……おい、希？〕

「ごめん。かけ直す」

　車のウインドウが開いた。

「やあやあ──こんなところでコソコソしちゃって、探偵ごっこかなあ？」

　運転席に座っているのは、鼠そ入いりだった。

　　　　▼・▲

「おしゃれな雰ふん囲い気きのお店でしょ？」

　鼠入は陽気にそう言うと、ワインを口に含ふくんで舌で転がした。

　希、千景、そして鼠入の三人がいまいるのは郊外の高級レストラン。山の上の一画を占しめるロッジ風の外観だ。内装もセンスがあり、雰囲気がいい。長テーブルに白いテーブルクロスが敷しいてあり、料理の皿は白で統一されている。

　希は出された料理を見下ろしている。芸術品のように盛りつけられた野菜中心の前菜だ。

「こういうお店って正装でなくちゃダメなところじゃない？」

「貸し切りだから、マナーとかは気にしなくて大丈夫だよ」

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　希はフォークを逆手持ちでぶっ刺して食べ始める。奥で控えているウェイターが、ヒクッと眉まゆを吊つり上げた。

　店のドアが開いて、誰だれかが入って来た。奏そう也やだ。

「はあッ？　奏也まで？」

「ぶっちゃけ、三人とも猟りよう兵へい社しやで欲しいんだよね」

「千景も奏也も欺だまされないで。この人、高校生を雇やとって死者が出たら美談にして利用する気だから」

　ナプキンをつけていた奏也が、鼠入を見る。

「本当ですか？」

　鼠入は肩を竦すくめる。

「僕の掲かかげる〝正義の味方〟は名目上だからねえ。これから起こる未み曾ぞ有うの大災害を食い止めるのも、ボランティア精神じゃなくて、裏の目的がある。だからこそ、君たちが参加するべきだよ」

「……なんでだよ」

「本物の正義の味方が仲間にいれば、噓うそも真実になる」

「やっぱこの人、信用できない。帰ろう」

　希のぞむと奏そう也やが席を立ったが、千ち景かげは座ったままだ。

「千景……？」

　鼠そ入いりが冷ややかに会話を断たつ。

「無む駄だだってば。千景ちゃんは君の知らない過去に縛しばられているんだからねえ」

「過去……？　どんな……？」

　希の顔がハッとなる。

「もしかして、死んだヒグマを何度も刺していたあれと、関係ある……？」

　千景は答えない。

　鼠入がなにか言おうと口を開きかけたとき、食器が揺れ始めた。

「地じ震しんだ」

　希が弾はじかれたように窓の方を見る。緊きん張ちようした顔をしている。

「どうした？」

「ただの地震じゃない。なにか悪いことが起こってる」

「いつもの勘かんか？」

　奏也へと頷うなずいてから、また窓の方を見る。

　地震よりも細かく、窓ガラスが振動し始める。並べられた食器も一いつ斉せいに震ふるえている。窓にも食器にも、細かいヒビが入っていく。鼠入が持っているワイングラスが割れて、手とシャツの袖そでが赤く染まる。

「空くう振しんだ……」

「は？　なにそれ」

「急激な気圧変化があると、衝しよう撃げき波はが発生するのよ。発生地点から遠ざかると音波となって耳には聞こえなくなるけど、こうしてガラスを割るくらいのエネルギーを秘めてる」

「判わかりやすく言って」

「火山が噴ふん火かした」

「へ……？」

　大きな音が響ひびいた。爆ばく発はつ音おんにも、雷らい轟ごうにも似ている。

「今度のは耳でも聞こえる、ってことは……大噴火に変わったかもね」

　窓に突風が吹きつけて来た。

「火山性微び動どうってものが有う珠す山ざんで観測されていたんだ。噴火警報レベルっていうのを４に上げて、避ひ難なん勧告を出した方がいいよー、って偉い人にアドバイスしたんだけど、事業仕分けってので、僕が元いた組織を解体した敵みたいな人だから、全然聞いてくれなくてねえ」

「もしかして最近地震が多かったのって……」

「ん。それ。予兆はあったんだ。避ひ難なんの遅れで被害が出ないといいけどね」

　鼠そ入いりが店の外に出ていったのでついていく。彼は市街地の向こうを見ている。札幌山群の稜りよう線せんが広がっていて、山影の向こうの夜空がわずかに赤らんでいる。

「あれはなんですか……？」

　奏そう也やが訊たずねたとき、ちょうど鼠入のスマホが鳴った。

「──あー、やっぱりね。了解」

　鼠入は溜ため息をつきながら通話を切る。

「なにか判わかったんですか？」

「同時多発噴ふん火かって言葉、知ってる？」

「はい？」

「世界中の色々な場所で、火山の噴火が起こってる。比ひ較かく的てき同じ時期にね。先月、摩ま周しゆう火山が噴火を始めたよね？　それに呼応するかのように、今日も有う珠す山ざんが火を噴ふいた」

「なぜ一斉に……？」

「スーパームーンという現象が関係あるとも言われているけど、原因はよく判らない。一つだけ判ってるのは、この噴火は序章に過ぎないってこと」

「どういうこと？」

「僕ら人類には、天敵がいる」

「はい……？」

「そいつは神の予言を持っていて、天変地異を完全に予知して、それを元に作戦を立て、人類に対し攻こう撃げきをしかけようとしてる。僕が猟りよう兵へい社しやを作った理由だけどね、表向きは鳥ちよう獣じゆう被害問題に対処する正義の味方。でも、裏ではちょっと違う」

　鼠入の顔から人を小こ馬ば鹿かにしたような笑みが消える。

「そいつの計画を止めるためだよ。彼は予言を手にして神のように振る舞まっている。予言の力は絶大だ。阻そ止しできるのは、不完全だけど予言の記き憶おくを有している僕だけだろう」

「予言ってなに？」

「科学が偶ぐう然ぜんに生み出してしまったブラックボックス。世界の希望になるはずだったのに、パンドラの壺つぼになってしまったもの」

「それじゃ判らないよ。ちゃんと答えて」

「答えても信じられはしないさ」

　千ち景かげが訊きく。

「貴方あなたがその計画を止められないと、どうなるのですか？」

「そいつはまず、この地を狙ねらうだろう。予言の天変地異は、ここから始まるからだ」

　鼠入は、血のように赤らんだ夜空を見つめる。

「北海道は──日本地図から、消しよう滅めつするかもしれない」
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　朝刊の配達から戻ると、販売店の一階に従業員たちが集まっていた。

　テレビを観みている。夜のうちはどの局も、有う珠す山ざんの噴ふん火かと、それに伴ともなう避ひ難なんを呼びかける緊きん急きゆう報道番組を流していたが、少ない情報のくり返しだった。

　朝になってようやく、大手のテレビ局がヘリを飛ばして中継を始めたらしい。

「なんだ、これ……」

「ハリウッドのパニック映画みたいだな」

　テレビに映る光景に、千ち景かげは立ち尽くした。

　ヘリからの映像だ。空を覆おおい尽くすほどの膨ぼう大だいな煙けむりが、火口から立ち昇のぼっている。柱のように上がった煙が、上空で傘かさのように拡ひろがっていて、核かく爆ばく発はつのように見える。噴ふん煙えんは数キロメートルの高さにまで及んでいて、朝とは思えないような暗くら闇やみが周辺を覆っている。真っ赤に光る火口から、溶岩流が火柱となって飛び散り、落ちたマグマが幾いく筋すじもの河か川せんのように流れ出ている。

　火口から、雪崩なだれ状に地を這はう煙の波が放たれた。山の斜面を猛もうスピードで下っていき、あっという間に市街地へと到達して、街そのものを吞のみ込んでいる。

　女性レポーターが悲鳴のように声を張っている。

〔ご覧いただけるでしょうか？　また火か砕さい流りゆうが発生しております。これは有毒ガスを含ふくんだ超高温の土砂で、吞み込まれたら命はありません。夜間に発生した最初の火砕流で伊だ達て市し、虻あぶ田た町ちよう、壮そう瞥べつ町ちようは壊かい滅めつ的な被害を受け、大規模な火災が発生しております。同地域は四万七千人もの人々が暮らしています。噴火警報発令の遅れが原因で、そのほとんどがなんらかの形で被災しているとみられています。まだ推定ですが、死者は一万人以上と言われております〕

　カメラの向きが変わり、市街地が映し出される。壮絶な火災が起こっていて、炎の竜たつ巻まきである火災旋せん風ぷうも発生している。

〔あまりにも危険なため、自衛隊の救助も近寄れず、消防も火災の広がりを食い止めるのに精一杯な状況です〕

　店のドアが開く。従業員の一人が血相変えて怒鳴る。

「おい、みんなバイクにシートを被かぶせろ！」

「どうしたッ？」

「火山灰が降って来た」

　皆が急いで外に出る。降り始めてさほど時間は経たっていないはずなのに、街が一変している。千ち景かげは自分の自転車のサドルについた灰を払う。

　この噴ふん火かは序章に過ぎない──鼠そ入いりは昨夜、そう語った。人類の天敵が、天変地異に合わせて攻こう撃げきをしかけて来る、という内容だった。

　じっと立って、降り積もる灰を見つめる。

（この灰が、攻撃の引き金となるのか……？　どんな攻撃をしかけるというのだろう）

　背後から声がかかった。

「おい、棟むな方かた。さっさと入れ」

「はい」

　シートを被かぶせてから、千景は販売店に戻る。入ったところで希のぞむから着信が来た。

〔いま話せないかな？〕

「構わないが」

〔猟りよう兵へい社しやには入らないで〕

「わたしはいますぐハンターになりたいのだ。判わかってくれ、希」

〔どうしてハンターにこだわるの？　どうして急ぐの？　理由があるよね？　鼠入が僕の知らない過去がある、って言ってたよね？〕

「………………」

〔話せないよね。そうだよね──〕

　洟はなをすする音が聞こえて来る。泣いているのかもしれない。

〔ずっと辛つらかった。千景の左目は、僕の命と交換だったから。千景の血がアスファルトに飛び散った瞬しゆん間かんの光景を、くり返し悪夢で見てる〕

「希のせいではない」

〔僕が中途半はん端ぱに戦いに関かかわったせいで、千景は左目を失った。罪は一生消えないよ〕

「罪つみ滅ほろぼしをして欲しいわけではない」

〔判ってるけど、心が納得しないんだ。千景を守りたい。千景の気持ちすっごく判る。判るんだけど、どうしても心配なんだよ。僕の勘かんは〝千景が消えてしまう〟って告げてる。もし千景を守れなかったら、生きていけない〕

「希……」

〔一生のお願い。猟兵社にだけは入らないで。たった一度でいい。僕のわがままを聞いて。お願いだから……〕

　焦あせらずに成人するまで待って、銃じゆうの所持許可と狩しゆ猟りよう免許を取り、晴れてハンターの道を志こころざせ──茂しげ虎とらもそう手紙で言っている。だが、茂虎は銃を手放し、いまは罠わな猟りようだけをしている。年も九〇に近い。体力的な衰おとろえもあり、いずれは山に入れなくなる。

（だが、希にはあの勘がある……）

　希の勘が当たることは、千景も知っている。

（これほどまでにわたしの猟りよう兵へい社しや入りを拒むのには、なにか勘かんで感じる部分もあるのだろう。従った方がいいのかもしれない）

　かなりの時間が経たってから、千ち景かげは決断の言葉を口にする。

「判わかった。申し出は断ろう」

　　　　▼・▲

　一ヶ月後──。

　千景は販売所の一階で、朝食を食べながらテレビを観みている。

　夜中に内閣総理大臣の緊きん急きゆう記者会見があったらしく、どの局も同じような緊急報道番組を流している。記者会見の録画が流されたので、そこでチャンネル切り替えを止やめた。

　総理が険しい顔をしながら会見場に来て話し始める。

〔えー、すでに厚生労働大臣より発表のあった通り、ここ数週間で報告のあった鳥ちよう獣じゆう被害のうち、病死による九名の死亡を確認しました。これは凶暴化した野生動物に嚙かまれた被害者が、狂きよう犬けん病びように似た症状を経て病死したものです。これを〈新型狂犬病〉と命名しました。厚生労働省と環境省は連れん携けいを取って緊急対策本部を設置し、事態の収しゆう拾しゆうに努めております〕

　総理はそこまで言うと、置いてある水を一口だけ飲んだ。寝ていないのだろう。かなりの憔しよう悴すいが表情に滲にじみ出ている。

〔新型狂犬病はウイルス由来のものと思われますが、病原体の特定には至っておりません。感染力が強く、嚙まれる、爪つめで引っかかれるなどのケースで感染します。野生動物を見かけても絶対に近寄らず、野生動物が多い場所は避さけるようお願いします。感染した動物の特とく徴ちようとして、瞳どう孔こうの色が真っ赤になり、凶暴化することが挙げられます。このような動物を見たら、速すみやかに避ひ難なんしてください〕

　記者から質問が飛んだ。

〔自衛隊の災害派は遣けんはないのですかッ？〕

〔有う珠す山ざん近きん隣りんの救きゆう援えん活動が困難を極きわめておりますので……〕

〔本土の部隊はほとんど手つかずじゃないですか。北海道を見み棄すてる気ですか？〕

〔決して見棄てるなどということではなく──〕

〔それよりも、北海道に渡と航こうできない件はどうなっているんだッ!?〕

　割り込んで来た大声の質問に、総理の顔色が変わった。

〔疾しつ病ぺい対策の緊急措そ置ちです。渡航制限を設け、検けん疫えきを行うなどの措置を取っております〕

　会場が大きく紛ふん糾きゆうした。

〔なにが渡航制限だ！　青せい函かんトンネルが封ふう鎖さされているじゃないか〕

〔フェリーや空の便だって〝降こう灰はいによる影えい響きようのため〟全線欠航になっているけど、全線ってのはどう考えてもおかしいだろうッ？〕

〔検疫所が一カ所しかなく、一日に数十人しか行き来できないとのことですが、この問題はいつ改善されるのでしょうか〕

〔北海道を閉へい鎖さ地区とせよ、との内部指令が下ったとのリーク情報も……〕

〔答えてください、総理！〕

　総理は急ぎ足で会見場を去った。カメラのフラッシュと共に記者たちの罵ば声せいが溢あふれた。

　会見はそこで終わり、映像はスタジオに移る。アナウンサーがコメンテーターに訊たずねる。

〔災害派は遣けんの増ぞう援えんについて明言を避さけていましたが、難しい判断なのでしょうか？〕

〔環境過激派組織〈アースエンジェル〉の存在を懸け念ねんしているのでしょう。この組織は調査捕ほ鯨げい船へのロケット弾だん攻こう撃げき事件や、日本のイルカ追い込み漁りように対する小しよう銃じゆう乱射事件でも知られており、自衛隊が大量に動物を殺したらテロの標的となりかねません〕

〔先ほどの、北海道が閉鎖地区となったという件は……〕

　コメンテーターは顔を曇くもらせ「それは……どうでしょうね」とお茶を濁にごした。アナウンサーもイヤホンでなにか言われたらしく、焦あせったような顔になってＣＭ入りを告げた。

　千ち景かげはテレビを消す。もう登校時間だ。

　レインコートを着て、マスクをつけ、さらにゴーグルをかける。そして大きめのビニール袋に入れた鞄かばんを持って学校に向かった。

　　　　▼・▲

　もう夏が始まっているのに、曇りか雨ばかりで気温は低い。今日も灰が降っている。通学路にいるどの生徒も、レインコートにマスクとゴーグルをつけている。火山灰は角かく膜まくを傷つけるのでゴーグルは必要だし、肺に入れば呼吸器系の病気を誘ゆう発はつする。必要な措そ置ちとは言え、不気味な光景だ。

　学校の前の通りを横切る車が、灰を大きく巻き上げて走る。霧きりのように景色は霞かすんでしまう。信号機すら見えなくなり、後続車は一時停止している。

　路肩には放置された車が何台もある。エンジンフィルターに灰が詰まり、壊こわれたのだ。

　千景の横を歩いている生徒が泣きそうな声を上げた。

「うわ、スマホ壊れた……」

「先月買ったばっかだろ？」

「灰のせいだよ」

　正面玄関に辿たどり着いた。屋根の下でレインコートを脱いで灰を払う。どの生徒の顔にも憔しよう悴すいがある。咳せきをしている生徒も多い。

「こんな生活、いつまで続くんだよ」

　悲痛な呟つぶやきが聞こえた。この地に暮らす誰だれもが思っていることだ。

　廊ろう下かでも噂うわさ話ばなしをしている生徒たちがいる。

「お父さんが言ってたの。役所に電話かけて調べたら本土に引っ越そうとしても、検けん疫えきを何年も待たなきゃいけなくて、順番が来ても通るかどうか判わからないんだって」

「閉へい鎖さ地区の噂うわさって本当だったんだ」

「俺たちは隔かく離りされたのさ。いまに北海道から一人も出られなくなる」

「そんな……わたし、東京の大学に行こうと思ってたのに」

「さすがに冗談だろ……？」

「鳥ちよう獣じゆう被害についてのニュースが流れなくなったじゃん？　あれって報道規制らしい。目の赤い動物が現れて死者も出てるのに、ニュースには一切ならない。政府が北海道を見み棄すてた証しよう拠こだ。いまに北海道全土で新型狂きよう犬けん病びようが蔓まん延えんして、逃げ場はなくなる」

「マジで……？　怖こわいよ……」

　有う珠す山ざん噴ふん火かからたった一ヶ月で、生活環境は激変した。火山の影えい響きようや鳥獣被害で日々の暮らしが立ちゆかなくなる市民も続出している。これに対し政府援えん助じよや救援などがあるわけでもなく、北海道は絶望的な状況になりつつある。

（北海道が日本地図から消えるなんて、最初聞いたときは絵空事のように思えたが、いまは現実味がある。鼠そ入いりさんの言っていたことは本当だったのかもしれない）

　千ち景かげは廊ろう下かを早足で歩いていく。

「おい、千景」

　廊下の柱に背をもたれて、奏そう也やが立っている。深刻そうな顔だ。

「話がある。来てくれ」

　　　　▼・▲

　屋上への行き方は、生徒なら誰だれでも知っている。だけど屋上に至る踊おどり場のところに、立て看板がある。

『関係者以外立入禁止』

　そう書いてある。施せ錠じようもしてある。屋上に出ることは不可能だ。生徒は誰もがこのことを知っているので踊り場に来る必要がない。結果的に人目のない場所となる。

　希のぞむが階段の一番上に座っている。

「千景……」

　希の顔は精彩を欠いている。

「どうしたんだ？」

　奏也が代わりに答える。

「茂しげ虎とらさんから手紙は来ていないか？」

「いや……しばらく返事が来ない。それがどうした？」

「新型狂犬病による鳥獣被害が激増してるのは知っているだろう」

「もちろんだ」

「全国のベテランハンターを集めて討伐防ぼう除じよ隊というものが結成された」

「その中に、茂虎さんがいたんだ」

「なんだってッ？」

　奏そう也やがスマホを渡して来る。その画面に、討伐防ぼう除じよ隊のＳＮＳページが表示されており、飾られている写真の一枚に茂しげ虎とらの姿がある。古い散さん弾だん銃じゆうを持っている。

「おかしい。茂虎さんは銃を手放したはず」

「防除隊では、狩しゆ猟りようのベテランであるなら銃の所持許可の有う無むを特別免除されるらしい。そして鳥ちよう獣じゆう被害の多発する危険な地域に送られる」

「そんな……」

「ねえ、茂虎さん大丈夫だよね？」

　希のぞむの問いかけに、千ち景かげは即答できなかった。
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　はたから見れば、千景はいつもの通りだ。

　だが希から見れば、いつもとは様子が違う。

　覇は気きがなくなった。

　具体的に言うと、いつも彼女が発しているピリピリとした緊きん張ちよう感がまったく感じられない。会話もうわの空で、いつも以上に何を考えているのかが判わからない。

　茂虎とは連絡がつかず、進展はないらしい。おそらくはそれが原因だろう。しかし希には確信が持てない。

「ねえ！」

　槍やりの稽けい古この帰り際ぎわに、思い切って話しかけてみた。千景は足を止めて振り返る。

「あの、千景さ。元気なくない？」

　答えは返らず、沈ちん黙もくが降りた。夜の河原は静かだが、近くの橋を通る車の音が響ひびいている。風が吹き渡って来て広い草くさ生ふがざわつき、火山灰が舞まい上がった。千景は風で長い髪が揺れるに任せた。汗で頰ほおに張りついた髪もそのままに、じっと立ち続けている。

　灰が舞まっているのにも構わずマスクを取って、希のぞむに答える。

「そう見えるか」

「うん」

「判わかった」

　なにが、判ったんだ──会話が終わってしまったじゃないか。希はそう思ったが、口には出さなかった。彼なりに気を遣つかっているのだ。

　千ち景かげは再び歩き出す。

「またな」

　もう心は折れていたので、希は千景が帰るに任せた。

「……呼び止めてごめんね」

　千景が足を止める。

「そうだ。わたしも言いたいことがあった」

　希の顔がぱあっと明るくなる。

「なにッ？」

「夜でもブラはつけるようにした。あとパタパタするときは角度も気をつける。これでいいだろうか？」

「いいいいいいいよッ！　変な視線向けてごめん！」

「変な視線、とは？」

「忘れて……」

「では、今度こそ」

　千景は手を振りながら歩み去り始める。さらに声をかけようとして、次の話題すら考えつかないことに気づいて、希はうつむく。

（茂しげ虎とらさんが死ぬかもしれない。僕だって心配だ。たぶん同じように千景も感じている。それで終わりの話だよね。心配だね、怖こわいね、どうしよう──なんて会話しかできない）

　希は地面の灰を蹴けって散らした。

（ああ、もうッ！　僕ってどうしてこう、女め々めしいんだろう。いまの千景に必要なのは、共感なんかじゃない。解決策だ。茂虎さんと連絡を取ったり、無事に帰れるようにしたりとか、その目的が達成できないまでも、そこに至る努力を協力してやろう、ってそーゆーことだろ。なんでそっち方面を考えつかないんだ。自分で自分がもどかしいよ）

　涙ぐんで来て、こらえたはいいけど洟はなをすすりながら、スマホを出して奏そう也やにかける。

〔はい？　……って、おまえ。また泣いてるのか〕

「女々しくてごめん」

〔千景が男で、おまえが女だったらバランス取れたかもしれないな〕

「世の中って上う手まくいかないね……」

〔で、今回はなんだ？〕

「茂しげ虎とらさんが討伐防ぼう除じよ隊に入ってから、いつも通りに見えるんだけど、僕にはなんとなく違和感があって」

〔……元気がない、か〕

「そうだと思う？」

〔どうせ態度には出ないヤツだ。だが、そうなってもおかしくはないし、おまえがそう思うなら、おそらくそうなんだろうよ〕

「なんで僕が思うと、そうなるの？」

〔世界中探しても、おまえ以外に、千ち景かげの感情を読めるヤツはいない〕

「読めているとは思えないけど」

〔そうだな〕

「褒ほめておいて全否定!?」

〔おまえを以もつてすら、千景を一〇〇％理解などできない、ってことさ。そもそも、あいつには秘密が多い〕

「そうだよね……」

〔よく考えたら逆にそこが盲もう点てんなのかもな〕

「どういう意味？」

〔秘密にしていない部分もあるかもしれない、ってことさ。俺たちが気を遣つかって訊きいていないだけで、あいつは『話してもいい』と思ってる部分が──〕

　スマホの向こうで、奏そう也や以外の声が聞こえた。

〔すまん。テストの答え合わせが〕

「こっちこそ、ごめん！　じゃあ、勉強がんばって」

　通話を切って、星空を見上げながらしばらく考える。

「千景が秘密にしていなくて、僕たちが気を遣って訊かないでいる部分かあ……そんなのあるかなあ……」

　希のぞむは、目を大きく見張った。

「あるじゃないか」

　　　　▼・▲

　千景は新聞販売店で暮らしている。その情報は知っていたし、ここだろうという目星はついていた。希がその場所を訪おとずれなかったのは、高校生になってからなんとなく近づきがたくなったからである。

　具体的には、千景の身体からだが〝女らしく〟なって来てから、だ。

　もっと具体的に言うと、千景の、ブラで包み隠していなければいけない部分を、意識していたのだ。

（中学生までは照れることもなかったんだけどなあ……千ち景かげの家にはみちバアもいたし。高校生になって、僕も学生会館で、千景も販売店暮らしで、二人きりだしなあ。一気に照れくさくなった。でも、今日は直接会って話をしなきゃ）

　緊きん張ちようした面おも持もちで販売店のドアに寄る。

　ノックした。灯あかりはついているが、人はいない。ドアを開けて「すいませーん」と言ったら、奥から丸顔のおじさんが顔を出した。

「はい？」

「あの、棟むな方かた……」

「棟方さんの友達ッ？」

「え、はい」

　販売店のおじさんが苦笑しながら言う。

「よかった。あの子、友達がいないんじゃないかと思って心配してたんだよ」

「判わかりますか……友達が極きよく端たんに少なくて。でも僕がいるから大丈夫です。幼なじみで、同じ学校で、同じ部活してます」

「棟方さんも女の子なのに射しや撃げきをするなんて珍しいと思っていたけど、こんな可愛かわいい女の子がしているんだから、流行はやりなのかねえ？」

「僕、男ですけど……」

「ああ！　ごめん！　可愛いからつい──」

　おじさんの顔がハッとなる。

「なるほど、そういうことかあ。じゃあ、とにかく入って。二階の、右みぎ端はしの部屋ね。いまお風ふ呂ろ入っているから、すぐに出て来ると思う」

「ここで待ちます」

「いいから、いいから。お茶とお菓か子し持っていくから」

「はあ……ありがとうございます」

　愛あい想そのいいおじさんの勢いに気け圧おされて、希のぞむは靴くつを脱いで住居口に上がった。階段を探して廊ろう下かを歩いていると、奥の方でドアが開き、人影が見えた。

「……あ…………」

　希は凍りつく。

　ドアから出て来たのは、千景だった。

　キャミソールを着ていて、下は究極に切り詰めたようなショートパンツだ。どちらも色はピンクで、キャミソールの模様もタンポポの綿毛という可愛らしさ。どちらも肌にぴったりと張りつくような小さめのもので、ボディラインがくっきりと見える。

　髪は濡ぬれていて、タオルで髪を拭ふきながら歩いている。

　千ち景かげが眼帯をつけていなくて、ハッとした。義眼は精巧で、本物と見分けがつかないほどだ。眼帯を外していると、普通の女の子となにも変わらない印象になる。

（綺き麗れいだなあ……）

　髪を拭ふき終わったとき、希のぞむに気づいた。

「……希か？」

「こここここここんばんは！」

「嚙かみまくりだが」

「なななななななんでもない！」

「奇妙なヤツだな」

　千景が近づいて来た。胸の谷間が見えるほど薄うす着ぎなのに無防備な様子である。すれ違うときにシャンプーの香りが、希の鼻び腔こうをかすめた。

（うわあ……天国みたいな匂におい……）

「まあ、せっかく来たのだから、わたしの部屋に上がっていくといい。わたしも今日は土木工事の仕事がない」

　千景が先に階段を上がっていく。ショートパンツがぴっちりなのでお尻しりの形が見える。希は凝ぎよう視しして、目をそらして、凝視して、目をそらしてを三回くらいくり返した。若さの暴走と、罪悪感の葛かつ藤とうだろう。最終的に若さの暴走が勝って、二階の廊ろう下かではお尻を見つめていた。

「ここだ」

「うわッ──う、うん！」

「いまの『うわッ』は何だ？」

「気にしないで」

　畳たたみの間のシンプルな部屋に通され、座布団を勧すすめられて座る。さっきのおじさんがお茶とお菓か子しを持って来て、勉強用の小さいローテーブルに置いてくれた。

「店長だ」

「今夜は飲み会で人は出払っているし、部屋も離はなれているから大きな声でも届かないよ。ごゆっくり」

　希に思わせぶりな笑顔を見せてから、店長は去っていった。

「なぜ、さっきから顔が赤い？」

「いいいいいいいや、別に！」

「なにか用事があったのだろうな。スマホでは済まないような」

「話を聞かせてくれないかな、って思って」

「どんな？」

「茂しげ虎とらさんのこと」

　千景は〝白い恋人〟というお菓子（このチョイスも、店長の無言の意図を感じるが……）の包み紙を解いている途中だった。手を止めて黙だまり込む。

（しまった……茂しげ虎とらさんとの関係は〝千ち景かげが秘密にしていない部分〟だと思ってたけど、そうじゃなかったのかも）

　希のぞむはお茶を一口飲み、告げる。

「お邪じや魔ましちゃってごめんね。やっぱり僕、帰るから──」

「あれは小学三年生のときだから……いまから七年前になるか。わたしは東京生まれだったが、両親の事情で秋田の小さな村に移り住んだ」

　腰を浮かしかけていた希は、そのままストンと尻しりをつく。

「えっと……？」

「茂虎さんの話だ。聞きたかったのだろう？」

「聞きたかった」

「なら、出会いから話す。聞いていけ」

「うん……」

　千景はお菓か子しの包みを解いて、口に入れる。食べて、お茶を飲んで、ゆっくりと考えてから続きを話し始める。

「転校しても学校に馴な染じめず、友達はできなかった。ある日、博物館に校外学習で行ってな。その村がかつてマタギの拠きよ点てんだったと知った」

「マタギって？」

「クマを専門的に撃うつハンターのことを、その地方ではそう呼ぶ」

　湯飲みを置いて、千景は続ける。

「かつては〝阿あ仁にマタギ〟という者たちがわたしの村に住まい、狩しゆ猟りよう小屋や祠ほこらを築いていたらしい。気になったのでマタギのことを調べようと思いついた」

　千景は淡々と語っていく。

「マタギの史し跡せきはダムの底に沈しずみ、マタギだった者たちは老いて寿じゆ命みようを迎え、あるいはこの土地を去った。村には伝承しか残されていなかった」

「どうして千景は、マタギに興味を持ったの？」

「博物館には当時の猟りよう銃じゆうや、その弾たまを作る道具などが展示されていた。それら古めかしい道具の数々や展示されたパネルに書かれたストーリーが魅み力りよく的に思えたのだ」

「そっか」

「ある日、親しん戚せきの人に茂虎さんがマタギのグループと一緒に狩りを行っていた、と教えてもらった。わたしはその経験を話してもらおうと会いにいった……」

　千景は淡々と語っていく。いつもの彼女のような、言葉に枷かせを塡はめたような頑かたくなさはなりをひそめている。語りたいことを語っているのが、希には感じ取れた。だから相づちを打たずに聞いていた。

　やがて千ち景かげの話は、彼女と茂しげ虎とらとの出会いにまで及んだ──……。
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　千景と茂虎は遠い親しん戚せきでもあるので、何度か訪おとずれたこともあり、家は知っていた。

　茂虎の家は、坂の上にある。

　坂の上には、駐ちゆう車しや場じようのようなアスファルトで舗ほ装そうされた広場がある。右側は山だ。山肌に鉄の手すりがついたコンクリートの階段がある。広場の奥に青い屋根の木造平屋の家がある。これが茂虎の家だ。隣となりにプレハブの作業所のようなものがある。裏手は大木の聳そびえる森になっていて、敷しき地ちのすぐ脇わきを川が流れている。

　千景が広場を歩いていたとき、玄関のサッシ戸が開いた。黒くろ革かわのツナギを着て、大きめのケースをかついだ茂虎が出て来る。すぐに千景に気づいた。

「おぬしは、確か……」

「棟むな方かた千景です」

　茂虎は立ち止まらず、家の裏手に停とめてある彼のバイクに向かう。

「小さ百ゆ合りのところの娘か。どうしたんじゃ？」

「マタギのことについて教えてくれませんか」

「理由を聞かせてもらえるかの」

　千景は博物館でマタギの歴史に接したことを説明し、そのあとは調べても調べても雲を摑つかむようだった、と語った。

「ふむ……」

「もしかしてマタギなんてものは、消えてなくなったんじゃないかと思って。本当に残っているなら知りたいと思ったんです」

「マタギが消えた、か──」

「消えたんですか？」

　茂虎は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、また歩き始めた。

「悪いが、わしにも、そいつの答えは出せんな……」

　会話が終わったのかと思い、千景がしゅんとしていたときだ。

　茂虎は、バイクのサイドカーを指差して訊きいて来た。

「乗るか？」

　　　　▼・▲

　バイクが走っていくのは、視界の果てまで山しかないような場所だった。道は山を縫ぬうように通っており、両りよう脇わきは山林に覆おおわれている。山が険しいせいで見通しは悪く、谷間のような狭せまい地形を常に移動する形となる。目的地も、そんな鬱うつ蒼そうとした場所であった。アスファルトの道が途切れ、未み舗ほ装そうの砂じや利り道みちが続いている。バイクも入れないほど狭い道だ。

「…………ここは……？」

　茂しげ虎とらはバイクを降りながら答える。

「わしも知らん山じゃな。初めて来た。依頼があったのでな。やれるのがわししかおらんので、断れない」

「狩りの依頼ですか？」

「いいや、夏場は狩しゆ猟りようができん」

　そう言いながら、大きなケースから銃じゆうを取り出す。

「銃を出してますけど」

「ふむ」

「えっと……？」

「とにかく、歩くぞ」

　茂虎はどんどん山に分け入っていく。最初は砂利道だったが、どんどん草ぼうぼうになり、獣けもの道みちになる。道が険しくなり、千ち景かげは息が荒くなり、顔にも汗が浮かび始める。

「千景。ハンターをなんだと思う？」

「動物を銃で撃うつ職業です」

「まあ鉄砲の他ほかに罠わなもあるがの。大事な間違いがあるのう。そもそも職業ではない」

「──え？」

「ハンターというのはとうに廃すたれてのう。たとえば、マタギ。クマを撃つ職業だったが、いまはクマを撃っても金になることはない」

「ボランティアなんですかッ？」

「一円も儲もうからんわけではない。春先の目覚めたてのクマには、胆たん汁じゆうのたっぷり詰まった胆たん囊のうがあっての。これが熊ゆう胆たんと呼ばれ、漢方薬の材料として高値で取引される。場所によってはその他の部位も売れる場合もある。ただし店にコネがあり、定期的に納品できる場合に限られる。生計を立てられる者は一握りじゃな。大抵は趣しゆ味みで獲え物ものを撃ち、肉を無料で配っておる」

「マタギは消えたんですか……？」

「わしもまだ、その答えを探し求めておるよ」

「どういう意味ですか？」

「金にならないのでは、商売にならん。大抵の者は趣味として続けておる。なら、ハンターとはなんじゃ？」

「…………。判わかりません」

「わしは守り手なのじゃと思う」

「守り手……？」

　茂しげ虎とらは、高台の崖がけ際ぎわで足を止めた。

　崖から見下ろすと、段々になった地形があり、そこにぽつぽつと家と畑が見える。

「こんな山奥に家が……？」

「限界集落じゃ。いまはまだ電線も生きておるが、あの家の住人が死ねば、地図から消えるじゃろうな」

「そんな場所が……」

「あんな小さな畑で得られる年収など生活ぎりぎり。バスや病院などの最低限の設備もない。こんな過か酷こくな環境に好んで住みたがる者などおらん。若い連中はみんな都会を目指す。集落から子供が消えれば、未来も消える」

　茂虎は、荷袋から双眼鏡を出す。

「畑の端はしっこを見てみい」

　千ち景かげは従って畑を観察する。作物が食べ散らかされたようにボロボロにされている。

「荒らされている……？」

「犯人はあいつじゃ」

　茂虎が指差した先には、一頭のイノシシがいる。

「ふてぶてしいのう。逃げも隠れもせん。人間をナメておる」

「あの家の収入はぎりぎりなんですよね？」

「これ以上、作物が食べられたら、どうなるかのう」

「地図から消える──」

　千景は眼下にある家を見つめている。茂虎は教え諭さとすように語り始める。

「他ほかの者から見れば、どうしてこんな場所に住むのかと思うじゃろう。だが、あそこにおる者には、あの土地が故郷なんじゃ。思い出のいっぱい詰まった家を出ていくなど苦痛じゃろうて。そんな者たちの生活を誰だれかが支えねばならん。この仕事は害がい獣じゆう防ぼう除じよという。本来は狩しゆ猟りようの許される期間ではないが、こうして被害に困った者たちが、ハンターに防除の依頼を出し、わしらはその依頼に対してのみ、銃じゆうを使うことが許される」

「だからハンターは、守り手……なんですね」

　茂虎は微笑ほほえんだ。

「そうじゃ。良くできたのう」

　千景も笑顔になった。

　　　　▼・▲

　崖を回り込んで山を降りて、茂虎はあっさりとイノシシを仕留めた。

　銃じゆう弾だんを受けて横たわるイノシシをじっと眺ながめて、千景は考える。

（この場所の恵みでは、人間が生きられる分と、イノシシが生きられる分の──どちらかしかない。ハンターが、どちらが生きるかを決める……）

「千ち景かげ、降りて来い」

　崖がけを降りて来た千景は、イノシシの傷口を見て視線を逸そらす。

「血は怖こわいか」

「はい……」

「だが、おぬしらの口にする牛や豚ぶた、鶏にわとりなんぞも元は生きておる」

「ですけど……」

「人が生きるということは、その他の多くの死に支えられておる。恵みは、痛みを伴ともなう。マタギはな、山神様が居ると信じておった」

「神様が……？」

「山の恵みは神様より授さずかったものだという信仰じゃ。山の獲え物ものを狩り尽くすような行こう為いをすれば、山神様の祟たたりを受けると戒いましめられた。そして山神様への祈りは、命を捧ささげて、血となり、肉となり、人を生かしてくれた獲物への、償つぐないと感謝の祈りでもあった」

　千景は再びイノシシへと視線を戻す。

「償いと、感謝……」

「マタギの儀式である、ケボカイを教えてやろう。本当はクマを獲とったときにするんじゃがな。まあ、さすがにクマ猟には連れていけん」

　茂しげ虎とらは仕留めたイノシシの頭を北に向かせ、小枝を手に取って、イノシシの身体からだを払うようにさする。

　そして祝詞のりとを唱える。

「大物千匹、小物千匹──あと千匹たたかせ給たまえや南ナ無ム、南ア無ブ阿ラ毘ウ羅ン吽ケ欠ン、蘇ソ波ワ河カ」
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「……──わたしと茂虎さんの出会いは、そんな風に始まった。わたしは見つけたいと思っていたものに触れて、とても嬉うれしかったのを覚えている。ますますマタギのことや、ハンターのことを知りたいと思うようになった」

　そこまで語ってから、千景は長い息をついた。

　穏やかな様子、のように希のぞむには感じられた。千景は語りながらも和なごんでいるのかもしれない。表情に出ないのは相変わらずだが、彼にはそう感じられる。理由は判わからないが──。

「このあと、何度か茂虎さんの狩りに同行した」

「弟で子しみたいな感じだったんだね」

「あの関係をもっと続けたかった。あの日が来なければ……」

　ここで急に、千ち景かげの語り口が止まってしまった。

「あの日って、僕たちがヒグマに襲おそわれた日のこと？」

「違う。もっと前だ」

「何があったの？」

「…………」

　千景はゆっくりと首を振った。

「すまないが、疲れた。帰ってくれないだろうか」

「うん。話してくれてありがとう」

　希のぞむは部屋でお別れをして、千景の部屋をあとにした。店長に礼を言って販売店を出る。

　空を見上げながら路地を歩き、彼は想おもう。

（やっぱり千景には、誰だれにも語れない〝あの日〟があるんだ。ヒグマを何度も刺した、あの怖こわい千景は、その日の影えい響きようか。たった一日で、人間があんな風になるものだろうか？）

　ぞくりと悪お寒かんが走り、希は鳥肌のできた腕をさする。

　想像ですら身み震ぶるいを誘さそうような禍まが禍まがしい出来事が、過去の千景に降りかかったのだろう。

　彼は帰ってから眠れず、千景のことを考え続けて夜を明かした。
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　一週間が経過した。

　本日は、討伐防ぼう除じよ隊の任務決行日である。

「始まったよ」

　希、千景、奏そう也やの三人は、奏也の借りているマンションに集まっている。かなり広めの部屋で、ダイニングルームは一面が大きなウインドウになっていて、街並みを眺ながめながらくつろげるようになっている。

　討伐防除隊は政府主導で集めた精せい鋭えい集団。被害の特に激しいとされる久く遠どう郡ぐんせたな町ちようの防除制圧任務を行うことになっている。この防除の様子を、全国ネットで生中継することになったのである。説明や経けい緯いを語る番組が流れたあと、スタジオの人間が討論会をしている。

〔討伐防除隊は優秀なベテランハンターのみで構成されているので頼もしいですね〕

〔民間の人間の中から最高の人材のみを厳選したらしいです〕

〔隊員が高こう齢れいなのは不安材料ではありません。ハンティングは経験がものをいう世界なので〕

〔安心しました。これなら絶対に成功しますよ〕

　希のぞむが、奏そう也やへと不安げに訊たずねる。

「これって討論会でしょ？　みんな褒ほめてばっかりだけど、大丈夫なのかな」

「ネットで『政府がなにもしてない』とか『自衛隊を出さないと収まらない』って意見が多数だろ？　政府としては、こういう意見を消したいらしいな。だから防ぼう除じよ隊の成功を国民に示そうとして、全国中継をしてる」

「そうなんだ……成功するかな？」

「茂しげ虎とらさんが入ってるから判わかると思うけど、隊員のレベルは高い。素人しろうと目めにも成功するだろう、って理屈は判る。政府もそう思ってるだろうな」

「そっか……」

「北海道を閉へい鎖さ地区にしたせいで、ネットは大炎上し続けてる。内閣支持率も急激に落ち込んでる。国民の信頼を回復するために、討伐防除隊を起たち上げたのさ。失敗するわけにいかないだろ？　政府も確実なプランを練って来てるさ」

　千ち景かげは二人のやり取りを聞いていたが、テレビに目を戻す。

（政府は楽観的なようだが、茂虎さんが危険な任務に送り込まれたことは確かだ。どんなに練り込まれた計画であっても、穴はある。油断はできない）

　六時半に討論会が終わった。ようやく映像は現場へと切り替わった。

　せたな町ちよう大たい成せい区くは海に面した土地だ。海と陸とはコンクリートの防ぼう波は堤ていが隔へだてる形だ。防波堤のすぐ脇わきを北海道道七四〇号線が通っている。道路の向こうに集落の建物が二〇軒ほど建ち並んでおり、家の裏手から山やま裾すそが広がっていて、そこから先は山さん岳がく地帯だ。

　道路も家々も、そして山も降こう灰はいによって白く染まっている。人ひと気けはまるでない。避ひ難なんは済んでいるのだろう。防除隊の面々はボートで防波堤に上陸している。

「茂虎さんだ！」

　ガスマスクをつけているが、間違いなく茂虎だ。四年前、ヒグマと戦ったときに着ていたプロテクターつきのツナギを纏まとっている。手には旧式のショットガンがある。

　防除隊は道路に集結してから、周囲の観察を始める。集落の建物のいくつかを確認している。ガラスが割れていたり、壁かべに血がついている建物がある。

「この集落では八人死んだそうだ」

「そんなに……？」

　茂虎がなにかに気づいたようで、リーダーらしい男に報告している。防除隊は茂虎の誘ゆう導どうに従って、全員で山へと入っていった。

「いよいよ始まるな」

　番組のカメラクルーは撤てつ収しゆうし、そこからは防除隊の面々のヘルメットに設置してある、ウェアラブルカメラの映像に切り替わった。手で持たずに撮さつ影えいができる高性能なカメラだ。隊員の肩に固定してある。

　山歩きの間に日が暮れて、周囲は闇やみに閉ざされた。カメラは暗視モードに切り替わり、景色はすべて緑色に染まって見える。

　山を二つ越えたところで、防ぼう除じよ隊が足を止める。身を潜ひそめている。カメラは後方の人物なので、奥でなにが起こっているのか判わからない。最初の発砲があった。

「……撃うったッ？」

　後方の人たちが駆かけつけると、ヒグマが倒れている光景がカメラに映し出された。

「やった！」

　防除隊はヒグマの踏ふみ跡あとを追って奥まで進んでいき、三匹のヒグマをしとめた。ベテランばかりを集めた精せい鋭えい集団だけあって、無む駄だ弾だまをまるで使わず急所を撃ち抜いている。さらに踏跡を追い、茂しげ虎とらが一匹しとめる。一〇〇メートル近く離はなれたショットなのに、ヒグマの眉み間けんを撃ち抜き、一いち撃げきで倒している。

　リーダーらしき人物がマスクを取り、カメラに向かって〔これで第一回の討伐を終了します。全国の皆さん、ご視聴ありがとうございました〕と言い、一礼する。映像はスタジオへと移って、拍手喝かつ采さいが起こる。スタジオのタレントたちがお祝いの言葉を述べている。

　奏そう也やが安あん堵どの息をつき、力なく笑った。

「無事に終わったじゃないか。心配し過ぎなんだって」

「そうだね……」

　希のぞむがジュースを飲もうとすると、ぞわっ、と腕に鳥肌が湧わいた──。

　コップを取り落とし、割ってしまった。奏也が目を向ける。

「おい、どうした？　希ッ？」

「来る」

　ザザッ──と音がしたかと思うと、テレビの映像が歪ゆがみ、砂嵐スノーノイズになった。

「……放送事故か？」

　奏也の呟つぶやきが終わる頃ころに、真っ黒な画面になる。

　黒い画面の中心に、赤いマークが現れる。目の形を模したシンボルと、魔ま法ほう陣じんのような円の組み合わせ。円には〔ＢＬＯＯＤブラツド ＥＹＥＳアイズ〕という文字がグラフィカルに描えがかれている。

　声が聞こえて来た。

〔真実を知りたいか？〕

　ボイスチェンジャーによって不気味に歪められた声だ。

〔大地の怒いかりが聞こえるか？〕

　奏也が青い顔で呟く。

「なんだ、これ……放送事故、じゃないよな？　まさか電波ジャック……？」

〔これより人類は絶滅危惧種レツドデーター・アニマルとなるだろう。選択肢はたった二つだ。進化するか？　それとも滅ほろぶか？〕

　画面が真っ暗になる。数秒経たった。いきなりなにか映った。討伐防ぼう除じよ隊の一人のウェアラブルカメラの映像だ。夜の森を全力疾しつ走そうで駆かけている。

〔いまの黒い影はなんだッ？〕

〔判わからん！　藪やぶが深い。沢に出ろ！〕

　無線に飛び交うのは、どれも緊きん迫ぱくした声だ。なにかあったのだろう。

〔一人やられた！〕

〔ヒグマじゃないのかッ!?〕

〔あんな素早いヒグマがいるか〕

　カメラの持ち主は、腰の上まである下生えの雑草を搔かき分けて進んでいる。先導している別の隊員が、いきなり笹ささ藪やぶの中に引き込まれるように倒れた。カメラの持ち主が一いつ瞬しゆん足を止める。

〔おいッ！　どうした──〕

　言葉の途中で、近くの雑草の茂みが揺れた。カメラの持ち主は銃じゆうを向けたが、もう遅い。闇やみの中から牙きばが迫って来るのが一瞬見えたかと思うと、血ち飛沫しぶきが散ってカメラのレンズが血で濡ぬれて見えなくなる。上がった悲鳴は途中で事切れた。

　カメラが別の隊員に切り替わった。三人ほどが藪に潜ひそんでいる。

〔囲まれてるぞ！〕

　隊員の悲鳴が上がった。振り向くと、一人の隊員が胸を斬きられ、血まみれになっている光景が見えた。

〔…………タス……ケ……〕

　最後まで言い終える前に、背後に現れた〝影〟によって首を一刀両断にされる。

〔うわああああ──ッ、撃うて！　撃てェ──ッ！〕

　残った二人で撃ちまくる。

　影は何発かくらいながらも笹藪の中に姿を消していく。

　カメラの持ち主は銃を震ふるわせている。

〔あれはヒグマか……？〕

〔あんな動きするヤツは見たこともねえ〕

〔ヒグマのやり口じゃねえぞ。なにかおかしい……〕

　言葉の途中で横の茂みが鳴った。

〔出たぞォ！〕

　カメラの男が撃つ。しかし弾たまが当たったのは影ではなかった。影に追われた人間だった。

〔……あああ！　あああああああッ！　俺は、なんてことを……〕

　次の瞬間。

　近くの藪から影が現れ、カメラが暗くなり、悲鳴が聞こえた。死んだかどうかも判らないうちに、カメラが切り替わる。

「……こんなのって。ひどい……茂しげ虎とらさんが死んじゃう……」

　希のぞむがすすり泣いている。

　隊員たちが次々と死んでいく。やがて──……、

　茂虎の番が来た。

　　　　▼・▲

　隊員たちがパニックになり、散り散りになり、一人一人確実に死んでいく中、茂虎だけは冷静な動きをしている。藪やぶから遠ざかり、崖がけ際ぎわに行く。追い詰められた形ではあるが、ここしか藪のない場所はない。

　急に静まり返った。

〔聞こえるか──？　誰だれかおるか？〕

　無線マイクに話しかけるが、返事はない。茂虎は長い息をつく。

〔わしで終しまいか〕

　茂虎は銃じゆうを下ろして山刀ナガサを抜くと、近くの灌かん木ぼくを切って柄えにし、槍やりを作る。それを地面に突き立ててから、再び銃を握る。

〔このカメラで記録されておるか？　なら遺書代わりになるな〕

　突とつ如じよ、笹ささ藪やぶが動いて猛もうスピードで影が飛び出て来たが、茂虎は冷静に狙ねらいすまして撃うつ。影は転倒し、足元まで転がって来る。フラッシュライトをつけて正体を暴く。若いヒグマだ。目が真っ赤に染まっている。

〔例の感染症か。やれやれ……この老体に厄介なものを相手にさせおって〕

　銃の側面についているボルトレバーというものを操作して、弾たまを入れる。また銃を構えて、闇やみを見据えながら呟つぶやく。

〔のう、千ち景かげ。わしのカタキを取るでないぞ。おぬしが表情をなくしたのは、憎しみが強過ぎるからじゃと思っておる〕

　その呟きは、普段表情をまったく見せることはない千景を、ほんのわずかだが反応させた。

「…………茂虎さん……」

〔生きる喜びを知り、健すこやかなる心を糧かてとし、己おのれの本当の願いを引き金に込めよ。それができぬのなら、ハンターなど志こころざすでない〕

　藪が動いた。しかし茂虎は別の方向に素早く銃口を向け、その方向から飛び出て来たヒグマの喉のどを撃ち抜いた。フェイントを見抜いていたのだ。

　ボルトレバーを操作し、次の弾を込める。

〔わしの財産すべてをおぬしに譲ゆずる。だが、忘れるな。心を失って戦うのであれば、わしはおぬしの戦いを許さぬ〕

　別々の方向の茂みから、同時に二つの影が飛び出して来る。一発撃ってしとめ、接近して来た方の攻こう撃げきを神速で躱かわしながら槍やりを抜き、穂ほ先さきの山刀ナガサをヒグマの心臓へと突き立てる。

「勝った──」

　奏そう也やの呟つぶやきを打ち消すように、希のぞむが金切り声で叫ぶ。

「茂しげ虎とらさん、ダメッ!!　まだ──」

〔お別れじゃ。達者でな〕

　崖がけを駆かけ上って来た〝影〟がある。

　天を衝つく、という表現がある。天に届くほど大きいという意味だが、この影はまさに天を衝くようなヒグマだった。体長は三メートル近くある。立ち上がるその姿は黒い城じよう壁へきのようだ。殺気の充満した赤い目が、人間を見下ろして来る。

　だが、茂虎は怯ひるまなかった。

〔冥めい土どの土産みやげはいただくぞ〕

　そう呟いて、巨大ヒグマの攻撃を躱し、槍から山刀を抜き取って懐ふところに飛び込む。押し潰つぶそうとして来るのを察知して前転して躱した。ヒグマは四足走行に切り替え、後ろから追いすがって来るが、茂虎はそれすら読んでいた。起き上がりざま、逆手に握った山刀を、バックアタックでヒグマの目に突き立てた。

　勝利──。

　誰の目にもそう映ったろう。

　しかしヒグマは深々と山刀が突き立った状態でも無傷のような振る舞まいで、刹せつ那なとて怯むことさえなく、悠然と茂虎の右みぎ脚あしを踏み斬った。

〔──……がッ、〕

　希が悲鳴を上げ、奏也はテレビを消そうとリモコンを手に取ったが、千ち景かげに阻そ止しされた。

「しかし……」

「最後まで見せてくれ」

　ヒグマは笑っている。人間のように口を歪ゆがめ、笑ったのだ。ヒグマはこの行こう為いを楽しんでいるように見える。おそらく楽しんでいるのだろう。このヒグマには知性があるのだ。

　前足を人間の手のように使って、自分の目に刺さった山刀を握り、引き抜く。そして逃げようとしている茂虎の左腕を踏ふみにじり、爪つめの切断力でちぎり取る。茂虎が苦く悶もんの声を発する。他ほかの箇か所しよも踏んだ。踏むたびに、血が飛び散り、茂虎の身体からだが切り離はなされていく。

　やがて最後のパーツに向かって、前脚を振り上げる。

　茂虎は憔しよう悴すいし切った顔をしながら、なおも遺ゆい言ごんを残そうとする。

〔…………怨うらみは……なにも生まん…………笑え………………千景…………〕

　茂虎の首へと、ヒグマの前脚が迫り──……、

　その瞬しゆん間かんに、テレビが真っ暗な画面に切り替わる。

　あの赤い目のシンボルマークが映り、不気味な声が響ひびいた。

〔これはブラッドアイズの政見放送だ。君たち日本国民は、どうしてこのような所業をするのかと疑問に思うかもしれない。しかし、これには素晴らしい理由があるのだよ。わたしは政府の研究機関で働いていた。そこでは科学と名がつくすべてを研究していた。君たちが平和だと思っているこの日本で、世界の軍事バランスを崩くずしかねないほどの兵器も生み出されていた。その中で、わたしはナノマシンや生物化学兵器の研究をしていた。そして〝動物の知能や肉体を強化した上で毒性を獲かく得とくさせ、動物兵器とする〟名もなきプロジェクトを進めていた〕

　そこまで聞いて、奏そう也やがハッとしたように呟つぶやく。

「毒性を獲得した動物兵器って、まさか」

　答えるようなタイミングで、続きの言葉があった。

〔そう、新型狂きよう犬けん病びようだよ。あれは自然発生したわけではない。日本政府が密ひそかに作り上げた兵器であり、わたしがバラ撒まいた。天災などではない。人災だ〕

　この瞬しゆん間かん、三人は悟った──。

　鼠そ入いりが語った〝人類の天敵〟が、ブラッドアイズだということを。日本を震しん撼かんさせた新型狂犬病は、人類に対する攻こう撃げきだったのだ。

〔研究所は、世界を一足リードしていた。いまわたしの手元には地球を狂わせるほどの駒こまが、他ほかにもたくさんある。特に素晴らしいのは、極ごく秘ひに開発された量子コンピューターが生み出した成果だ。このコンピューターは人工知能を搭とう載さいしており、地球環境をあらゆる側面から分析し、シミュレートした。研究員たちはこれを予言者と呼んでいた──。

　予言者はある日、結論を出した。くり返される天変地異の到来を経て、地球の環境は激変してしまう。そのとき人類は進化を止めて、静かに滅ほろびてしまうそうだ。これ以上の技術の発展はなく、資源を使い果たして中世レベルまで文明は衰すい退たいし、やがて絶ぜつ滅めつしてしまうだろうと。予言者の語る〝絶滅の原因〟が傑けつ作さくだったよ。人類があらゆる種族の頂点に立ったからだ、と語ったのだ〕

　ボイスチェンジャーで歪ゆがまされた笑い声が、大きく響く。

〔とても笑えるだろう？　まさに強きよう者しやの慢まん心しんだ。天敵がいなくなったがゆえに、人類は進化を忘れた。だが、わたしはこう思ったのだ。強者が慢心するのならば、生態系カーストの一番下に落としてしまえばいい。そうすれば人類の進化は再開される。厳しい環境下では、弱者から死に絶えるかもしれない。だが、これは悦よろこぶべきことだ。流された血の分だけ人類は進化する。本来、神の手によって下される試練ではあるが、神は沈ちん黙もくを守っておられる。だから、わたしたちがこの役目を負う〕

　奏也が、憎にく々にくしげに呟いた。

「……──こいつ、狂っている」

〔わたしたちは[image: ]──慢心した人類に、弱肉強食の地じ獄ごくを捧ささげる、神の代理人である〕

　電波ジャックは、そこで終了した。

　場違いなほど脳天気な虫むし除よけスプレーのＣＭが流れた。

　奏そう也やはテレビの電源を切ってから、泣きじゃくっている希のぞむに声をかける。

「大丈夫か？」

「うん。それより千ち景かげが……」

　千景はうつむいたまま動かない。

「どうした？　おい、千景」

　彼女は絨じゆう毯たんを呆ぼう然ぜんと見つめている。瞬まばたきすらも忘れているようだった。

　茂しげ虎とらが死んだ──。

　間違いなく、死んだのだ。テレビの向こうで。

　なにもできなかった。救う手段すらなかった。ただ観みているしかなかった。

「……茂虎さん…………」

　彼女にとって恩人であり、憧あこがれであり、目指すべきものであった。人生を照らす輝かがやきであった。山神様の教えを説き、人が成すべき道を示してくれた。彼女の命を救ってくれた。いま無事でいられるのは、茂虎のおかげである。

（内閣支持率、人類の進化──なんて下らないんだ。こんなもののために、茂虎さんが殺されたのか。あんないい人なのに、誰だれよりも強い人なのに、本当の意味で高貴な人だったのに。こんな下らない連中のために、犠ぎ牲せいにされた。いや、そもそも人を喰くうバケモノが存在するから、犠牲者が生まれるんだ……）

　希が悲鳴のような声を発して、千景の肩を摑つかむ。

「どうしたのッ？　千景、顔が真っ青だよ！」

（もういい……もういいんだ……もう隠せない。茂虎さんが禁じていたから隠し続けた。どんなに昂たかぶっても、抑え続けた。わたしの中にある、本当のわたしを──）

　彼女の心に巣す喰くう闇やみがうごめく。解放しろ、と闇は叫び続けている。

　これを解放してしまった瞬しゆん間かん、彼女は人間でなくなる。だから押しとどめて来た。何度も、何度も。だが、茂虎が死んだいま、闇を抑え続けることはできなくなった。




　その闇の名は〈憎ぞう悪お〉────感情を失ったはずの千景に、たった一つだけ残された感情だ。




「…………千景……？」

　希が声をかけると、千景は顔を上げた。その直後、眉み間けんに皺しわが寄るほどの険しい表情が生じた。まるで手負いの肉にく食しよく獣じゆうだ。いつもの彼女ならば表面化しないような感情の波が、顔を衝ついて出ている。落差を考えれば、恐ろしい変化だった。

　希は叫んだ。

「千ち景かげ、落ち着いて！」

　ビクッと、弾はじかれたように表情を殺し、ぎこちなく視線を動かし、千景は希のぞむを認識する。

「……希」

「ねえ、鼠そ入いりの申し出を受けたりしないよね？」

　千景は答えない。立ち上がって玄関に向かう。

「茂しげ虎とらさんが『カタキを取るな』って言っていたじゃないか。いま猟りよう兵へい社しやに入ったら、千景は憎しみだけで戦い始めて──、」

「違う。違うのだ、希。憎まないから、みんな死ぬ。大事なものが失われていく」

「千景……？」

「殺さなければ。殺し尽くさなければならないのだ。人間は憎しみによってのみ、敵を打ち破れる。憎まなければ、弱者から喰くわれるだけだ。強くなるためには憎まなければならない」

「どうしてそんな風に思ったの？」

　千景は答えない。

「教えてよ！　僕は千景のことを全部知りたいんだ。どんな君でも受け止めるから」

「わたしの生き方に関かかわるなッ!!」

　希は凍りついた。千景からこんな大声を聞いたのは初めてだったからだ。

「わたしの心を追うな。なにもかも忘れろ。左目のことも、茂虎さんのことも」

「でも──」

「わたしの許しを求めただろう？　憧あこがれで、わたしの隣となりに立ちたいと」

　希の肯こう定ていを待つでもなく、審しん判ぱん者しやのように冷然と告げる。

「いま答えよう。おまえの憧れを、わたしは許さない。あの日あったことはすべて幻まぼろしだ。普通の生活をして、幸せに生きろ」

　希の目から、涙がぽろぽろと流れ落ちた。

　千景は玄関のドアを開ける。廊ろう下かに鼠入が立っている。千景はためらわずに告げた。

「ブラッドアイズに立ち向かう力をください」

「契約成立だね」

　ドアは、閉まった──。







[image: 宮原希]

　千ち景かげは行ってしまった。

　戦いに赴おもむいたのだ。きっと復ふく讐しゆう者しやになるだろう。ボロボロになるまで戦って、どこか遠い場所で果てるだろう。希のぞむには、そういうイメージしか思い浮かばない。

　奏そう也やが辛つらそうに呟つぶやく。

「おまえは千景が消えそう、って子供の頃ころから言っていたよな？」

「うん……」

「このことなのか？」

「きっと、そう……ただの別れじゃない。いま独りにしたら、千景は消えてしまう」

　涙が止まらない。何度拭ふいても流れて来る。

「女め々めしいよね。泣きじゃくるだけなんて」

「いいから泣けよ」

「え」

　奏也の目も、わずかに涙ぐんでいる。

「どうしようもない現実だってある。そのときは泣いていいんだ。でも、女の前では隠せ。かっこつけろ。それが男だ」

「奏也……」

　涙がドッと溢あふれ、嗚お咽えつが止まらなくなる。子供のようなくしゃくしゃの顔で、希は泣いた。

　千景が消える──。

　小学三年生の当時。千景が転校して来た日から、希はずっとそう感じていた。高校一年生になったいま、それは現実になった。

（奏也の言う通り、どうしようもないんだ、きっと……）

　去っていった千景の背中を思い出す。希よりは大きな背中だ。だが、小さく見えた。

（憎しみに駆かられながらも、寂さびしそうだった）

　不意に、なにかが判わかった気がした。

（本心では行きたくなかった──？）

　千景に表情はない。感情表現というものを根本的に欠いている。さっきのように感情剝むき出しの鬼おにのような顔など、滅めつ多たにしない。ヒグマに襲おそわれたあの日と、今日だけだ。

（あの憎しみを、ずっと隠していたんだ。過去にも茂しげ虎とらさんにたしなめられていたんだろう。だから茂虎さんが死んで枷かせが外れた。でも隠せるぐらいなら、制せい御ぎよもできるはず。あの大き過ぎる憎しみは、千ち景かげの本心じゃない。彼女自身、憎しみに引きずられて、どうしようもなくなっているだけだ）

　手を拳こぶしにして、さらにきつく握る。

（千景は、まだ救えるのかもしれない……ッ！）

　涙を瞼まぶたで切り落とす。

「奏そう也や」

「ん？」

「泣くのはやめる。僕は決めたんだ。千景が失った左目の代わりになる──って」

　希のぞむは駆かけた。ドアを開いて、廊ろう下かを走って千景と鼠そ入いりに追いついて、叫んだ。

「僕も行くッ！」

　鼠入が悪あく魔まめいた笑みを浮かべる。

　千景がすかさず言った。

「考え直せ。危険な仕事だ」

「僕を止めたいのなら、千景もやめて。千景が行くのなら、僕も行く」

「…………」

「そのだんまりは、合意ってことでいいよね？」

　追って来た奏也が、重い声を発する。

「二人とも無む茶ちや過ぎる。後悔するぞ」

　鼠入が笑みを浮かべた。

「迎えが来たみたいだよ」

　爆ばく音おんが聞こえて来た。上空からだ。飛行機がマンションに接近して来る。

　マンションの渡り廊下はオープンになっていて、向かいに高い建物がないのでその姿がよく見えた。あろうことか巨大な軍用機である。プロペラを真上に向けたまま垂直降下していて、火山灰を撒き散まらしながらマンションの駐ちゆう車しや場じように着陸する。

「あれは確か、自衛隊のオスプレイでは？」

「自衛隊機じゃなくて、軍用民間機だよ」

「は──？」

　オスプレイが着陸し終えてから、鼠入は執事のように優ゆう雅がに一礼する。

「猟りよう兵へい社しやにようこそ。地じ獄ごくの最前線までお送り致しましょう」
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　オスプレイは希のぞむと千ち景かげの検けん疫えきのため、自衛隊の基地に着陸。検査結果が出て感染陰性が確認された翌昼にフライトを再開した。いまは目的地に向けて飛行中だ。

　機内の格納庫にはベンチがあり、そこに希と千景が座っていて、向かい合う形で鼠そ入いりが座っている。鼠入はずっと紙の情報ファイルを読んでいる。希が訊たずねる。

「ねえ、なに読んでるの？」

　鼠入は顔を上げずに答える。

「んー……ブラッドアイズの捜そう査さ情報」

「鼠入が捜査してるのッ？」

「いやあ、僕が全知全能の神様みたいな人だからといって、そこまではね」

「自画自賛ウザいなあ……」

　千景が声を上げる。

「読ませてもらえませんか？」

「……うーん、これは僕しか目を通せない資料なんだなあ」

「そうですか」

「かいつまんでの話ならできるよ」

「お願いします」

「ブラッドアイズの捜査を担当しているのは公安警察。緊きん急きゆう対策本部が設置され、近日中に破は壊かい活動防止法の適用がなされた、っていうニュースが流れると思う。そんでもって、続報のペースは遅い。政府は表向きの捜査状況を進展させたくないから」

「ブラッドアイズが言っていた研究所のことがあるので、表おもて沙ざ汰たにできないのでしょうか？」

「千景ちゃん鋭するどいねえ。そそ、研究所のことよ。もうネットでは七なな三さん一いち部隊っていう大日本帝国陸軍に存在した研究機関に結びつけて大炎上してる。半分当たりなんだけど」

「当たりなのッ!?」

「継承って意味ではね。ブラッドアイズを調べると、どうしてもこの研究機関の存在に突き当たっちゃう。暗部みたいなものだから隠したいのよ。だから表向きでは捜査を進めても全然判わからない、みたいな感じの報道が流れるけど、裏では着々と追い詰めていく」

「犯人の目星はついているのでしょうか？」

「当然だね。僕ですら主犯格の男は知ってる」

「ホントにッ？　誰だれ？　名前は？」

「それこそ守秘義務に違反しちゃうから、教えられないよ」

「神の予言を持つ人物と戦うために、貴方あなたは猟りよう兵へい社しやを作ったのですよね？　ブラッドアイズも予言の力を誇こ示じしていました」

　鼠そ入いりの口元から笑みが消えた。イタチのような鋭するどい目に、殺気立った輝かがやきが宿る。

「そう、偉そうに演説していたあいつだよ。あいつが僕の大事なものを奪うばった。追い詰めて、必ず殺す──」

　不安げな様子で希のぞむが訊きく。

「……殺すって、本気じゃないよね？」

　鼠入の口元に笑みが戻る。

「もちろん冗談だよ」

　会話はそこで終わった。鼠入はファイルを読み続けていたが、苛いら立だった様子でファイルをスーツケースに投げ入れ、仮眠を取った。

　　　　▼・▲

　目的地に着いた。

　ハッチから出て、地面に降り立った希は、伸びをする途中の姿勢のまま、きょとんと立ち止まった。目の前に凄すさまじい光景が広がっていたからだ。

　大きな山がある。その山の麓ふもとは城じよう壁へきのようなコンクリートの壁かべに覆おおわれている。城壁にはトンネルがあって河か川せんが通っている。山には多数の建物があるが、鉄骨剝むき出しの組み立て中で、クレーンがせわしなく動いていて、けたたましい工事の音が上がっている。

　山に建物が集中するフォルムがなにかに似ているような気がして、希が小首を傾かしげる。

「……お城？」

「まるでモン・サン＝ミシェルみたいでしょ？　私立九く頭ず竜りゆう学がく園えん──まだ作りかけだけどね」

　確かに建物は校舎の形で、体育館やプールらしき施し設せつもある。

「鼠入が作ってるの？」

「猟兵社において、狩しゆ猟りようを行う現場要員のことを〈猟兵〉って言うんだけど、猟兵は高校生だけで固めるって決めているし、だったら高校作っちゃえば、緊きん急きゆう出動の際に全国から猟兵を集めなくて済むでしょ？　授業のカリキュラムで訓練もできるから一石二鳥だって思いついてさあ、ササッと作っちゃった」

「生徒は僕と千ち景かげの二人だけ？」

「いいや、三人。もう一人どこかに来ているから、会ったら適当に自己紹介しておいて」

　城壁のゲートをくぐる。右手に大きな建物が見えて来た。

「あっちの七階建てが寮りよう。今日からあそこで寝て。いま作業員の食堂になってて、寮母さんがコックの一人として入っているはずだから、あとで探して」

　千景が問う。

「あの壁かべは？」

「銃じゆう弾だんが外に出ないように。学園の敷しき地ち内は銃砲特区なの。つまり学園の中では生徒も教師も自由に銃を所持できる」

　希のぞむが目を丸くする。

「鼠そ入いりってよくそんな無む茶ちや苦く茶ちやできるね」

「んー。金の力は怖こわいよ」

　鼠入は希たちを工事現場のプレハブ事務所のような場所に連れていき、一番奥の執務机に近づく。その卓上に置いてあった本を渡す。

「とりあえずこれ読んで」

「狩しゆ猟りよう読本と……猟銃等取扱読本？」

「ハンターの予備知識が書かれてるの。選抜者とは言え、免許や許可を発行する以上、一般人と同じ手続きは踏ふまないとね。月曜日までに覚えておいて。えーと、あれも渡さないと」

　鼠入は後ろに置いてあるダンボールから、不ふ織しよく布ふのケースに入った服を取り出した。受け取って中身を覗のぞき込んだ希が、驚おどろきの声を発する。

「制服？」

　軍服をモチーフに採り入れた制服だ。

「制服だけど、戦せん闘とう服ふくでもあるから」

「戦闘服……？」

「見てて」

　鼠入は机の引き出しから軍用ナイフを出して、ゴミ箱に突っ込んであった書類の束を切って見せた。あまり力を入れた風でもないのに、書類は真っ二つになった。

「その制服切ってみて」

　希はナイフで制服を切りつける。刃やいばが通らない。

「切れないッ!?　なにこれッ？」

「新素材の耐たい刃じん防護生き地じで作られたプロテクト・スクールウェアだよ。牙きばも爪つめも角も通さない。ストッキングも入っている。冬用と夏用があって、冬用は当然保温するけど、夏用は冷却効果があるから、夏でも必ず着用してね。任務時には衝しよう撃げき減げん衰すい用のアーマーやヘッドセットを重ねる形。寮りよう室しつのガンロッカーに置いてある。技ぎ研けんで接近戦用の武器も開発中だけど、それはもうちょっと時間かかるかな」

　鼠入のスマホが鳴った。鼠入は少し話していたが、長くなりそうなのでいったん話を終わらせる。

「ちょっとトラブったから、二人とも寮に向かって。そこの寮母さんに、当面の授業とかも任せてあるから」

　　　　▼・▲

　制服を持って希のぞむたちは寮りように向かった。

　寮はかなり横に広い。リゾートホテルのようなゆったりとした造りだ。中に入る。ロビーの塗装が終わったばかりのようで鼻につんと来る刺し激げき臭しゆうがある。設置前のシャンデリアが置いてあったり、ソファや大画面テレビなどのインテリアが、梱包材プチプチにくるまったまま置かれている。床にはブルーシートが敷しいてある。外の歩道の敷ふ設せつが終わっておらず、地面が土のままなので、床を汚さないためだろう。立て看板で食堂への案内が示されている。どうやら二階のようだ。

　階段を上がると、活気に満ちた話し声が響ひびいて来る。ドアが開けっ放しになったホールがあり、そこで大勢の現場作業員が食事をしている。

　きょろきょろしていると、食堂の奥にいるコックが話しかけて来た。

「おい、そこの貴様」

　コックと言うには、奇妙な格好だった。

　着ているのは地味めな灰色の和装だ。そこにふりふりのエプロンをつけている女性がいる。美人ではあるが、眦まなじりは鋭えい利りで、顔つきに厳格さが充満しており、見つめるだけで相手を緊きん張ちようさせるタイプ。胸が大き過ぎて入らないのだろう。和装の胸元は大きく開いていて、胸の谷間が見える。

「鼠そ入いりの言っていた新入りだな」

「あ、はい」

「わたしは寮母であり、猟りよう兵へい実習の訓練教官でもある、担任教師の百どう目め鬼き八や千ち代よと言う。警察学校の教官時代は、皆が親しみを込めて鬼おに千ち代よと呼んでいたものだ」

「絶対、親しみじゃないと思います……」

「死を予感するほどビシビシ鍛きたえるので、そのつもりでな」

「お手柔らかにしてくれないと困りますッ！」

　八千代はフライパンを持ち上げて見せる。

「とりあえず、空腹ではないのか」

「出発の前に食べたのでまだ大丈夫です」

「ならば、寮生がもうすぐ来るのでそいつに部屋を案内してもらえ」

　八千代は胸元から巾きん着ちやくを出し、カードキーを抜いて、希に渡す。

「これがセキュリティカードになる。なくすな。おまえは５０１」

　千ち景かげにも別のカードキーを渡す。

「おまえは３０１だ」

　説明の途中で食堂の話し声が止やむ。音楽が聞こえて来た。ヴァイオリンの音色だ。

　八千代の視線が入り口に向く。

「さっき言った寮生が来た」

　食事を摂とっていた人たちが耳を澄すませている。

　演奏している人物が入って来た。女の子だ。色味の薄うすい灰色の髪をしている。くせっ毛だが、ふわふわと柔らかそう。どこか遠くを見つめるような、夢見がちな眼まな差ざし。ヨーロッパ系の血が入っているらしく、肌が透き通るように白く、日本人離ばなれした優美な輪りん郭かくをしている。学園の制服を着ているが、ゴシックドレスの形にアレンジされている。

　ヴァイオリンを優ゆう雅がに奏かなでながら、くるくると踊おどるように回っている。

「……すっごい可愛かわいい」

　希のぞむが思わず呟つぶやいてしまうと、作業員の人に「しぃ」と怒おこられた。

　演奏が終わると、女の子は腕を広げるようなフィニッシュのポーズをキメる。居合わせた人たちから喝かつ采さいが起こった。希も慌あわてて拍手している。女の子は古い時代のイギリスを思わせるお辞儀をした。

　八や千ち代よが説明する。

「あやつの名は、十六夜いざよい白しら菊ぎく」

　千ち景かげが急に口を開いた。

「もしかすると、低てい年ねん齢れい推すい薦せん制度の──」

「そう。日本最速の実じつ弾だん射しや撃げきデビューを果たし、射撃界では知らぬ者のいなかった優秀な競技者で、青少年狩しゆ猟りよう法の選抜者第一号だ。本日より貴様らは、十六夜と学園生活を共にすることになる。仲良くするのだぞ」

　　　　▼・▲

　階段の踊おどり場で、白菊が立ち止まる。

　踊り場の先にドアがある。

「ここが三階。３０１は、ここを入ってすぐ右を真っ直すぐ」

「では、わたしはここで」

「またね」

　白菊は希を連れてさらに階段を上がる。この間、終始無言である。

「……あの」

「なに」

「初めまして、僕は宮みや原はら希。えっと十六夜さんは……」

「名前でいい」

「白菊さんは……」

「さんづけもいい」

「白菊はヴァイオリンをどのくらいからやってるの？」

「判わからない」

「え」

「楽器は物心がついた頃ころから使っていた。どれも練習はしなかった。楽がく譜ふをめくって、演奏するとできている」

「凄すごいね……」

　踊おどり場に出て、五階のドアについた。白しら菊ぎくが開けて入る。寮りようの区画は内装も完かん璧ぺきに終わっている。廊ろう下かには絨じゆう毯たんが敷しかれ、観葉植物まで置いてある。

「わあ……ホテルみたい」

「こっち」

　白菊が５０１と書かれたドアのロックを解除して開ける。

（……あれ？　白菊が、僕の部屋のドアを開けた？）

　となると、希のぞむの部屋のカードキーを白菊が持っていることになる。

「えっと、白菊……」

「部屋の説明をする」

「う、うん」

　中に入る。調度品はシンプルだが、生活に必要なものはすべて揃そろっている。机やベッドなどは二セットずつある。

「窓側のベッドがわたし」

「窓側……？　わたし……？」

　窓側のベッドを見ると、チューバ、トランペット、ヴァイオリン、オーボエといったオーケストラの楽器が散乱している。特にチューバは枕まくらに載せてあって、下にはシーツをかけてある。まるで寝ているような姿だ。

「ベッドに楽器が乗ってるけど」

「抱き枕」

「……はい？」

　答えない。会話が続かないので、希は話題を変える。

「あのさ、ここって僕の部屋だよね？」

「そう」

「なのに、僕の部屋のカードキーを君が持っているの？」

「違う、これはわたしの部屋のキー」

「えっと……さっき開いたよね？」

「開いた」

　白菊は可愛かわいらしく小首をかしげる。

「怒おこっている？」

「怒ってないよ！」

「わたしが嫌い？」

「嫌ってないよ！」

「なら、友達？」

「うん、友達」

「よかった……」

　やり取りのチグハグした感じに当てられて、希のぞむは困こん惑わくしている。カードキーの件もあやふやになったが、気づいていないようだ。

　白しら菊ぎくは部屋の隅すみに置いてある機械のもとに歩いていった。奇妙な機械だ。トランペットのようなものが上部についたもので、テーブルのようになったところにレコードが一枚載っている。

「それなに？」

「蓄ちく音おん機き。音楽を聴きく」

「へぇ……初めて見た」

　近くの床にはアタッシュケースが開いたまま落ちていて、中にはクラシックらしきレコードが数枚入っている。ラベルはすべて外国語だ。

　白菊は一枚レコードを拾うと、蓄音機にかけた。むせび泣くようなオペラの曲が流れた。

「こういう曲嫌い？」

「全然嫌いじゃないから、かけていいよ」

　白菊はその場に立ったまま、指差しで教える。

「キッチン、バスルーム、トイレ、リビングスペースにはテレビとパソコン……」

「この金庫は？」

　人が入れるほどに背が高く、金庫並みに頑がん丈じような作りのロッカーが二つある。

「金庫じゃない。ガンロッカー」

「あ、鼠そ入いりが言ってたヤツだね。それってなに？」

　白菊が鉄の鍵かぎを出してガンロッカーを開ける。中にはライフルが三挺ちようと、制服の上に着るアーマーや、透明なヘルメットのような物が入っている。

「武器をしまうとこ？」

「そう」

　パタッと閉める。作業台が部屋の一番奥にあって、ドリルや旋せん盤ばん、万力やヤスリなどの工具、なにかの部品などが置かれている。希が見たこともない機械も置いてある。

「あれは？」

「リロードツールと、工作用の機械」

「なにをするもの？」

「銃じゆう弾だんを作る」

　白菊は作業台の前にある椅い子すに座り、実際に銃弾を作って見せた。

「これが弾頭、これが信管、これが薬やつ莢きよう。そして炸さく薬やく。こうやって、こうやって、こうして、全部を一つにして、銃弾が完成」

「うわ……銃じゆう弾だんって手作りできるんだ」

「射しや撃げきの調整に必要になる。説明、もういい？」

「うん」

　白しら菊ぎくは腰を上げると、その場でするすると制服を脱ぎ始めた。

「わッ、白菊。着替えなら自分の部屋で……」

「着替えじゃない。これが日常」

「…………はい……？」
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〔どうしよう、奏そう也や。全ぜん裸らなんだ〕

「はあ？」

　奏也はいま塾じゆくの廊ろう下かに立っている。

　いきなり希のぞむから着信が来たかと思ったら、これである。

「全裸ってのは……」

〔だからさ、すっぽんぽんなのッ！〕

「服を着れば……」

〔着てくれない！〕

「ああ、希が──ではないんだな？」

〔露ろ出しゆつ魔まみたいに言わないでよ！〕

　奏也は面倒そうに溜ため息をついて、頭を搔かいた。

「で、服を着てないのは誰だれだ？」

〔十六夜いざよい白菊っていう子〕

「聞いたことあるな」

〔低てい年ねん齢れいなんとかの……〕

「ああ、低年齢推すい薦せん制度の子か」

〔そうッ！　あの子！　いま全裸でオーボエ抱きながらフランス語の詩集読んでる〕

「すまん、現実離ばなれし過ぎていてまったく想像がつかない」

〔言葉そのままなんだもん！〕

「裸族か……」

〔なにそれ？〕

「裸はだかで生活する主義の人々だよ」

〔わああぁ──そんなのあるんだ。ねえ、奏そう也や。どうしよう〕

「白しら菊ぎくなんて名前だから、てっきり女の子だと思ったが」

〔女の子だよ！　女の子が、僕の部屋で脱いでるんだよ！〕

「待て待て待て──どういうことだ」

　希のぞむが矢や継つぎ早ばやに経けい緯いを話すと、奏也は「ああ……」と納得した。

「いいか、落ち着いて聞け。その先生は、おまえが千ち景かげで、千景がおまえだと思ってる」

〔んなわけないでしょ！　胸の大きさで一目瞭りよう然ぜんだし〕

「おまえは気づいていないみたいだが、最近の千景はノーブラの件を気にして、胸を小さく見せるブラをつけていたしな」

〔ないない。絶対ないって〕

「いいから先生のところに戻って確認しろ」
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（…………んなわけない……よね？）

　希は通話の切れたスマホを見つめている。

　そろりと視線を向ける。白菊がいる。ベッドに寝そべりながら胸の谷間にオーボエを挟はさんで、その上にフランス語の詩集を載せて読んでいる。小さな声で朗読している。フランス語が流りゆう暢ちようだ。白菊は陶とう磁じ器きのように真っ白な肌で、身体からだは色気のある丸みを帯びており、しかもモデルのように完かん璧ぺきなスタイルをしている。

　目が合った。

「ポール・ヴェルレーヌ」

「え？」

「この詩集の作者」

「そそそそう」

　白菊の羞しゆう恥ち心しんはゼロだ。全ぜん裸らを見られても気にしないどころか、親しげな反応をして来る。希のぞむは引き剝はがすように顔をそむける。

「……ダメだ。男としての本能に引きずられて、めっちゃ見ちゃう」

　部屋をあとにしようとする。

「其それはヴェールに秘められし麗うるわしき瞳ひとみ」

「え？」

「其れは真昼に震ふるえる陽光」

「……え？」

「其れは穏やかなる秋空の彼方かなたに、青々とちりばめられし星ほし屑くずの煌きらめき」

　言い終えてから、白しら菊ぎくは詩集を指差して告げる。

「訳した」

「そ、そう。ちょっと僕、先生のところに行って来るね」

「判わかった」

　ドアを閉めてから、額の汗を拭ふいた。

「刺激が強過ぎるって……」

　　　　▼・▲

　食堂の八や千ち代よに相談に行った途と端たん──、

「ちょうどいい。皿を洗え」

　と、皿洗いをひたすらさせられている。食堂が勤務明けの作業員で満席になっており、食器がひたすら増える。希は洗剤をぶくぶく泡立たせながら、必死に洗い続けている。

「あの、相談に来たんですけど」

「では話せ」

「まず最初に言いたいんですけど、白菊が全ぜん裸らなんです」

「仕様だ」

「はぁッ？」

「以前は全裸で食堂に来ていたので、あれでも進歩した。で、次は？」

「僕、友達に相談してみたんですけど、その友達が言うんですよ。先生が勘かん違ちがいしてるって」

「ほう」

「ちなみに、僕の名前って知ってますか？」

「無論だ。棟むな方かた千ち景かげだろう」

　希が凍りついた。

　希は皿を落として割った。

　八千代も凍りついた。

　八千代は味つけのしょうゆを、フライパンにダーッと大量にこぼした。

「まさか、勘違いというのは」

「僕が宮みや原はら希のぞむです……」

「すまない！　教える立場の身でありながら、なんという失態を！　腹をかっさばいてわびを入れねば」

「切腹はやめましょうッ!?」

「あまりにも棟むな方かたが凛り々りしく見え、あまりにも貴様が可愛かわいらしい乙女おとめに見えたので」

「謝った直後にざっくりと傷つけないでください！」

　　　　▼・▲

　翌朝──。

　希は野鳥の声で目を覚ました。上半身を起こし、目をこする。

　ぼおっとしながら部屋を見回す。寮りよう室しつだ。ベッドは二つあるが、片方は空いている。部屋番号は３０１。希は千ち景かげとカードキーを交換して、男子寮の部屋に移ったのだ。

「……ふわぁ。そっか。転校したんだっけ」

　妙な感触を覚えて、下を見て、その顔が戦せん慄りつに凍った。

　着ていた寝間着や下着は脱がされている。

「なんで、裸はだかになってるんだ……？」

　下半身に温ぬくもりを感じて、素早く上掛けのシーツをめくる。

　白しら菊ぎくがいた。全ぜん裸らだ。すがりつくように抱きついていて、眠っているようだが、夢遊病のように動いてぺろぺろと希のお腹なかを舐なめている。

　希は女のような悲鳴を上げた。
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　千ち景かげは、寮りよう室しつのベッドでうなされている。

　夢の中の千景は、水田の脇わきの道路を歩いている。夕ゆう闇やみが空を覆おおい始めている。外灯はほとんどない。景色の多くは水田と山、途切れ途切れに民家が見える。

　茂しげ虎とらの家に行った帰り道である。今日も茂虎の防ぼう除じよに同行したのだ。罠わな猟りようを見せてもらった。残念ながら獲え物ものは獲とれていなかったが、罠の仕組みは学んだ。

（楽しかった……もっとハンターの技を知りたい）

　大人になれば狩しゆ猟りよう免許や銃じゆう砲ほう所持の許可を取り、いずれは茂虎の弟で子しになってハンターになれる。彼女はその日を夢見ている。

　家に着いた。昭和を思わせる木造の民家で、柵さくがなく庭は雑草だらけで荒れている。サッシのドアを開けて「ただいま」と言った。返事はなかった。

「……父さん？　母さん？」

　ガラスの割れる音がした。ビクッとしてから、勇気を出して家の中を覗のぞき込む。

　奥の部屋の電灯は点ついている。玄関の照明を入れる。父親の靴くつも、母親の靴もある。二人とも家にいるはずなのに、返事がない。

　また奥で物音がした。今度は足音のように聞こえた。靴を脱いで上がる。

「ねえ、どうして返事をしないの？」

　歩いているうちに、異変に気づいて足を止めた。

　廊ろう下かの横にある板間の部屋の、大窓が割れている。その板間を通っている泥の足あし跡あとがある。かなり大きい。人間のものではない。おそらく獣けもの──。

　足跡は台所へ向かっている。

「これは……？」

　千景は台所へ向かった。

　床に血の筋が見えた。床だけではない。食事用のテーブルも、シンクもガス台も、壁かべも天井も血まみれだった。

　奥の床に父親と母親が、折り重なるように倒れていた。父親の傷が見えた。生きているなどという希望は、とても持てない。食い散らかされた状態だったのだ──。

　いや、過去形にするにはまだ早い。彼女の両親はまだ食べられている途中だ。丸々と太った小こ熊ぐまが二匹、両親の肉を食はんでいる。千景が台所に入って来ても、つぶらな瞳ひとみを一いつ瞬しゆんだけ向けただけで、また食べ始める。

「……千ち景かげ……？」

　か細い声がした。母親の声だ。まだ生きている。

「母さん！」

　駆かけつけようとすると、小こ熊ぐまが警戒するように動き、血ち塗まみれの歯を剝むいた。

　千景は青い顔で立ち止まる。その脚あしが震ふるえ出す。

　母親が上半身をわずかに起こした。顔は爪つめ痕あとだらけで血塗れだ。いまにも死にそうな表情だ。

「……助けて、もう動けない……」

　そこで母親は咳せき込んだ。血を吐いている。

「右腕しか動かないの。逃げられないの……」

　千景はためらった。

「無理だよ、母さん……そっちに行けない。いま救急車を呼ぶから」

　このためらいが、分ぶん岐き点てんであった。

　のちの千景は、このわずかなためらいを、ずっと後悔し続けることになる。

　話している間に、小熊が母親の腹にかぶりついた。母親は苦く悶もんの顔で悲鳴を上げた。

「……母さん」

　叫ぶ気力すら失ったようだ。母親はぼんやりとした目でうつむく。小熊は鼻先を腹の奥深くまで突っ込んで、内臓を抉えぐり出すように貪むさぼった。

　母親の顔から表情が失われ、痙けい攣れんするように震え始める。

「…………もう……感覚が……寒い…………」

　やがて、母親はぐったりとして動かなくなった。

　死んだのだ──。

　千景は震えながら呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

（わたしのせいだ……あのためらいのせいで、母さんを見殺しにしてしまった）

　震える、自分の手を見つめる。

（わたしが怖おじ気づいたから母さんは食べられてしまった……）

　千景の目が泳ぎ、ふらついて朦もう朧ろうとしていく。

（どうしてためらった？　怖こわかったから？）

　彼女の脳のう裏りに、茂しげ虎とらの言葉が蘇よみがえる。

『人が生きるということは、その他の多くの死に支えられておる』

（これは、その逆だ。クマの生命が、人間の死によって支えられた）

　震えが止まる。

　千景の顔が強こわばり、総毛立つ。

（……憎い……）

　両親の死を目まの当たりにし、彼女の中に生まれたものがある。

　憎ぞう悪おという感情だ。

　それは茂しげ虎とらやマタギの教えに反している。恵みを大切に守る山神様がいるのなら、憎悪による狩りなどというものは禁じたろう。だが千ち景かげには、愛する者を容易たやすく殺してしまったこの獣けものが、どうしようもなく憎く感じたのだ。

　彼女の心に生まれた憎悪は──精神こころを一色に染めてしまうほどに、大きかった。

（こいつらは、わたしの大事なものを壊こわした。だから憎んでいい。憎まれて当然だ）

　一度そう思ってしまえば、ためらいを覚えた自分が情けなく思えた。

（憎めば、殺せる。簡単なことだ。なにも考えることはない。憎んで殺せばいいだけだ）

「やめろ、バケモノめ……父さんと母さんを食べるな……」

　小こ熊ぐまは無視して食事を続けている。千景はシンクの下のドアを開け、包丁を取り出し、ゆっくりと小熊に近づく。そして無言で包丁を振り下ろす。

　意識がぼんやりしていって、ふと我に返ったときには血まみれの小熊の骸むくろが二匹、目の前に転がっていた。

　台所のガラス戸が突然割れ、親熊が飛び込んで来た。

　その爪つめが振り下ろされようとしたとき、銃じゆう声せいが鳴った。親熊が崩くずれ落ちるように倒れる。撃うったのは茂虎だった。

「千景──、無事かッ!?」

　駆けつけて来た茂虎は、台所に転がっている小熊の骸を見下ろす。

「……小熊を殺したか」

　千景は母熊の方まで走り、包丁を突き立てた。何度も、何度も刺しながら叫ぶ。

「殺してやる。殺し尽くしてやるッ！」

　茂虎に叩たたかれた。その痛みで、千景は我に返った。

　茂虎は告げる。

「憎しみを込めて武器を握るなら、おぬしの戦いを許さぬぞ」




　……──目が覚めた。

　九く頭ず竜りゆう学がく園えんの寮りよう室しつのベッドに寝ている。スマホを手て探さぐりして取る。まだ夜の三時。ベッドから起き上がる。隣となりのベッドで寝ているはずの白しら菊ぎくがいない。

（白菊は帰っていないのか……強く言い過ぎたかもしれない）

　シャワーを浴びながら、先ほどの夢のことを考える。

（あれはもう七年前になるのか）

　千景が両親を失ったのは、小学三年生の頃ころ。転校して希のぞむたちと出会う数ヶ月前だ。

　その二年後、奇くしくも北海道でヒグマに襲おそわれ、またもや茂虎の手で命を救われた。因いん縁ねんとも言えるほどに、千景は牙きばの恐ろしさを味わっている。

　片目を奪うばわれただけでなく、両親をも殺されているのだ。

（両親を食い殺されたあの夜から、わたしは感情というものが判わからなくなった。どうやって泣けばいいのか、どうやって笑えばいいのか、まるで判らない。わたしの感情は、あの夜に消えてしまった）

　彼女の身は引き締まっている。鍛きたえ抜いたのだ。来る日も、来る日も。茂しげ虎とらの弟で子しとなり、一刻も早くハンターになるためである。

　だが、茂虎は死んだ。彼女の憎しみを戒いましめる言葉を残して──。

　両親を殺されたあの日、彼女は感情を失った。なのにたった一つの感情だけは大きくなった。それが憎しみだ。

　憎むことが、彼女を衝つき動かす原動力となっていて、さらに茂虎も殺されたことで、どんどん憎しみが膨ふくれ上がっている。

　禁じられた道へと、彼女は進もうとしているのだ。

　　　　▼・▲

　朝の自主トレーニングを終え、朝食の時間に食堂へ向かった。

　すると、テーブルに希のぞむが座っている。うつむいていて、なにも食べていない。

「おはよう。食事はいまからか？」

「…………」

「希？」

「座って。話を聞いて」

　千ち景かげが座ると、希は顔を上げた。潤うるんだ目をしている。

「僕、お婿むこに行けないかも……」

「は……？」

　わっ、と泣き崩くずれる。

「白しら菊ぎくに、そういう関係にされちゃったかもしれない！」

「そういう関係とは、どういう……」

「全ぜん裸らにされて、舐なめられちゃったッ！」

「……ああ。あれか。夜中に、わたしもやられた」

「千景もッ!?」

「それはいかん。不純異性交遊だ、いや不純同性交遊だろうか──と言ったら『ごめんなさい。他ほかの抱き枕まくらを探します』と寝ぼけ眼まなこをしたまま部屋を出ていったが、〝他の抱き枕〟が希だったとは」

「あの行こう為いって抱き枕だったんだッ!?」

「とにかく、一度話し合いを持たねばならないな」

　白菊を呼び出した。低血圧気味らしく、ぼんやりとした顔をしている。

「……はい」

「はい、じゃないよ。人間は抱き枕まくらじゃないでしょ」

「そう……？」

「そこすら疑問形ッ？」

　千ち景かげが腕組みする。

「どうして抱き枕を始めたのか、教えてくれないだろうか」

「やっていい、と言う人がいた」

「僕らはダメだよ！　っていうか、その人がおかしいだけで、普通は脱がして抱き枕にしてぺろぺろしちゃダメだからね！」

「どうして？」

「どうして、って……」

「希のぞむは、気持ち悪かった？」

「いや気持ち悪くはないけど……」

「じゃあ気持ちよかった？」

　希の顔が真っ赤になり、顔を手で覆おおって隠す。

「ああああッ、もう僕ギブアップ！　千景なんとかして！」

「ふむ……では、こうしよう。まずぺろぺろは禁止だ」
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「禁止……」

　白しら菊ぎくが涙ぐんだ。次の言葉を言おうとした千ち景かげが固まって、言い直す。

「判わかった。ぺろぺろは女性に限る。いいな？」

「それなら……」

「その代わり、脱がすのはダメだ。脱がすと性行こう為いになるので、ここは譲ゆずれない」

「判った」

「そして抱き枕まくらはわたしが引き受けよう」

　希のぞむが驚きよう愕がくの顔で席を立った。

「──千景ッ!?」

「しかたあるまい。希がお婿むこさんに行けなくなったら大変だ」

「千景がお嫁さんに行けなくなっちゃうよッ!?」

　　　　▼・▲

　授業が始まった。

　九く頭ず竜りゆう学がく園えん高等部は通常学科の他ほかに、狩しゆ猟りよう学科が授業に含ふくまれている。つまり高等専門学校としての扱いになるわけだが──、

　一つ、大変な問題があった。

「夏休みがないィ──ッ!?」

　希の絶ぜつ叫きように、八や千ち代よが冷ややかに頷うなずく。

「まあ今年だけの措そ置ちではあるが」

「どうしてよッ？　学生には夏休みの権利があるはずじゃ……」

「夏休みとは慣例であり、権利ではない。法律に明記はなく、全国的に見ても期間と長さはバラバラで、貴様らのいた北海道も夏休みは短かったはずだが？」

「だから長くなる、って楽しみにしてたのに！」

「半はん端ぱな訓練状態で任務に出すような無責任な真ま似ねはできん。短期間に猟りよう兵へいとしての基き礎そを叩たたき込むからそのつもりで」

「なまら横暴っしょ！」

　希の怒声に、白菊が不思議そうな目を向ける。

「なまこが横暴なの？」

「なーまーらッ！」

　千景がフォローを入れる。

「凄い、という意味の方言だ」

「そうなの。希のこと、なまら好き……」

　白菊が希に抱きついて、首筋を舐なめて来た。

「ぎゃあああ、男性へのぺろぺろ禁止でしょ！」

　　　　▼・▲

　希のぞむの抵抗も虚むなしく、夏休み期間は特訓に充あてられた。

　基礎体力は二人ともそこそこあったし、射しや撃げき部ぶの経験もあったので、訓練は順調に進んだ。

　サバイバルの訓練のため山中にこもって食料を現地調達したり、連日山歩きを行い、崖がけを登とう攀はんするなどの訓練も行われた。実際の狩しゆ猟りように同行して必要な知識を習得したり、木や藪やぶの密集した山林をマラソンのようなハイペースで駆かけ抜ける競技、トレイルランニングのテクニックも習得していった。さらに猟りよう兵へいが使う電子機器〈ヘッドＯＳ〉の習熟訓練も同時に行われ、射撃訓練の他ほかに近接戦なども学んだ。獣けものの突撃を躱かわすための動きを学ぶために、闘とう牛ぎゆうや大型犬を使った、かなり危険な訓練も行われた。

　近接戦訓練の中で、槍やりによる模擬戦を八や千ち代よに披ひ露ろうした。途中で手を叩たたいて千ち景かげと希を止め、八千代は告げる。

「棟むな方かたはそもそも槍が合っていない」

「そうですか？」

「槍は距きよ離り感かんの武器だ。相手との距離を的確に判断しなくてはならないのだが、貴様には片目というハンディキャップがのしかかっている。人間は二つの視線を重ね、その差異を読み取ることにより、距離感を摑つかんでいる。これを両眼視差による立体視と言うのだがな。片目であることにより使えないのだ。ゆえに、貴様の得意な武器は槍ではない。こいつだ」

　八千代が投げてよこしたのは、木刀とナイフのレプリカだ。両方とも反りがある形状で、特に木刀は柄つかまで反っている。

「どちらですか？」

「剣は届く範はん囲いのすべてをぶった斬ぎる。ナイフは単純に距離を詰めればいいだけ。どちらも貴様に適している。好きな方を選ぶがいい」

　千景は二つの武器を持ったまま、少し悩んでいた。

「……千景」

「ん？」

「いま思いついたヤツが正解」

「やってみよう」

　千景が構えを取る。

　八千代は目を丸くした。千景は右手に木刀を握り、左手にはナイフを逆手で握ったのだ。

「棟方。日本刀は片手用武器ではないぞ？」

「技ぎ研けんで接近戦用の武器を開発中、と鼠そ入いりさんが話していました。できれば軽量化した日本刀を作っていただけないでしょうか」

　八千代はふっと笑った。

「わたしも剣術を修めた身だ。太た刀ちを片手で扱う技術に覚えがないわけではない。ひとまず戦ってみろ。行けるようであれば技ぎ研けんに依頼するし、技も伝授してやる」

　八や千ち代よは手を上げる。

「始めッ！」

　かけ声の直後、勇ましい音色が響ひびき渡る。見学している白しら菊ぎくが、ヴァイオリンを弾ひき始めたのだ。

　千ち景かげがじりじりと間合いを詰める。希のぞむは迎げい撃げきの姿勢だ。

　長い間、希と槍やりの稽けい古こをしているが一度も勝てていない。身体能力では負けてはいないが、技のキレがどうしても一枚上手で超こえられない。加えて、槍が自分に合っていない武器だったのも大きかった。

（……合う武器を持ったとしても、意表を突かない限り、希には負ける）

　作戦を頭の中で練り上げてから、千景はダッシュで槍の間合いに飛び込む。希は待ち構えていた。

「甘い！」

　千景に足払い攻撃をする。空気との摩ま擦さつ音が上がるほどの鋭するどい突きだった。千景は宙返りして足払いを回かい避ひした。希は追い突きをしようと槍を戻すが──、

「──ッ、」

　希は目を瞠みはった。

　千景が空中で回転斬ぎりをしかけて来たのだ。希は身体からだの軸じくを傾かたむけて、間一髪木刀を躱かわした。

「驚おどろいたけど、まだまだ──」

　希の声が止まった。彼の喉のどには、ナイフが据えられている。千景はすれ違うように見せかけて、ナイフでバックアタックしたのである。茂しげ虎とらがヒグマの片目を奪うばったときに見せた、あの動きそのものだ。

　八千代が手を上げる。

「それまでッ！　勝者、棟むな方かた！」

　決着を見越していたかのように、白菊が演奏を綺き麗れいにフィニッシュさせた。

「初めて負けたぁ……」

　希は脱力するように、ぺたんと座った。

　　　　▼・▲

　授業は午後三時のチャイムを以もつて終わった。匍ほ匐ふく前進や障害物走など、ハードな練習をして息の荒い面々を見ながら、八千代が告げる。

「帰りのホームルームは省略とする。帰ってよし」

「夏休みなのに、今日も不当にしごかれた……」

「しつこいぞ、宮みや原はら」

　へとへとの希が寮りようへと歩き始める。白菊は見学をやめ、読んでいた詩集を閉じて日ひ傘がさを差しながら希のぞむについていく。

　千ち景かげも呼吸を整えたあと、帰ろうとした。八や千ち代よが声をかける。

「棟むな方かたは残れ」

　訓練に使う武器を収納するコンテナがある。八千代はそこから木刀を抜いた。

　希が立ち止まっている。

「……どったの？」

「おまえらは帰れ。特に宮みや原はら」

「えーッ、なんでッ!?　なにかするなら見学させてよ」

「宮原は感受性があり過ぎるから、見ただけで技の端はし々ばしに影えい響きようが出る。教えなくても覚えて、そこそこ戦えるのはそのためだ。しかし異なる流派の技を理解もなしに採り込めば、立ち回りに様々な影響が出る。いまは基き礎そを作る時間で、こうした複雑な矛む盾じゆんと向き合うには成熟が足りない。ゆえに帰れと言っている。判わかったか？」

「……うー……」

　不満げな顔をしながらも、希は寮りようへと帰っていった。白しら菊ぎくは慰なぐさめるような曲調でブルースハープを吹きながらついていく。

　その姿が見えなくなってから、八千代は話し始める。

「わたしの修めた流派は、神しん凰おう流りゆう。長なが覆ふく輪りんの太た刀ちというマイナーな武器を扱っている」

「だから木刀の形が違うのですね」

　千景と八千代の持っている木刀は、柄つかの部分まで反った奇妙な形状をしている。刀身のカーブよりも強い湾わん曲きよくがあるのだ。

「武具として用いられたのは、おそらくは鎌倉時代であり、儀ぎ仗じよう用の装飾太刀として神社などに奉ほう納のうされるような品なのだが、うちの流派はこの古ふる臭くさい武器で戦国の世も飄ひよう々ひようと生き延び続け、技を継承していった」

　千景は木刀を持ち、何度か振ってみる。

「先ほど仰おつしやっていた、太刀を片手で扱う技術に覚えがあるというのは……」

「神凰流剣技は、武器の重さや柄の反りを利用してコンパクトに振ることができる。威力は落ちるが、片手使いには適している」

　八千代は突然、グラウンドにあぐらをかいて座った。

「かかって来い」

「座ったままですか？」

「無論。全力でかかって来い」

　千景は木刀を構え、八千代を中心に円を描えがくように移動し、間合いを詰めて真後ろから打ちかかる。

　振り下ろした木刀が当たる寸前に、千景は異常な場所に痛みを覚えた。

（──軸じく足あしの踵かかとッ？）

　気がつくと、彼女は転倒していた。

「…………なッ……」

　転んだ先で、八や千ち代よの木刀が首に振り下ろされる。紙かみ一ひと重えで止まっている。

　千ち景かげは八千代の背後から攻めた。八千代は振り向いていないのに、真後ろから来る千景の軸足の踵に〝見えない〟カウンター攻こう撃げきをかけた。しかも踵というのが、理解できない。普通は足を攻撃されたなら、つま先の側に攻撃が来るはず。

「どうして……」

「その疑問の答えはこれから教えるが、まず一つ大事なことを言おう」

　千景の首に据えた木刀を引き、静かな口調で告げる。

「昔の日本人は、死に体という言葉を使った。死ぬしかないような、あまりに不利な状況のことだ。わたしは座していたので、まさしく死に体であった」

「でしょうね……あっさり負けるとは思いませんでした」

「死に体となれば、相手は自分の優勢を自覚する。おそらく猛もう攻こうに出るだろう。これは窮きゆう地ちである。だが、チャンスでもあると神しん凰おう流りゆうでは考える。〝死に体からの起死回生〟──これが神凰流の極ごく意いだ。敵の方が圧倒的に強い状況、というのを想定しており、勝機がないことを勝機とする。そういった意味では弱者救済の卑ひ屈くつな剣技ではある」

「なるほど……」

「どうだ？　学ぶか」

「わたしに向いている気がします。よろしくお願いします」

　八千代は笑った。

「では、立て。まずは型練習からだ」

　　　　▼・▲

〔こちら、十と勝かち岳だけの様子です。有う珠す山ざんのような大だい噴ふん火かが始まりました〕

　二週間が経過したある日、緊きん急きゆう報道が流れた。

　この放送では、地上から撮さつ影えいした映像が流れている。山の稜りよう線せんから、大きな噴ふん煙えんが噴ふき出ている。火山灰の雲で日光は遮さえぎられ、夕ゆう闇やみのように暗くなっている。何十本のもの雷かみなりが連続的に空を走っている。噴煙や火山灰が摩ま擦さつを起こし、電化を帯びて発生する火か山ざん雷らいという現象だ。現実離ばなれした光景だった。

　誰だれもが脳のう裏りに〝この世の終わり〟というイメージを抱いただろう。しかし口には出さない。現実となるのが怖こわいからだ。

　食堂は静まり返っている。誰もが恐れながらこのニュースを観みている。希のぞむも浮かない顔だ。

「噴火する火山がどんどん増えてる。北海道全体が火山灰の被害を受けちゃうね」

　前の席には千景、その隣となりに白しら菊ぎくが座っている。千景は麦茶を飲んでから答える。

「降りそそぐ灰によって自然界のエサが不足し、鳥ちよう獣じゆう被害はますます加速する」

「新型狂きよう犬けん病びようの感染も増えてるんだよね？」

「農業や畜ちく産さん業の人々は、その被害を最も受けやすい地域にいる。そして北海道の多くの人々は、そうした職業に就ついている」

「このまま被害が増えたら、どうなっちゃうの……？」

　千ち景かげが答えようとするよりも早く、カウンターの向こうにいる八や千ち代よが説明し始めた。

「降こう灰はいのせいで電車は停とまり、飛行機は欠航し、北海道の交こう通つう網もうは慢まん性せい的に麻ま痺ひしている。農業、畜産業は大だい打だ撃げきを被こうむった。そして新型狂犬病の出現で、鳥獣被害問題の深刻さは一層増したな」

　食堂の話し声がやんだ。土木作業員たちも関心があるのだ。八千代の語る言葉は、いま日本人が直面している大問題だ。

「先日も『ネズミに嚙かまれて感染し、人が死んだ』というニュースが流れただろう？　あれは自治体が罠わなで駆く除じよしたが、もっと危険な野生動物も多数存在する。死の牙きばに怯おびえ、北海道の生産力は低下するだろう。野菜を例に取っても、もし北海道の生産が止まれば、国産野菜の出荷量が三分の一近く減ってしまう。自給率は大幅に下がって輸入を増やすしかなくなる。折しも地球温暖化によって世界的な不作が続いており、様々な食しよく糧りよう品の価格が高こう騰とうしている。長く続けば、日本経済そのものが壊こわれる」

　希のぞむが息を吞のむ。

「……そんなに深刻な事態だったなんて」

「これが鼠そ入いりさんの言っていた地じ獄ごく、なのだろうな」

　八千代は洗い物を終え、しっかりと生徒たちに向き合って語る。

「地獄にしないためにも、猟りよう兵へいの仕事があるのだ。速すみやかに脅きよう威いを取り除く頼もしい存在があるのなら、その土地に留とどまろうとする者もいるだろう。心しろ。貴様らの任務が、大勢の人々にとって命いのち綱づなとなるやもしれん」

「命綱……」

　白しら菊ぎくがぽつりと呟つぶやく。

「世界を救う」

「はい？」

「天使様にそう言われた」

「はあ……？」

　希が話題を変えようと唇を開きかけた途と端たん、食堂の天井にあるスピーカーから、不気味な緊サ急イ警レ報ンの音が鳴り響ひびいた。

〔緊きん急きゆう出動要よう請せいです。猟兵小隊のメンバーは武装完了の上、至急本社第四ミーティングルームに集合してください〕

　　　　▼・▲

　本社第四ミーティングルームは、かなり広い。山の頂上にある建物の三階にある部屋で、二〇〇名程度なら余裕で収容できそうだ。机は片づけられていて、雛ひな壇だんの前にパイプ椅い子すが並んでいて、猟りよう兵へいたちはそこに座っている。巨大なプロジェクターのスクリーンと、ホワイトボードが置いてある。

　千ち景かげ、希のぞむ、白しら菊ぎくの三名はプロテクト・スクールウェアを着た上で、ヘッドギアを被かぶり、急所をカバーするアーマーを重ねて、肌の露ろ出しゆつ部分が一切ない状態になっている。さらに、各自違う武器を持っている。

　千景はショットガンだけでなく、技ぎ研けんから試験的に送られて来たセラミック日本刀〈鬼き門もん零ゼロ型がた〉を装備している。形は長なが覆ふく輪りんの太た刀ちをベースにして柄つかが大きく反っている。長めの刀身にも拘かかわらず軽量なのだろう。吊つるすベルトがきつく食い込んでいない。

　白菊は新品のライフルを所持している。希は茂しげ虎とらの形見である山刀ナガサを腰に提さげている。銃じゆうは持っていない。

　鼠そ入いりと八や千ち代よがミーティングルームに入って来る。

「突然だけど、政府から出動依頼が来たので初任務を行うよ。今回は雪せつ辱じよく戦だね」

「雪辱……？」

「今回の任務地は、せたな町ちようだ」

　希が上うわ擦ずった声で問う。

「それって、茂虎さんが死んだ、あの場所だよねッ？　危険な猛もう獣じゆうたちがいるのに」

「猛獣じゃなくて、狂きよう獣じゆう。そう呼ぶことにした。メディアにもその名称で流すから、覚えておいてね。で、話を戻すけど、勝ち目はある」

「どんな勝ち目なの？」

　八千代が腕組みして話し始めた。

「艦かん砲ぽう射しや撃げきだ」

「はいッ？」

　八千代が不敵に笑む。

「狂獣ヒグマと海戦をする」

　　　　▼・▲

「…………冗談かと思ったけど、本当に海戦なんだ……？」

　希が呆ぼう然ぜんとするのも無理からぬ話である。

　任務が開始された。

　いま千景たちはゴムボートに乗っている。普通のゴムボートではない。海上保安庁の所有する高速複合警けい備び艇ていと呼ばれる代しろ物ものである。耐久性の高いゴムの舷げん側そくに、繊せん維い強化プラスチックの艇底を据え、ディーゼルエンジンも備えている。

　ごく一般的なモーターボート程度の大きさなので、操艇を担当する海上保安庁特とく警けい隊員と、猟りよう兵へい三人の合わせて四名が乗っているが、満席に近く、あまり身動きなどはできそうにない。

　希のぞむは透明な樹脂製の軽量盾ライオツトシールドを持っている。

「ねえ、なんで僕だけ盾なのッ？」

　千ち景かげたちはヘッドギアで頭をすっぽり覆おおっているが、そこに内蔵されたスピーカーから、鼠そ入いりの通信音声が聞こえて来る。彼は飛行中のオスプレイの中から指示をしているのだ。

〔希くんは銃じゆうの所持許可の試験に落ちたでしょ？　次は合格しようね〕

「う……あれのせいなんだ」

　千景は座った姿勢でショットガンを構えている。この銃は茂しげ虎とらの形見である。名称は村むら田た銃じゆう。開発されたのが明治時代という極きわめつけの旧式銃だ。

　白しら菊ぎくは寝そべってライフルを構えている。こっちの銃はＨＳプレシジションという会社が出している高性能ライフルである。

　二人が狙ねらっているのは、海岸だ。背の低い岩がん礁しようと道路が見える。道路脇わきには防ぼう波は堤ていはなく、一般道で見かける背の低いガードレールしかない。道路の向こうには数軒の民家があり、その向こうに連なる山々が見える。茂虎たちが狂きよう獣じゆうに襲おそわれた山ではない。もっと南下した場所だ。狂獣たちはここに移動して来ているという。

　警けい備び艇ていから岸に向かっての射撃──つまり、これが〝艦かん砲ぽう射しや撃げき〟であり〝海戦〟だ。

〔さぁーて、そろそろ本番だよ。サイレントホークたちが、しっかりと狂獣をおびき寄せてくれたからね〕

「サイレントホーク？」

　白菊が空を指差す。

　薄うす暗ぐらい曇どん天てんに、三つの機影が見える。機首がのっぺりと丸い、灰色の飛行機である。グライダーのように音もなく飛んでいる。

　胴体も翼つばさも直線っぽくて、お世辞にも格好よくはないフォルムだ。人が乗れるサイズではない。いわゆる無人機ドローンというものだ。

〔サイレントホークは猟兵の〝目〟──任務地を飛び回って狂獣を捜そう索さくするんだ。狂獣の南下を察知したのもサイレントホークのお陰ね。狂獣はもうすぐ現れるよ。いま、そっちにも映像を送るから〕

　ヘッドギアの顔を覆う部分は、フェイスガードと呼ばれている。透明の樹脂で、表面には電子画面が光っている。ヘッドギアは防具であると共に、情報端たん末まつ〈ヘッドＯＳ〉を搭とう載さいしているのだ。ヘッドＯＳの画面に、動画が映った。上空から山を写したもので、斜面を下っていくヒグマの姿をズームで捉とらえている。

　千景が口を開いた。

「二体ですか？」

〔最初確認されたときは三体だったらしいね。誘ゆう導どうに引っかからなかったかな〕

　一機のサイレントホークが低空飛行し、胴体のところから丸いなにかを落とす。道路に落ちたそれは、水風船のように破裂して赤い液体をバラ撒まいた。

〔ああやって豚ぶたの血でおびき寄せているのよ〕

　白しら菊ぎくがライフルのスコープを覗のぞきながら話す。

「そして道路に出て来たところを、撃うつ」

〔そそ！　猟りよう兵へいはボートの上なので安全に狂きよう獣じゆうを始末できる。実に単純明快な作戦でしょ？〕

「でもボートが波で揺れちゃって、全然当たらないような……」

〔普通は当たらないよねえ〕

「ダメじゃん！」

　白菊がスコープから目を離はなして、希のぞむに声をかける。

「心配しないで。わたしなら、当てるから……」

「え……？」

　スピーカーから八や千ち代よの声がする。

〔お喋しやべりはそこまでだ。来るぞ〕

　山の木立の間から、最初の狂獣が現れた。赤茶けた毛皮を持つヒグマである。さらに黒っぽい色のヒグマが続く。さきほどサイレントホークが投下した豚の血を嗅かぎにいっている。白菊は望遠スコープを覗き、千ち景かげは双眼鏡を出して確認する。

（……両方とも大きいが片目ではない）

　千景は、茂しげ虎とらを殺したあのヒグマを探している。

（この手であいつに弾だん丸がんを叩たたき込まねばならない）

　双眼鏡を入念に巡らせる。距きよ離りは三〇〇メートルほど空いている。山の緑を観察し、風速を慎重に測る。双眼鏡をしまってショットガンに持ち替える。風を計算に入れて狙ねらいをつける。が、すぐに狙いは狂った。突然、波が大きくなったのだ。小さい警けい備び艇ていなので波の影えい響きようをモロに受けてしまう。

　千景は、ボートを操っている特とく警けい隊員に頼む。

「もう少し、岸に寄せてくれませんか？」

　ボートは岸に近づく。その距離一五〇メートルほど。

　特警隊員がすまなそうに告げる。

「海面下に岩がん礁しようが隠れている可能性があるので、これぐらいが限界だ」

　千景はスコープを覗き込んだが、彼女の銃じゆうでは的中が難しい距離の上、岸に近づくほど波が大きく立ち、警備艇が揺れて狙いが狂う。

「……当てられる気がしない」

「わたしに任せて」

　白しら菊ぎくはライフルのスコープを覗き、ネジのようなものを回している。

　ぶつぶつ言いながら、片手でオーケストラの指揮者のような仕草をしている。

　希のぞむが訊きく。

「白菊、どうしちゃったの……？」

〔銃口舞踏マズルダンスを始めたんだよ。いま作曲中〕

「えっ？」

〔見ていれば判わかる。射しや撃げき競技界の頂点を極きわめた、白菊ちゃんの本気モードだから〕

　白菊は悩んでいるように眉み間けんに皺しわを寄せてから、不意に自信たっぷりの顔になる。

「曲が舞まい降りた──」

　白菊は鼻歌を奏かなで始める。ライフルを構えて、鼻歌に合わせて銃じゆう口こうを揺らめかせる。ダンスのような華か麗れいな動きだ。希が困こん惑わくの声を上げる。

「銃口をあんなに動かしたら当たらな──、」

　白菊が微笑ほほえみ、指を軽かろやかに動かして引き金を絞った。銃口から解き放たれた弾たまは舞い踊おどるような軌き道どうを描えがいて、先頭の狂きよう獣じゆうの顎あごに当たった。一発では死ななかったが、二発目が頭部に炸さく裂れつし、そこで前のめりに崩くずれた。もう一体が逃げ出す。

　タッ、タッ──とリズミカルに引き金を絞る。狂獣の脇わき腹ばらと胸に二発、立て続けに命中。狂獣は果てた。

「……噓うそでしょ。あんな撃うち方で当たるわけがないのに」

〔白菊ちゃんのマズルダンスは、常識の範はん疇ちゆうを軽く超こえてるから、誰だれにも真ま似ねできないし、原理なんて到底判わからないけれど、作曲が完成したあとに弾だん丸がんが的を逸それる可能性は皆無さ。狙そ撃げき手しゆとして絶大な能力でしょ。欠点と言えば、時間が必要なくらい〕

「〝射撃を作曲する〟なんて、確かに真似できないよね……」

〔──全員、民家を見ろッ！〕

　八や千ち代よの鋭するどい声に千ち景かげが反応する。民家の建物の近くを、黒い影が過よぎった。かなり大きい。

「あいつかッ！」

　千景が銃を構えようとした瞬しゆん間かん、異変が起こった。

　正面の海面から水柱が上がり、そこから槍やりのようなものが飛んで来た。避よける間もなく、千景の顔になにかがぶち当たった。

　　　　▼・▲

「──なッ、」

　槍のようなものが、千景のフェイスガードに突き刺さっている。先せん端たんは針のように鋭えい利りだ。もう少しで右目に刺さるところだった。ずるりと抜けて足元に落ちた。

　千景は足元に落ちて跳ねているそれを見て、戦せん慄りつに駆かられた。

「……魚？」

　ダツ目ダツ科、ダツ──。

　両りよう顎あごが槍やりのように長く尖とがっている魚だ。トビウオの仲間であり、海面ジャンプの習性も似ている。ダツの顎が人体に突き刺さって死亡する事故はあとを絶たたず、サメと並んで漁師が危険視する魚でもある。

　そのダツの目が、真っ赤に染まっている。

「……新型狂きよう犬けん病びようの……魚だと？」

　さらに次々と飛んで来て、千ち景かげの喉のどと肘ひじを掠かすめる。アーマーの装甲パッドが破れる。

　希のぞむが悲鳴のような声を上げた。彼は白しら菊ぎくを守るように立っていて、海に向けてライオットシールドを構えている。その盾に、ダツが何匹も刺さっている。

「大丈夫、シールドなら防げる！　二人とも僕の後ろに隠れて──」

　希が叫んでいる途中で、海面が光った。雷らい鳴めいのような音も聞こえる。

「……海中で雷かみなり？　うわッ、」

　海面を割って、なにかが飛んで来て、シールドに突き刺さった。その衝しよう撃げきで、希がよろける。

「なんだ……ッ！」

　ダツだ。しかしその身体からだは真っ赤に染まり、胸むなびれが飛行機の主しゆ翼よくのような形に変化しているし、尾びれのあったところにジェット機の噴ふん射しや口こうのような穴が空いていて、凄すさまじい勢いで水を噴ふき出している。また飛んで来た。通常のダツの何倍もの速度で飛来し、シールドに刺さる。どうにか止まったが、頭のところまでシールドを突き抜けている。

「途中まで貫通された──それに、この形は？」

　うわずった鼠そ入いりの声が聞こえて来る。

〔冥めい血けつ化だ……〕

「へ？」

〔狂きよう獣じゆうが強い電気刺激を受けて死亡すると、急激な細胞増ぞう殖しよくが起こる場合がある。全身の血があたかも独立した生物のように振る舞まい始め、壊え死しした体組織を再構成して動かし始め、新種の生物を思わせる進化を遂とげる。これらは冥血狂獣と呼ばれていた〕

「つまりゾンビになって進化した、ってわけ……？」

〔一般的なゾンビ像とは違って、この状態になったら余命は数十分単位。映画みたいに世界がゾンビだらけにはならないよ〕

　千景が問う。

「なぜ、もっと早くに教えてくれなかったのですか」

〔冥血化は偶ぐう然ぜんにしか起こせなくて、電気を浴びせても大抵は死んでしまう。兵器として信頼できるほどのものではなかった。ブラッドアイズは、冥血化を確実に起こせるまで研究を進めたみたいだね。冥血化した狂獣は、弱点が脳だけになる。心臓などを撃うち抜いても死なないから気をつけて〕

「魚の脳なんて狙ねらえるわけないじゃないかッ！」

　さらに海面が発光し、雷らい鳴めいが轟とどろく。三体の冥めい血けつ狂きよう獣じゆうが飛来し、希のぞむのライオットシールドに突き刺さり、一体が完全貫通した。まるで弾だん丸がんのようなスピードで抜けていき、希の首筋をかすめていった。負傷はないが、襟えりの装甲はざっくりと抉えぐれた。

「シールドも、プロテクト・スクールウェアも利かない！」

　八や千ち代よが、通信で特とく警けい隊員に命じる。

〔離り脱だつしろッ！〕

　警けい備び艇ていは全速で離脱し始める。千ち景かげは叫んだ。

「まだだッ！　ヒグマの狂獣が残っている！」

　あまりの激しい剣幕に、ライオットシールドで防戦中の希が振り返る。千景の顔には激しい憎ぞう悪おの表情がある。茂しげ虎とらが死んだときに見せた表情だ。

「落ち着いて、千景！」

〔諦あきらめろ、棟むな方かた〕

「あの狂獣は、茂虎さんのカタキだッ!!」

　そう叫んで、千景は海に飛び込んだ。希の悲鳴が聞こえた。ヘッドＯＳの電子画面が狂い、電源が切れる。穴が空いて防水ができなくなったせいだろう。通信音声も途切れた。

　水中を必死に泳ぐ。ダツが迫って来たが、千景はナイフを抜いて近づくそれを何度も斬きり払った。攻こう撃げきを何度もくらった。冥血化はしていなかったので、プロテクト・スクールウェアが防いでくれたが、アーマーの表面に突き刺さるものもあった。新型狂きよう犬けん病びようの致死率は百％──もし貫通されたら死が待っている。だが怯ひるまずに泳ぎ続け、やがて岸に辿たどり着いた。

　ダツ型狂獣は岸の向こうまで飛んで来た。すべてを躱かわしたが、最後に海面が光って、冥血狂獣が飛来する。あまりに速く、避よけられない。

　だが、千景に当たる直前、ダツは真っ二つになって地面に落ちた。

「なんとか当たったか……ッ」

　千景は抜刀している。抜きざま、ダツに斬りつけたのだ。

〈陽かげ炎ろう扇せん花か〉──手首のスナップを利かせてコンパクトに武器を回転させ、相手を引き斬る、神しん鳳おう流りゆうの技だ。

　八千代が模擬戦で見せた〝見えない攻撃〟も陽炎扇花である。刃やいばの戻り際ぎわに斬るので、不意を打たれた相手が攻撃に気づいて目を向けた瞬しゆん間かん、もう刃はその位置にない。見えないのではなく、見み難にくくするだけである。剣のスピードで勝まさる相手にも、知恵で戦う。弱者救済という、神鳳流の理念をよく表した技だ。

　千景はさっき狂獣を目撃した民家に辿たどり着くと、海水の溜たまったヘッドギアを捨て、ショットガンを構える。

　家の庭に入る。大窓のガラスが割れていて、開けっ放しになっている。

「さあ出てこい……わたしはここだ。獲え物ものが欲しいだろう？」

　ギシ、と床板の軋きしむ音がした。狂きよう獣じゆうはおそらく屋内にいる。

「茂しげ虎とらさんの無念を、わたしが晴らす」

　足音が近づいて来る。引き金に指をかける。

　姿が見えた途と端たん、千ち景かげは引き金を絞った。弾だん丸がんは獣けものの首に命中した。

　ヒグマではない。エゾジカだ。血を撒まき散らしながらその場に倒れ伏す。

「──くそッ！」

　千景はショットガンを乱暴に投げ棄すてる。

「なぜだッ!?　わたしには復ふく讐しゆうも許されないというのか！」

　だが、その刹せつ那な。家の裏にある藪やぶが鳴り、ヒグマ型狂獣が飛び出て来た。

「なッ」

　待ち伏せである。千景の銃じゆうはいま足元に転がっている。しかも旧式銃だ。一発撃うったら、次の弾たまを手で込め直さないといけない。狂獣が近過ぎて弾を込める時間はない。

（刺し違えるしかない──）

　セラミック日本刀を抜き、〈円えん月げつ天てん上じようノ段だん〉というフルスイングの技で狂獣に斬りつける。首筋に命中したが、フルスイングといえど所しよ詮せんは片手攻撃である。ヒグマの突進を止めるほどの威い力りよくはなかった。死を喚よぶ牙きばが、千景に迫る。

（……ここまでか）

　だが──狂獣の動きが、突とつ如じよとして止まった。

　その口に、山刀ナガサの槍やりが突き刺さっている。口から脳までを貫つらぬく、完かん璧ぺきな一いち撃げきだった。

　やったのは希のぞむだ。千景が海に飛び込んだあと、ダツのジャンプ攻撃の勢いが弱まったのを見計らって、彼も海に飛び込んだ。そしてようやく追いついたのだ。

　ヒグマの喉のどから脳へと突き入れる槍の構えは、在りし日の茂虎の見せたものとまったく同じである。しかも彼の持つ槍の柄えは、民家に置いてあった長なが箒ぼうき──。

　千景の脳のう裏りに、茂虎の面おも影かげが蘇よみがえり、猛たけり狂っていた心が急激に冷めていく。

　崩くずれるように倒れた、ヒグマの骸むくろを見つめる。茂虎を殺した、あの片目のヒグマではない。彼女は復讐すら成し遂とげていない。命までなげうったが、得たものはなにもない。

（わたしはいま、愚ぐ行こうを犯した……）

「カタキ討うちなんてやめてよ。茂虎さんが、そんな決着を望むと思う……？」

　希の言葉に、返す答えなどなかった。千景は、ただ項うな垂だれた。

「こんな鬼おにみたいな戦い方していたら、いつか消えちゃうよ」

「…………希……」

「戦いたいなら、戦えばいい。もう止めないよ。でもね、茂虎さんの最さい期ごを思い出して。笑って戦え、そう言ったじゃないか……」

　千ち景かげは、セラミック日本刀を手放した。

「すまない……」

　　　　▼・▲

　任務は終了した。

　空は暗くなっているが、照明車両とヘリのライトが周辺を明るく照らしている。

　周囲にはでっぷりした完全防護服を着て、ガスマスクをつけた人たちが作業中である。狂きよう獣じゆうの骸むくろを火炎放射器で灼やいたり、薬品を散布したりしている。

　彼らは防護隊──正式には特殊武器防護隊という名だ。核かくや生物化学兵器などが使用された状況に対応できるよう作られた部隊である。

　防護隊がいましている作業は防ぼう疫えきだ。病原体を炎や化学薬品で滅めつする目的で行われる。猟りよう兵へいは、防疫が終わるまで現場を離はなれることはできない。

　二人は集落から少し離れた道路に座っている。

「千景があんな怖こわい顔をするようになった、きっかけの日があるよね？　話して」

「茂しげ虎とらさんと知り合った経けい緯いを話したろう？」

「覚えてるよ」

「あの頃ころと同じ時期だ。わたしは何度か茂虎さんの狩りに同行していた。その日も、罠わな猟りように同行していた。帰る頃にはすっかり暗くなっていた。わたしが家に帰ると、父さんの身体からだはバラバラに食い散らかされて台所に散らばっていた」

　あっさりと語られた言葉が衝しよう撃げき的過ぎて、希のぞむの顔が血の気を失う。

「家中血まみれで、小こ熊ぐまがわたしの両親を美お味いしそうに食べていた。母熊はいなかった」

　希は相づちも打てない様子だった。顔を歪ゆがめている。あまりにもショックだったのだろう。

　千景は続ける。

「わたしの母さんは生きていた。しかし、わたしがためらったせいで手遅れとなり、死んでしまった。死んだ両親を見つめながら、わたしの心に宿った感情は、自分でも制しきれないほどの憎しみだった──」

　千景は自分の顔を摑つかむように持つ。爪つめを立て、指が沈しずみ込むぐらいに力を込める。

　希は無言だ。なにを言っても慰なぐさめにはならない。そう察したのだろう。

「わたしは包丁を手に取ると、小熊に歩み寄った。そこから先の記き憶おくは曖あい昧まいだ。気づくと、わたしの前にはズタズタに引き裂かれた小熊の骸があった。しばらく経たって母熊が襲おそって来たが、茂虎さんが駆かけつけて倒してくれた。わたしは憎ぞう悪おに支配されていた。殺してやる。殺し尽くしてやる、と口走って母熊を刺した。そのとき茂虎さんはこうたしなめた。『憎しみを込めて武器を握るなら、わたしの戦いを許さない』と。あの日から、笑えなくなってしまった。自分に感情があるのかすら判わからなくなった。わたしは人間らしさを偽いつわっている。心がないのかもしれない。判らないのだ。憎しみだけが確かな感情だ。茂虎さんの言いつけを守るのなら、銃じゆうを握ることさえ許されない……」

　希のぞむは微笑ほほえんで首を振る。

「僕の勘かんは当たるって、千ち景かげも知ってるでしょ？」

　希は顔を上げる。涙を目に溜ためながら、微笑みを浮かべた。

「笑顔になれば、千景は消えなくて済む。僕の勘はそう言ってる。だから、なくしちゃった笑顔を一緒に探そうよ」

「希……」

「おーい、お二人さーんお待たせ！　もうすぐ帰れるよ！」

　鼠そ入いりの声だ。白しら菊ぎくと一緒に大きな警けい備び艇ていに乗っている。希が、空を指差した。

「千景、流れ星！」

　彼女は空に目を向けたが、見逃してしまった。

　だが、それでもよかったかもしれない。流れ星よりも綺き麗れいな、満天の星がそこにはあったからだ。
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　藤とう堂どう奏そう也やは勝ち気だった。そして生意気でもあった。

　駆かけっこでは希のぞむと張り合い、腕ずもうでは千ち景かげと張り合った。鬼おにごっこで負けている日は、陽ひが暮れても続けようとした。

『逃げるのかよッ！　まだ勝負はついてないぞ！』

　涙ぐんだ目をしながらそう怒鳴りつけて、希や千景を困らせた日もある。

　そんな彼が高校生になり、穏やかな性格に変わっていったのには理由がある。




　登校開始の一時間前──。

　いつものようにトーストとサラダの朝食を摂とり、習慣でテレビを点つけると、その画面に信じられないものが映った。

　希と千景が戦う映像だ。二人は海上保安庁のボートに乗っていて、軍服をアレンジしたような制服の上にアーマーやヘッドギアを着けており、銃じゆうや盾を武器にしている。ヒグマを撃うち殺したところで映像は終わった。

　奏也はコーヒーカップを取り落とした。

　政府主導の討伐防ぼう除じよ隊が成し得なかった狂きよう獣じゆうの撃げき退たいに、猟りよう兵へい社しやが成功したという報道だった。あの電波ジャックの際に現れたすべての狂獣を駆く除じよしたわけではないが、無人機ドローンによる捜そう索さくを徹てつ底てい的に行い、せたな町ちようの安全は確認されたとのことだ。避ひ難なん住民は一時帰宅を許された。

「リベンジに成功したってわけか」

　誇ほこらしいと思ったが、同時に妙な感情が胸によどんだ。浮かない顔になりながら、テーブルに流れたコーヒーの後始末をした。

　　　　▼・▲

　特進コースの授業は速いペースで進む。教科書を早めに終わらせれば受験対策に移れるからだ。バイトは禁止、部活は禁止されてはいないものの、誰だれもしない。

　一流大学に合格する。それが特進コースを選んだ者の使命である。迷うことなど許されない。

（千景や希は夢に向かって進んでいる。俺はどうだ？　なにに向かって進んでいる……？）

　父親の期待に応こたえるために、医学部への道を歩んでいる。

　彼が高校生になり、穏やかな性格になった──というのは、実は表面的なものだ。父親には逆らえない。だから、自分の気持ちを押し殺して、服従して生きている。

　周りを見回す。誰もが集中して勉強に取り組んでいる。先生の教え方も熱心だ。

（この場所では勉強がすべて。これが俺の人生か……）

　希のぞむとの会話を思い起こす。

『ふーん、奏そう也やは医学部を目指してるんだね』

『親おや父じの跡あとを継つぐことを期待されているからな』

『期待されてるから目指すんだ？　それって自分の意志がなくない？』

　批難の言葉ではない。率そつ直ちよくな意見だ。なのに、奏也の心には引っかかっている。

（息が詰まりそうだ）

　チャイムが鳴る。奏也はホッとした顔で教科書を閉じた。

　　　　▼・▲

　昼休みに中庭に出た。希たちと話したベンチを見かけて、奏也の顔が曇くもる。

　あのベンチは、いま火山灰に埋もれて座れないような状態だ。中庭の木も何本か枯れかけている。雑草すらしおれて、灰の中に埋まっている。

　まだ葉の枯れていない木の下に四人の生徒が集まっていて、深刻そうな話をしている。全員、奏也と同じクラスだ。通り過ぎるときに、その会話が耳に入る。

「今朝、吉よし田だが泣いてた理由ってなに？」

「父親が死んだってよ。農作業で獣けものに襲おそわれて、例の病気だよ」

「火山灰の問題もあるし、もう農業や畜ちく産さんは終わりかも」

「俺たちは特進コースだから、まだ幸運だ。そういう職につく以外の選択肢があるから」

「本土の大学に行って、向こうで就職したい」

「できるわけないだろ。北海道は閉へい鎖さ地区になったんだ。俺たちは囚しゆう人じんだよ。どんな状況になっても、ここから逃げ出せないんだ……」

　一人が奏也に気づいた。

「藤とう堂どうだ」

「あいつはいいよな。成績よくて、親が医者で、金持ちでさ。あの検けん疫えき所は金持ちと外国人はパスできるらしいぜ。いつでも北海道を棄すてて、どこにでも行ける」

「聞こえるように言うのやめなよ」

　奏也は聞こえないふりで通り過ぎたが、無視されたのがしゃくに障ったのか、一人がさらに言った。

「普通科の宮みや原はらと棟むな方かた、藤堂の友達だったよなあ？　高校生なのに銃じゆうなんか持ってさ。獣を何匹か倒したくらいでヒーロー扱いかよ。くっだらねえなあ」

　奏也が足を止めた。

「ねえ、やめてよ」

「大丈夫だって。あいつが怒おこったとこなんか見たことないだろ？　女子の前で格好つけてるから怒れねーんだ」

　そう笑い飛ばしてから、奏そう也やに声をかけて来る。

「なあ、藤とう堂どう。マスコミは〝猟りよう兵へい社しやが日本を救う〟なんて言ってるけど、二、三匹狩ったところで焼け石に水だろ？　宮みや原はらは可愛かわいいし、棟むな方かたも美人だし、ああいう変わったことをしてテレビに映れば有名になれるもんな。ホント下心見え見えっつーかさ。藤堂もさあ、くだらねーって思うだろ？　いかにも普通科の連中が考えそうな発想だ」

　奏也が振り返った。その目には、いつもの彼にない鋭するどさがある。小学生のとき、彼は勝ち気だった。そして生意気でもあった。その頃ころの目を、いまの彼はしている。

「……おい、なんだよ」

「取り消せ」

「は？」

「希のぞむと千ち景かげは、そんな低俗な理由で猟兵社に入ったんじゃない。クソみたいなおまえと一緒にするな」

「はあ？　なに言ってんだよ。ああ。そういやおまえって、女子が告っても断り続けてるんだっけか。どうせ棟方と寝たんだろ？　悪かったな、彼女をバカにし──」

　最後まで言わせず、奏也は男子生徒をぶん殴っていた。

　　　　▼・▲

　高校の近くに、高い塀へいに囲まれた施し設せつがある。屋外競技場の一画にある弓道場だ。奏也はこの場所でアーチェリーの練習をしていたが、いつしか行かなくなった。

　だが、あのケンカで相手を病院送りにして三日の停学をくらったあと、また練習を再開した。

　今日も放課後に、弓道場へと来た。その弓道場は、射しや撃げき場じようのように細長い形のホールであり、奥の壁かべには的が一〇個並んでいる。床には、灰色の繊せん維い床材が敷しき詰められている。的までの距きよ離りは一八メートルと、かなり長い。

　昔は、この施設に屋根がなかった。いまはプレハブの屋根がついている。灰対策として急ごしらえで増設したのだろう。

（……灰のせいで、どこも大変だな）

　矢が飛び越えないよう高く作ってある白い壁と、仮設屋根の間は大きい隙すき間まがあり、そこから灰が入って来ている。奏也が射ると、床に積もった灰が、矢風でふわりと舞まい上がった。

「おおい、藤堂くん」

　別のレーンでアーチェリーを練習していた小太りな男性が声をかけて来る。奏也は練習をやめて駆かけ寄った。

「なんでしょうか？」

「まだ先の話なんだけどね、秋口頃にはこのアーチェリー育成会を解散しよう、って話になっているんだ」

「……えっ」

　奏そう也やはいま育成会に所属している。生徒同士でするいわゆる部活ではなく、一日利用券を買って行うレジャークラブである。周りで射ている面々は大人ばかり。いま話している育成会の会長も四〇代だし、他ほかもそのくらいだ。

　この施し設せつを高校生が利用するには、大人の指導員が必要というルールがある。育成会があったから利用できていたのだが、なくなったら利用できなくなる。

「入ってもらったばっかりなのに、すまないねえ。あの仮設屋根じゃ冬場は危ないってことになってね。中央体育館は屋内施設に改築するみたいだから、アーチェリー自体はそっちで続けられるよ。育成会の名前がなくなるだけさ」

「寂さびしいですね」

「まあ、そうだけどね……原野に近いところはもっと大変だよ。僕の親しん戚せきもね。子供が通学途中に獣けものに襲おそわれそうになって。助かったんだけど、もう怖こわくて住めないから、札幌のアパートを探したんだって。そしたら家賃が高こう騰とうしちゃってて引っ越しもできなかったそうなんだ。安全な市街地で、こんな風に趣しゆ味みを続けていられる分だけ、まだ幸運だよ」

　会長の言葉に、胸が詰まった。

（生活が壊こわされてしまった人々だっているのに、俺はこんなところでなにをやっているんだ）

　希のぞむたちは人々の生活を守るため、命がけで戦っている。それをバカにした生徒を殴りつけた奏也ではあるが、なにもしていないという意味ではあの生徒と変わらない。

　希たちが行ってしまったあの日。奏也は希たちを止めようとした。だが、ついて行かなかった彼の方が、よっぽど後悔しているではないか。

　育成会の別のメンバーが、口を出す。

「会長さん、学生さんをしんみりさせてどうすんだ。ほら、あの話もして」

「そうだった！　新メンバーが増えるんだよ」

「へえ……」

「まぁ、解散しちゃうところにメンバー増えてもアレなんだけどさ」

「だから、会長さん。そういうのやめなよ」

「はは……ごめん。今日顔を出すから、見かけたら挨あい拶さつしてね」

　話は終わり、メンバーはまた練習に戻った。

　奏也は矢を放つ。動作はゆっくり。一本放つのに何分もかける。アーチェリーは命中精度のみを追求する競技なので、どれだけ丁てい寧ねいにやってもやり過ぎではない。

（俺は、なにをやっているんだ……）

　彼がアーチェリーを始めたのは、茂しげ虎とらに憧あこがれてのこと。いつかハンティングができるようになれば、という淡あわい希望もあった。

　しかし、のちに日本の法律では狩しゆ猟りように弓矢を使えないと知った。どれだけ練習してもハンティングはできないのだ。

（アーチェリーを続けても無意味だ。なのに、どうして俺は続けている……？）

　射尽くしてから全員で矢を取りにいき、シューティングラインに戻って来る。

　入り口の辺りが騒がしい。目を向けると、育成会のメンバーが集まっていた。人の輪の中に、誰だれかがいる。

（新人か。挨あい拶さつしないと──）

　挨拶をしようと近寄ったが、新人の顔が見えた途と端たん、彼は凍りついた。

　黒のスポーツウェアに身を包んだ壮年の男だ。ごつごつとした強こわ面もてで、筋骨隆りゆう々りゆうの巨きよ軀く。佇たたずまいには圧倒的な風格がある。相手を追い詰めるような独特の緊きん張ちよう感を漂ただよわせている。

「……──親おや父じ……」

　紛まぎれもない。育成会の新メンバーは、奏そう也やの父親である。

　　　　▼・▲

　育成会のメンバーとの話を終え、父と子は隣となり合ったレーンで練習を始める。

　周りが射始めたので、奏也も準備姿勢を取る。

　父は先に構えていて、流れるような動作で矢を放つ。威い力りよくのある弓を使っている。的に突き刺さる音も雷らい轟ごうのように勇ましく聞こえる。

　奏也の父は大病院の院長、理事を歴任し、いまは理事長をしている。富豪であると共に名士でもあり、様々な分野に顔が利く。のちのちは政界に打って出るだろう。

「久しぶりに射たが、覚えているものだな」

　奏也は自分の弓を見て、その貧弱さに悔しさを覚えた。

「我がアーチェリーで国体まで行った過去を知って、大成できると思ったか？」

「なにしに来たんだよ」

「停学の件は聞いた」

「なら、停学になった日に来るのが筋だろ。二週間も放置して、いまさらなんの用だよ」

「鼠そ入いりという男が挨拶に来た。ヤツはこう言った。貴様を猟りよう兵へい社しやに招き入れたい、とな」

　奏也の顔に動どう揺ようの色が広がる。父は静かに観察して呟つぶやく。

「やはり猟兵社への道が、貴様の望みなのか」

「だとしたら、なんだよ……？　あんたが命じたんじゃないか。俺は医者の道なんて望んじゃいない。ヒグマに襲おそわれたあの日、俺たちを守ってくれたあの背中を目指したいと思った。それが俺の夢だよ。あんたが叩たたき潰つぶそうとしている、ちっぽけな夢だよ」

　奏也の声が、わずかに涙声のような響ひびきを帯びる。

「判わかってるさ。どうせ思い通りにするんだろう。あんたはいつもそうだ。俺を追い詰めて、俺の夢を打ち砕いて来た。今度もそうしろよ」

「……力を示せ」

「力？」

「我が道を征ゆくのならば、力を示せ。貴様を追い詰めたのは、覚悟を見るためだ。生半可な覚悟でなにをしようが大成などできん。貴様は常に安易な思いつきで手を出し、弱い気持ちを我に見抜かれ、問い詰められては諦あきらめる。貴様の夢を尽ことごとく打ち砕いて来たのは、我ではなく、貴様の弱い心だ」

「弱い心──」

　思っても見なかった。自分の夢が叶かなわないのは、横暴な父のせいだと思っていた。しかし思えば彼は、父の前で何度も諦めて来た。あのとき諦めずに食い下がって決意を示せば認めてもらえたかもしれない、という可能性をまるで考えなかった。

「貴様はいまから、死の牙きばを持つケダモノと対等に渡り合える力を証明せねばならん。チャンスは一度。成し遂とげられれば転校を認めよう。だが、失敗したのなら、我に人生を委ゆだねよ」

　そう告げた後、父は弓道場を歩み去っていった。

　　　　▼・▲

　その日から奏そう也やは変わった。

　寝る間も惜しんでジムに通い、肉体改造をした。元々スポーツは万能のタイプだ。見る見る筋肉が引き締まり、動きも素早くなっていった。格かく闘とう技ぎも習い、フットワークという、足を使って避さける技術が高いことが判わかり、それを活いかそうとパルクールというアクロバティックな身体移動術を学び、高い塀へいに片手だけついて回転ジャンプしながら乗り越える、などという離はなれ業わざまで会え得とくしていった。

（体力面での不安は解消した。だが、俺の最大の武器は頭脳にある）

　自然科学、登山、気象学、植物学、動物学──ネットで情報を集めつつ、ありったけの本を取り寄せ、ハンティングに必要な知識を頭に叩たたき込んでいった。現代戦における軍隊戦術なども学んだ。実際の立ち回りが知りたくなり、軍事インストラクターを家庭教師として招いた。

　インストラクターは、フランス傭よう兵へい部隊にいた人物だ。近接射しや撃げき戦や格闘などを教えてくれたが、たまに妙なことを始めた。この日の訓練も妙だった。

　奏也の家のテーブルに、ゲーム盤ばんを広げたのだ。

「……チェス、ですか」

「そうだよ。人間相手の戦いってのは、読み合いなんだ」

「訓練にしてはクラシック過ぎませんか？」

「古びたものをバカにしてはいけない。チェスは古代人が実際の戦争を元にして作ったゲームなのだからね」

「やれと言われればやりますけど、僕は負けたことがありませんよ」

「これを使うとどうかな？」

　インストラクターが掲かかげてみせたのは、ストップウォッチだ。

「君の思考時間は一手につき五秒。この時間内に動かす駒こまへ手を触れてなければ負け。僕の思考時間は無限」

「……はあッ？　そんなの不条理じゃないですか」

「戦場では不条理が当たり前だ。向こうが作戦を練って行動している場合もある。ハメられた状況を覆くつがえすのに、用意された時間は数秒ってこともある。君はそんな状況で、相手に『不条理だ』と主張して殺されるのかい？」

「……貴方あなたの言う通りですね」

「戦術は卓上で練られる側面もあるが、僕らに必要なのは〈眼め〉なんだ。一いつ瞬しゆんで敵の使う戦術を理解し、理論上の穴を見抜く。これを〈戦術眼〉という。敵と戦うのならば、ぜひ身につけてもらいたい能力だ」

　この日から、訓練終わりにチェスの早指しをするのが日課になった。最初はインストラクターに負けていた奏そう也やだが、徐々に勝ち始めた。五秒の思考時間が四秒になり、三秒になったがそれでも勝った。最後にはストップウォッチが要いらないほど思考時間が早くなった。

　チェスの最中に、インストラクターが訊たずねて来た。

「君はなにか得意な武器があるかい？」

「アーチェリーを習いました」

「スポーツハンティングはかろうじてこなせるけど、戦争の役には立たないだろうね」

「どうしてですか？」

「ラース・アンダーセンという人物の動画を探すといい。そこに答えがあるよ」

　助言に従い、動画を探して視し聴ちようした。

　進むべき道が、突然開けたような気がした。

　　　　▼・▲

　朝あさ靄もやの薄うすくかかった弓道場に、奏也の姿がある。トレーニングウェアを着ていて、顔や腕に絆ばん創そう膏こうを貼はっている。目には子供の頃ころにあった荒々しさや生意気さが復活している。つけているグローブには血が滲にじんでいる。

　その目が開いた。奏也の父が弓を持って歩いて来る。怪け訝げんそうな顔だ。

「このゴミは？」

　父が訊きいているのは、シューティングラインに散らばって置いてある椅い子すや机だ。机は立ててあったり横にしてあったりする。射る場所にあるので邪じや魔ま過ぎる。

「障害物です」

「なぜ障害物を……？」

「力を証明するためです」

　父は奏也の手にある、弓へと視線を向ける。奏也の弓はシンプルだ。よけいな装飾など一切ついていない短めのものである。

「重そうだが、引けるのか？」

　奏そう也やが頷うなずいたのを見て、父は奥へと移動した。奏也は深呼吸して集中力を整え、弓を構えた。父の表情が変わる。

「なッ、」

　奏也は横に歩きながら射始めた。現代アーチェリーにおいては、射しや撃げき中に歩くなど考えられない行こう為いだ。動くことで、手元がブレて命中精度が落ちる。だから歩くという要素を排除したのに、奏也はそれをやっている。だが、的には命中させている。

　しかも連射している。一発につき一秒もかかっていない。あまりに自然で、あまりに早過ぎて、射るという動作さえしていないように見える。

　障害物の机が行く手を遮さえぎると、奏也は片手をついて宙返りする。パルクールの技だ。転がって着地する動作の中で、同時に矢を放って命中させる。そのあと椅い子すを使ってジャンプして、空中にいる間に矢を放ち、当てた。

　次のショットに移ろうとした刹せつ那な、弓道場の横にある道路の方から女の悲鳴が聞こえた。奏也は射撃を止める。

　奏也と父は顔を見合わせると、弓道場の外に出た。

　二車線の道路の向こう側に七階建てのビルがあり、その駐ちゆう車しや場じように野生動物の姿が見える。キタキツネだ。普段なら人を見たら逃げていくような動物であるが、真っ赤な目をしていて、駐車している車に向かって攻撃している。車内にいる人が泣き叫んでいる。

　キタキツネは全部で三体。すべてが新型狂きよう犬けん病びように感染している。もはや大都市の札幌でさえ、安全ではないのだ。

　悲鳴を上げた女性が、必死の形相で逃げて来る。一体の狂きよう獣じゆうに追われている。

（弓による狩しゆ猟りようは違法だけど、この状況じゃ射るしかない……）

　奏也と父は射撃を開始したが、狂獣は突とつ如じよとしてジグザクに走って矢を避さける。

「躱かわしたッ!?」

「野生動物なのに飛び道具を理解しておるのかッ？」

　父は動どう揺ようし、狙ねらいをつけられなくなったが、奏也は違った。

（凶暴化して我を失ってるはずなのに、目の使い方は冷静だ……知能があるのか。キタキツネ、ではない。人間相手として考えるんだ）

　そう考えた途と端たん、軍事インストラクターと行ったチェスの早指しを思い出した。奏也の口元に不敵な笑みが浮かぶ。

（人間相手であるなら、あれが役に立つ）

　迫って来るキタキツネに対して二発連射する。

　キタキツネはタイミングよく横に跳とんで躱したが、三発目は弦つるを引き絞ったあと、射るのを止める。横に跳んだキタキツネが、驚おどろきに目を剝むく。フェイントだ。本来なら野生動物が引っかかるような技ではないが、知能があるがゆえに引っかかったのだ。

　素早く狙ねらいを変えて射る。キタキツネの腹に突き刺さり、前のめりに転げさせた。

　父が感かん嘆たんする。

「相手の手の内を読み切ったか」

「親おや父じ、この人を連れてドアに入ってください。俺が倒します」

「だが、」

「俺ならやれます！　信じてッ！」

　父は一いつ瞬しゆん迷ったが、息子の目を見て頷うなずき、女性をロビーに誘ゆう導どうして扉とびらを閉める。

　残り二体のキタキツネが襲おそいかかって来る。奏そう也やは屋外競技場の外がい壁へきを走って回かい避ひする。これはパルクールの技〈ウォールラン〉──文字通りの壁かべ走ばしりである。

　意表を突かれたキタキツネは一瞬走りを止めたあと、また追つい跡せきを開始する。奏也は腰ほどもある植え込みを、パルクールの〈フロントフリップ〉──一般的には〝前転宙返り〟として知られるその技で越える。着地してすぐに屈かがむ。

　そして植え込みを割るようにキタキツネが飛び出たところを、一いち撃げきで射い殺ころした。植え込みが邪じや魔まで奏也の狙いが見えなかったのだ。奏也はそこまで読んでいる。

　しかし、最後のキタキツネは、別の方向にある植え込みをジャンプで越えて来た。それも奏也は読み切っていて、そちらに弓を向けている。

「素晴らしい一手だが、俺の方が上うわ手てだったな──」

　特訓の日々は、奏也の能力を開花させた。

　彼は狂きよう獣じゆう相手にも揺らぐことのない、卓越した〈戦術眼〉を身につけたのだ。

　キタキツネが、驚おどろきに目を剝むく。奏也は弓に三本の矢をつがえている。

「チェックメイトだ」

　矢を三本同時に発射する。咄とつ嗟さに右に跳とんで躱かわそうとするが、その方向にも矢は飛んで来ていた。腹に突き刺さって倒れ、動かなくなる。

　父がドアを開けて近づいて来る。

「力を証明するのは、また今度に……」

「我もアーチェリーを修めた身ゆえ、どれだけその道を究きわめようとも実戦で役に立たぬことぐらいは知っておる。貴様は実戦に使えるよう、中世の弓兵アーチヤーの技術を復活させた」

　父は笑った。

「九く頭ず竜りゆう学がく園えんへの転校を許そう」

　一瞬きょとんとしたあと、奏也の顔に喜びの色が広がった。

「よっしゃあァ──ッ！」

　奏也は弓を強く握り締め、感かん極きわまった叫びを上げた。
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　六年前──。

　当時の十六夜いざよい白しら菊ぎくに、鏡は必要なかった。物心がついてからはずっと、目の前に同じ顔があったからだ。

「今日も綺き麗れいだよ、白菊」

「ありがとう。白しろ金がねも綺麗よ」

　白菊の頰ほおに、手を添そえている少年がいる。十六夜白金。白菊とまったく同じ顔だ。髪も長く、少年であることさえ判わからないほど中性的で美しい。異なる点は一つ、白金の目の下にホクロがあることだけ。泣きボクロと呼ばれるそれは、白金の美しさを切なく彩いろどっている。

　白菊と白金は、双ふた子ごの兄妹きようだいだ。いま同じベッドの上にいる。二人とも裸はだかだ。起き上がって相手の髪を梳とかし合い、お互いの身み支じ度たくをしている。

　白菊が奇妙な行動を始めた。白金の耳や首筋を舐なめ出したのだ。白金は止めるでもなく、軽く微笑ほほえむ。

「どうしたの？」

「猫の愛情表現」

「そう。なんかくすぐったいね」

　白菊は、白金の目の下にあるホクロを舐める。白菊はこのホクロが大好きだ。白金の一番の魅み力りよくだと思っている。

　召使いの声がかかる。

「お食事の準備ができました」

「ほら、白菊。服を着よう」

「ええ」

　双子は互いに服を着せ合ってから食卓に向かう。家は大きな邸やしきである。日本とは思えないような洋風の造りで、床は赤あか絨じゆう毯たん。調度品はすべてアンティークである。

　辿たどり着いたのは広間。白菊は長テーブルの右側の席に座り、白金は左側の席に座る。

　テーブルの一番奥には、老人が座っている。呼吸器と薬品投与のチューブをつけられ、心音などをモニタリングする医い療りよう機器が置かれている。顔は死人のように青ざめている。

　双子が席につき、食事を始めたあと、老人が唇を動かした。横に立っている執事がその動きを読み取って、告げる。

「ご主人様は、白金様の近況を訊きいてらっしゃいます」

　白しろ金がねが答える。

「学業は順調です。お父様のような立派な射しや撃げき選手になれるよう、練習も怠おこたりません。全日本ジュニアビームライフル射撃競技大会というところで優勝致しました」

　老人は震ふるえながら頷うなずき、白しら菊ぎくを見て唇を動かした。執事が問う。

「ご主人様は、白菊様の近況を訊きいてらっしゃいます」

　白菊が答える。

「学業は順調です。お母様のような立派な音楽家になれるよう、練習も怠りません。日本クラシック音楽コンクール全国大会のヴァイオリン部門で優勝致しました」

　老人は震えながら頷いた。老人の唇の動きを読み取って、執事は告げる。

「ご主人様は、こう仰有おつしやっております。銃じゆうと、音楽。それぞれの道を精しよう進じんせよ、と。それが亡くなったご両親への手た向むけになるであろうと」

　はい、と同時に返事をして、双ふた子ごは食事を続けた。老人が息を引き取ったのは、その二日後であった。

　　　　▼・▲

　双子は邸やしきの主あるじとなった。奔ほん放ぽうに暮らし、兄と妹の歪ゆがんだ関係性はますます強くなった。中学に進んでも友達や恋人を作らず、互いが依い存ぞんしていった。

　学校から帰り、白金は邸やかたの庭にある練習場で銃を撃うっている。競技用空気銃だ。彼が撃つ横で、妹がヴァイオリンを奏かなでている。ヴァイオリンソナタ〈第九番〉イ長調。白金の好きな曲である。

　白金は苦戦しているらしい。ライフルの弾だん丸がんが風に流されるためだろう。彼の放った弾たまは、どれも的の中心をわずかに逸それている。わずかだが、そのわずかすら、彼には気になるのだ。

「ねえ、白菊」

「なあに」

「僕らは家族の消えた邸に住んで、亡ぼう霊れいの決めた約束を守っている」

「そうね」

「白菊は疑問を感じない？」

「どうでもいい。白金がいれば、世界は色づくから」

「僕にはどうでもよくはない。僕らは一つなんだと思っていた。一つの魂たましいとして生まれるべきだったものが、なにかの間違いで二つに割れてしまったのだと」

「そうね。そう思う」

「違う。君だけが偉大なんだ」

　白菊は演奏を止やめ、白金を見る。兄は哀かなしそうな顔をしていた。

　　　　▼・▲

　二週間後──。

　白しら菊ぎくはヴァイオリンのコンクールに参加している最中に、白しろ金がねが倒れたとの報告を受けた。

　病院に駆かけつけた。面会謝絶状態だった。すぐに医師が白菊のところに来た。彼は、祖父や母親を殺した病気の名を出した。この遺伝病は、十六夜いざよい家の多くの人物を死に追いやっている。

「手は尽くしましたが、もはやどうにもならない状態です。意識があるうちにお別れをするといいでしょう」

　朝はなんともなかった白金が、変わり果てていた。顔は死人のように青ざめており、目は輝かがやきを失っている。薬品投与のチューブに繫つながれていて、呼吸器をつけており、身動きすることすらできない様子だった。

「白菊……」

　呼吸器によって歪ゆがめられた声は弱々しく、いまにも息絶えそうだ。

　白菊は、白金の顔に手を添そえる。

「死なないで。わたしは、貴方あなたがいなくては生きていけない」

「これでいいんだ」

「なにがいいの？」

「白菊は僕が功績を作るまで待って、自分も功績を作ってくれたね」

「……どうしてそれを」

「判わかるさ。君の圧倒的な才能を目まの当たりにして来た。音楽だけじゃない。射しや撃げきの才能だって受け継ついでいるはず」

「射撃の才能は、白金のものよ」

「僕は君のブレーキでしかない。約束してくれ。僕が死んだら銃じゆうを手に取ると」

「貴方は死なない。きっと助かる」

「これでいいんだ」

「なにがいいの？　ちゃんと答えて」

「僕の死が、君の導きになる──」

　それが最さい期ごの言葉となった。白金の心音はリズムを刻まなくなり、医者と看護師が蘇そ生せいを試みたが、失敗に終わった。

　白菊は呆ぼう然ぜんと、その光景を眺ながめていた。

　涙は流れなかった。

　　　　▼・▲

　葬そう式しきのあと邸やしきに戻った白菊は、喪も服ふくのまま白金の部屋に向かった。遺品となった空気銃を手に取り、彼がいつも練習をしていた場所に向かった。

　いつも白金が立っていたその場所で、彼女はようやく涙を流した。泣き声も上げず、しゃくり上げもしない。一粒の涙だけが静かに頰ほおを伝った。

「死が導きとなるのなら……」

　風が吹いている。嵐あらしの前の、強い風だ。髪が揺さぶられるように揺れている。こんな日に射しや撃げき練習などバカげている。

　だが、白しら菊ぎくは銃じゆうを構え、引き金を絞る。

　初めての射撃で、的の完全な中心を撃うち抜いた。

「貴方あなたの亡ぼう霊れいも、背負うわ」

　　　　▼・▲

　白菊は射撃選手となった。たった一年で兄の偉業を塗り替えてしまった。

　亡なき白しろ金がねは努力家であった。

　白菊はセンスの怪物であった。なんの努力も必要なかった。

　射撃競技の世界では、ベテランに技術と経験の差で押し切られる試合もある。しかし白菊は、追い詰められると奇行を行う。オーケストラの指揮者のように指を動かしながら〝射撃を作曲する〟──そして作曲後に鼻歌を奏かなで、銃口をダンスするように揺らしながら射撃し始めると、白菊は神のごとき的中を連発し、オリンピック候補選手ですら圧倒した。

　いつしかこの奇行は〈銃口舞踏マズルダンス〉と呼ばれ、対戦選手を畏おそれさせるようになった。

　高校生となり、長年『低てい年ねん齢れい推すい薦せん制度』という、低年齢の学生に実じつ弾だん射撃の許可を与える制度を凍結させていた日本クレー射撃協会も、白菊を例外として認め、史上最年少でクレー射撃競技にデビューさせた。初出場、初優勝の快挙も達成。しかし白菊の快進撃は、ここが終着点だった。

　急激に射撃への意欲を失い、邸やしきを引き払い、学校近郊のマンションで独り暮らしを始め、外出を嫌うようになり、不登校になっていった。昼間もカーテンを閉ざし、銃と楽器を抱き枕まくらにして、昼も夜も横たわり、天井を見つめて過ごした。

　その夜も担任が、白菊の部屋のブザーを鳴らした。

「保健室に来るだけでもいいの。学校に来てくれないかしら？」

　担任の声に、白菊が答えることはない。やがて諦あきらめるように去っていった。

　ずっと天井を見ている。

　窓は遮しや光こうカーテンで遮さえぎられている。カーテンの隙すき間まから漏もれる月明かりは、ゴミだらけの部屋を淡あわい紫し紺こんに照らしている。

　ヘリの音が近くで鳴り響ひびき始めた。サーチライトのきつい光がカーテンを走っていくが、白菊はまったく反応しない。

「上り詰めたけど、ここはひどく冷たい場所だった……」

　天井に向かって手を伸ばす。

「ねえ、白金。貴方の死が導きであるのなら、どうしてわたしの心に迷いがあるの？　この先はどう進めばいいの？」

　答えはない。表情を動かさず、涙だけ流す。

　ヘリの音が遠ざかった。やがて訪おとずれた静せい寂じやくの中、白しら菊ぎくは呟つぶやく。

「メダルを獲とれば、この心は晴れるのかしら──……？」

「競技の成功が、君の才能の終着点とは思えないねえ」

　ベランダから声が聞こえた。何度か聞いた覚えはあるが、思い出せない。

「だあれ？」

「僕はすべてを見通し、なんでもできちゃう神様の使者、つまり天使」

「そう……」

「信じたッ!?」

「天使様はどうしてここに？」

「君に何回も連絡を取ろうとしたんだよ。訪問しても開けてくれないし、ネットどころかスマホすら持っていないでしょ。一切連絡が取れないしさあ。でも、望遠鏡で見たらベランダだけは開いてるって判わかったから、ヘリをチャーターしてワイヤー降下して来ちゃった」

「そう……」

「受け入れたッ!?」

「天使様のご用は？」

「こんなヤツに、誘さそわれても戸と惑まどうかもしれないけど、率そつ直ちよくに訊きくね。君が持てあましている力で、世界を救ってみない？」

　白菊はベランダの窓を開けた。

　華きや奢しやな男が立っている。長い前髪を片方に寄せている。着ているスーツの上に、降下用のベルトを巻いている。

　目を見開いている。白菊が全ぜん裸らのままで窓を開けたことに驚おどろいているのだろう。

　白菊は手を差し出しながら答える。

「申し出に応じるわ。どうか導いて、天使様──」

　天使は白菊の手を取り、片かた膝ひざをついて、その手にキスをした。

　　　　▼・▲

　そして白菊は九く頭ず竜りゆう学がく園えんに転校し、希のぞむたちと共に初任務を成功させた。

　いまは再び寮りよう生活をしながらの、訓練の毎日である。

　彼女は白しろ金がねの死の記き憶おくを、たびたび悪夢として見た。今夜も同じだった。悪夢に苦しんで夜中に目を覚ました。

　まだ暗い。時刻は四時。ベッドに千ち景かげの姿はない。自主訓練だろう。

「……体温が要いる」

　全裸のままベランダに出て、非常用のボックスを開けてロープを出して下に垂らし、三階のベランダの手すりに降りる。

　手すりから一メートルほど離はなれたところに、トイレの小さい窓がある。半分だけ開いている。湿しつ気けや匂においを逃がすためだ。不用心だが、この窓の下に足場になるような出っ張りはなく、壁かべしかない。落ちたら死ぬ高さだ。だから、ここからは侵入されないと誰だれもが思ってしまう。

　白しら菊ぎくは手すりを使って、体操の鞍あん馬ばの動きをして小窓に足を入れ、臑すねを壁に引っかけるようにしてから、手を離はなしてぶら下がり、脚あしの力と腹筋だけを使って、もぞもぞとトイレに入り込んだ。

　そして希のぞむのベッドへと潜もぐり込む。寝間着を脱がして肌と肌を触れ合わせ、猫のように舐なめ回す。希は熟睡していてまったく起きない。舌先や肌を通じて染み入って来る体温が、白菊の心を満たす。白しろ金がねが生きていた頃ころを思い出し、癒いえていくように感じ、五分くらい行こう為いを続けてから安心して眠りについた。

　朝、希の悲鳴で目が覚めた。

「なななななんで、脱がされてるのッ!?　脱がせるの禁止、ぺろぺろも女性だけだよねッ!?　だいたい、君はどうやって忍び込んだのッ？」

「ごめんなさい……責任を取って、亡ぼう霊れいになる」

「亡霊？」

　白菊は希のガンロッカーまで行き、ヘアピンで鍵かぎをこじ開け、ショットガンを取り出した。銃じゆう口こうを口にくわえる。

「自殺しちゃダメェ──ッ！」

　希が必死に止めると、白菊は「止めてくれてありがとう」と感動に目を潤うるませ、希に抱きついて首筋をぺろぺろ舐め始める。

「舐めちゃらめええええええ──ッ！」

　　　　▼・▲

　朝のホームルームで、転校生を紹介された。

「藤とう堂どう奏そう也やです。よろしくお願いします」

　希が手を上げた。

「どこの高校からですかッ？　趣しゆ味みはなんですかッ？」

「知ってるだろ……」

　千ち景かげが「また一緒だな」と言うと、転校生は微笑ほほえんだ。

「あ、奏也は初対面だよね。この子、白菊」

　希が白菊を紹介すると、奏也は目を細めた。

「選抜者第一号か」

　奏也が近づいて来る。白菊は席を立つ。目の前まで来たとき、希が思いついたように呟つぶやく。

「ねえ、奏也と白菊って顔立ちがちょっと似てるよね？」

「そうか？」

（似ている……）

　そう思いながら白しら菊ぎくが見ているのは、奏そう也やのただ一点。泣きボクロだ。亡なき白しろ金がねも、同じところにホクロがあった。

「これからチームの一員になる。よろしく」

　奏也が手を差し出したが、白菊はなにもせず、ただ奏也を見ている。あまりにもじっと見ているので、奏也が怯ひるむ。

「なんだ……？」

　ためらうように白菊が唇を開いた。

「貴方あなたは、死が導きになると思う？」

「はあッ？」

　白菊は首を振り、握手をした。

「なんでもないのよ」

　　　　▼・▲

　九く頭ず竜りゆう学がく園えんには花園があるが、花はない。

　外国のような石いし畳だたみの上に、レンガで組んだ雰ふん囲い気きのよい花か壇だんが並んでいる。

　花壇には植物が植えられていないどころか、土すら入れられていない。そのうち〝花園になる予定〟の場所だ。工事が終わったばかりではあるが、空からの花壇というのは廃はい墟きよじみた不気味さを感じさせる。

　そこにあるベンチに白菊が座っている。日ひ傘がさの柄えを腋わきにはさみ、ヴァイオリンを持っている。

　彼女はヴァイオリンを、ぼおっとした視線で見つめている。いまは弾ひけない。弦げんが一本、切れてしまっているのだ。

　白い蝶ちようが飛んで来て、ヴァイオリンに留まる。

　白金の面おも影かげが、心を掠かすめた。

（ねえ、白金……。天使様のお告げで世界を救えば心は晴れると思っていた。でも、わたしは世界を救えているの──？）

「……ここにいたのか」

　声をかけられた。蝶が逃げるように飛び去った。すぐそばに奏也が立っている。息を軽く弾はずませていて、汗の玉が額に光っている。

「探したよ。希のぞむも千ち景かげも、君の居場所を全然知らないからさ」

「どうして探すの？」

　奏也は手でベンチを示す。

「座っても？」

「どうぞ」

　奏也は隣となりに座って、シャツの襟えり口ぐちをぱたぱた動かして空気を入れる。

「こんな暑い日に外に出たら、熱中症になるぞ」

「風が吹く」

「は？」

　白しら菊ぎくはある方向を指差す。

「あと三秒。そっちから来る」

「おいおい、なにを言って……」

　さらっと、奏そう也やの髪が揺れる。彼は目を瞠みはった。白菊の言った方向から風が来た。身体からだの火ほ照てりを一気に冷ますような心地よい風だ。

「……どうして判わかった？」

「風が歌う。世界が笑う。たくさんの精せい霊れいが一つとなって、妙たえなる旋せん律りつを形作る。この惑ほ星しは不思議に満ちている。わたしにはなにも判らない。判ろうとしたこともない。湧わき上がる音を拾い上げてキスしただけ」

「凄すごいポエムだな……理解できなかったけど、まあいい。気になるのはあっちだ」

「あっち？」

「朝に言ってたろう。死が導きだとかなんとか」

「気にしなくていいのよ」

「希のぞむたちにもそう言われた。白菊は不思議な子で、なにを考えているか判らない、ってな。だけど、俺は気になる。理解できるようなら理解したい」

「そう……」

「死が導きなんて発想をしたきっかけはあるのか？」

「白しろ金がねが言った」

「誰だれだ？」

　白菊は、白金が死に至った経けい緯いを話した。聞くうちに奏也の顔が悲哀の色を帯びて来る。

「……すまなかった」

「なぜ、謝るの」

「死んだ人のことを思い出させたから」

「白金はいまも亡ぼう霊れいとなって、わたしを導いている」

「怖こわい話をするなよ……」

「でも判らない。迷っている。できれば答えてくれないかしら」

「はあ？」

「あの質問の答えを、わたしは知りたい。貴方あなたの口から聞ければ、光が見える気がする」

「死は導きになるか、ってヤツだな。どうして俺に答えを求める？」

　白菊は、奏也の頰ほおに手を伸ばし、ホクロを親指で触る。奏也の顔が赤らんだ。

「お、おい……」

「舐なめたい」

「はァッ!?」

「でも、千ち景かげが『男の子を舐なめちゃダメ』と言ったから我が慢まんする」

「えぇ……？」

「判わかっている。これはごまかしの廃はい墟きよ。それでもいいの。もう一度だけ、失われたあの庭で、わたしの道を照らす光があるのか、探したい」

　奏そう也やは白しら菊ぎくの奇行に慌あわてていたが、急に顔を曇くもらせた。白菊が涙をこぼしたからだ。

「答えて。どうかお願いよ──」

　不気味な緊サ急イ警レ報ンの音が鳴り響ひびいた。

〔緊きん急きゆう出動要よう請せいです。猟りよう兵へい小隊のメンバーは、武装完了の上、本社第四ミーティングルームに集合してください〕

「無ぶ粋すいね」

　白菊はそう呟つぶやいて、ベンチを立った。

　　　　▼・▲

　着陸したオスプレイの後部ハッチから猟兵たちが降りて来る。千景、希のぞむ、奏也、白菊の順だ。

　今回の任務地は北海道石いし狩かり市し──。

　山やま裾すそに広がる平野が、着陸地点。そのほとんどが畑で、かなり奥まったところにビニールハウスと倉庫のような建物が見える。空は暗い。山の稜りよう線せんからぼんやり茜あかね色の光が漏もれているが、そこ以外は夕ゆう闇やみに染まっている。北西側の空を分厚い円えん盤ばん状の雲が覆おおっている。雷らい雨うが始まっているようで、遠い雷鳴が聞こえて来る。

　千景は木の葉を拾って、空に投げて風を読んだ。昼間の暑さを含ふくんだ風が、北に向かって吹いている。

　希が空を見上げた。

「けっこう暗いよね？　大丈夫かな」

　ヘッドギアのスピーカーから、鼠そ入いりの通信音声が聞こえて来る。

〔暗いってとこがミソなんだよ。狂きよう獣じゆうはヤマゲラって鳥だから〕

「鳥目だから戦いやすいってこと？」

〔ううん。一般的に誤解されてるけどね、ニワトリを除く多くの鳥は鳥目じゃないの。必要なら月明かりで飛び回ったりできるけど、ヤマゲラは典型的な昼行性の生物だから、いまごろは眠くてしかたない。動きも鈍にぶる、ってわけよ〕

　希が遠くに見える倉庫を指差す。

「あそこに見える倉庫に閉じ込められている農家の人を連れ出して、オスプレイに乗せればいいだけでしょ？」

〔そう、たったそれだけ〕

　八や千ち代よが話し始める。

〔おさらいするぞ。今回のキーパーソンは千ち景かげと希のぞむ。今回二人に支給した弾だん包ぽうはバードショットと呼ばれる代しろ物ものだ〕

「この弾たま、まだ撃うったことがないんだけど……？」

〔安心しろ。一回の射しや撃げきで数百発の弾丸が広がって散らばるので、ぴったり狙ねらいをつける必要すらない。〝銃じゆう口こうを向けた〟ぐらいの感覚で撃っても当たる。ヤマゲラの飛行速度はかなり速いが、それでも余裕だ。気をつける点は三つ。狙いが広い分、射程が極きよく端たんに短い。三〇メートル以内まで引きつけて撃て。次に同士討うちだ。予期しない方向にも弾が散らばるので、仲間の近くには発砲するな。最後にバードショットは威い力りよくがまるでない。もしイノシシやクマなど、別の狂きよう獣じゆうに襲しゆう撃げきされる事態になれば、十六夜いざよいに任せて手を出すな〕

　白しら菊ぎくが口を開く。

「わたしの役割は、それだけ……？」

〔ああ、今回は援えん護ごについてもらう〕

（……そう。わたしは役立たずになったのね…………）

　白菊の心に絶望が広がるが、顔に出ることはない。絶望に慣れてしまったのだ。

〔藤とう堂どうはその盾を使って、近接戦になったときにバックアップしろ〕

「はい」

　奏そう也やが緊きん張ちようを含ふくんだ声を出した。彼は今回が初任務であり、希が前の任務で使ったライオットシールドを持っている。

〔ごめんねえ。奏也くんの武器の開発、遅れててさあ〕

「いえ。待ちます」

〔サイレントホークの捜そう索さく完了。付近に狂獣はいない……かなあ〕

「どっちだ！」

〔木の内側に入られると赤外線センサーも反応しないから、絶対ではないんだ。ヤマゲラはキツツキの一種で、木の幹に巣穴を掘るんだよねえ〕

「ハイテクも頼りないなあ」

〔とにかく前進せよ〕

　猟りよう兵へいたちは畑の上を歩き始める。火山灰が積もっていて、歩くたびに灰色の煙けむりが上がる。作物が灰に埋もれて腐くさっている。

「ここの農家も被害受けてるんだね」

「希」

　千景が銃口でなにかを指し示している。道路の脇わきに電柱があり、その電線に鳥が数羽乗っている。

「狂獣？」

　上空にいるサイレントホークが一機寄って来て、電線にカメラを向ける。ズームした空くう撮さつ動画が、希のぞむたちのヘッドギアに映る。

〔ヒヨドリだねえ〕

　カメラがさらにズームして、ヒヨドリの目を拡大する。

〔目が赤くない。セーフ〕

　しばらく倉庫に向けて前進する。出荷用の大型トラックが停とめてあるところに差しかかったとき、希が訊きく。

「なんでこんな遠くに降りたの？」

〔パイロットさんがさあ、この付近の気流が乱れてるって言うから、降りられるとこでいいよって言ったら、そこだったのよ〕

「……気流が乱れてる？」

　奏そう也やが足を止めた。気づかずに、白しら菊ぎくが背中にぶつかった。

「あ、ごめんな」

「どうかした──？」

「いや……、上空の気流が乱れてるにしては、地上が穏やか過ぎると思って」

　奏也は円えん盤ばん状の雲を見ている。いつの間にか、その下に柱のように垂れ下がった雲ができている。雷らい鳴めいが聞こえる。雲の中で稲いな妻ずまが走っているのだろう。ときどき雲が光っている。

「あの雲、見覚えがあるような……？」

〔センサーに反応ッ！　北西から狂きよう獣じゆう飛来。仕事の時間だぞ！〕

　八や千ち代よの鋭するどい声に、全員が反応する。

　サイレントホークからの空くう撮さつ映像がヘッドギアに映る。ヤマゲラ型狂獣は三体。編隊を組んで飛んで来ている。

　千ち景かげと希がショットガンで狙ねらいをつけると、編隊は高度を落として森に入った。

「隠れたッ!?」

〔慌あわてるな。赤外線センサーモードに切り替える〕

　ヘッドギアから見える光景が、急に緑色に染まる。木立の色が薄うすくなり、その下を飛行する狂獣の姿が、明るく発光して目立つようになった。

「わあ──丸見えになった！　やっぱハイテク凄すごいね」

　千景と希は、狂獣の出て来る方向に狙いを定める。

　希は舌なめずりをする。

「右は僕の」

「なら、残りはわたしが」

　森を抜けて三体の狂獣が襲おそいかかって来る。

　ヤマゲラだ。緑色の羽根と、長く太いクチバシが特とく徴ちよう。木を掘るための、鋭く頑がん丈じようなクチバシだ。突とつ撃げきされればプロテクト・スクールウェアを貫通する可能性もあるだろう。

　引きつけてから、まずは希のぞむが撃うった。右側を飛ぶ狂きよう獣じゆうが穴だらけになって落下した。残りの二体が急きゆう旋せん回かいした。千ち景かげはスコープを覗のぞくのをやめ、素早くソードグリップに持ち直して撃つ。一発で二体同時に落ちた。

〔──見事だ〕

「よっし！　さすが千景！　任務終了だね」

　希と千景がハイタッチする。

　赤外線センサーモードが切れて、普通の景色に戻る。

〔ちょッ、あれ……待って待って〕

「……なに？」

〔いや、報告では五体の狂獣が確認されているんだけど〕

「あと二体いる……？」

　奏そう也やが、ふとトラックの方へと目を向ける。

　緑色の羽根が、トラックの下に散乱している。

「トラックの下になにかいるぞッ!!」

　彼が、叫んだ瞬しゆん間かん──……、

　そのなにかが、羽音を立てて白しら菊ぎくに襲おそいかかって来た。褐かつ色しよくの羽根が多く、黒と白と鼠ねずみ色の入り乱れた斑まだらの羽を持つ猛もう禽きんだ。

　死を呼ぶ鉤かぎ爪づめが、白菊の喉のどに迫って来る。硬直し、逃げることはできなかった。

　　　　▼・▲

　白菊は死を覚悟したが、刹せつ那なに地面へと押し倒された。奏也が覆おおい被かぶさって来たのだ。

　狂獣の攻こう撃げきを、奏也が代わりに受ける。

「がッ──」

　奏也の苦く悶もんの声が聞こえ、割れたヘッドギアの破片が、白菊のフェイスガードの上を転がっていった。爪でヘッドギアを砕かれたのだ。

「奏也ッ？」

「大丈夫だ！　それより狂獣を撃てッ」

　希と千景はショットガンで応戦する。だが、バードショットは射程が短い。そのせいで逃してしまった。

　鼠そ入いりの叫び声が、スピーカーから聞こえる。

〔ヨタカだッ！　夜行性だから、手て強ごわいよ！〕

　鳥綱こうヨタカ目ヨタカ科ヨタカ属、ヨタカ──。

　全長三〇センチメートルほどの中型の猛禽。外見はハヤブサなどの猛禽と酷こく似じしているが、フクロウなどと同じく夜行性であり、雑食。クチバシが大きく、爪も鋭するどいため、かなりの攻撃力を備えている。

「ダメだ、弾たまが散らばり過ぎてて届かない！」

「戻って来るのを待つしかない」

　白しら菊ぎくはその声を聞いて、ようやく我に返った。

　奏そう也やは自分に覆おおい被かぶさったままだ。ヨタカの攻こう撃げきからかばってくれたらしい。奏也のヘッドギアが割れている。血は見えないのでセーフだが、もし制服の部分に攻撃されていたら貫通されて新型狂きよう犬けん病びように感染したかもしれない。

　白菊は哀かなしげな声を漏もらす。

「……どうして…………？」

「は？」

「命をかけてかばう価値は、わたしにはない。死んで導きになるくらいしか、もう……」

「来たぞ！」

　千ち景かげが叫んで、希のぞむとヨタカに向かってショットガンを構える。

「当たるかな……？」

「大丈夫。バードショットは弾が多くてよく広がる。射程に入ったら、確実にしとめよう」

　ヨタカがバードショットの射程に入る直前──、

　轟ごう音おんと共に、一筋の雷らい光こうが空から降り注いだ。

　雷かみなりに貫つらぬかれたヨタカは、一いつ瞬しゆんその動きを止めた。

「……死んだ？」

「いやッ、逆だ！　構えろ、希」

「逆ッ？」

　ヨタカが膨れた──。

　突拍子もない言葉だが、これしか似合う言葉がない。雷をくらったヨタカは全身が羽根まで真っ赤に染まり、巨大化して翼よく長ちよう二メートルほどにもなり、皮ひ膚ふが硬質化して甲こう殻かくのようなものをまとった。まるで鎧よろいを着た巨鳥だ。

「なッ──、」

「冥めい血けつ狂きよう獣じゆうだ！　撃うて！」

　バードショットを撃ったが、弾は弾はじかれた。何発も撃ったが無む駄だだった。冥血化したヨタカはかなりの装甲を備えていて、バードショットの威い力りよくでは急所に到達しない。

　さらに突とつ如じよとして突風が吹き始めた。雨粒まで降りつけて来る。

　撃ち続けたが、風に流れて当たらなかった。冥血狂獣は無傷のまま離り脱だつしていってしまった。

「風のせいで当たらなかった！　なんで急に──」

　奏也が声を上げる。

「思い出した。さっきの雲は、スーパーセルの兆候だ。トラックの後ろに避ひ難なんしろ！」

　猟りよう兵へいたちが避難して、背をトラックにつけた直後、雷雨が激しくなる。

「スーパーなんとかって？」

「雲が上空で渦うず巻まきを起こす気象現象だ。ダウンバーストっていう突風と、激しい雷らい雨うを引き起こす」

　近くの木に落雷があって、幹が裂けて炎に包まれる。突風が吹きつけ大型トラックが揺さぶられる。真上を大きな木の枝が飛んでいく。希のぞむが怯おびえた声を上げる。

「八や千ち代よ先生、どうすればいいのッ？」

「オフラインだ。雷雨で電波が乱されているのかも」

　千ち景かげがショットガンに弾たまを込めながら訊きく。

「どうする、奏そう也や」

「オスプレイに戻るしかないな。任務失敗だ」

「また来たよ！」

　暴風に乗るように、ヨタカ型狂きよう獣じゆうが悠然と飛んでいる。ショットガンで迎げい撃げきを試みるが、まるで当たらない。

「風のせいで弾が流されちゃう！」

　狂獣は弾が尽きたのを確認すると、離り脱だつして森に入った。姿をくらまして奇き襲しゆうするつもりだろう。

「次の攻撃が来る前に逃げよう」

　皆が走りかけたが、奏也だけ動かない。そしてぽつりと言った。

「導きになんか、なるもんか」

「は？　奏也、なに言ってるの？」

　奏也は、白しら菊ぎくの右肩を摑つかむ。

「俺に訊いたろう？　死が導きになるか、って。なるわけない。死は、終わりだ。死体は語らない。生き物から物になる」

　希が叫ぶ。

「そんなこと言ってる場合ッ？」

「俺は死にかけたんだ。言いたいことぐらい言わせろッ！」

　怒鳴り返された希がきょとんとしている。千景が、希の肩を優やさしく叩たたいた。言わせてやれ、という意味だろう。

　奏也はフェイスガードを開けて、顔を見せて白菊に怒鳴る。

「自分に価値がないなんて言うな！　誰だれだって生きている。それだけで死者よりも価値がある。ましてや俺たちは仲間じゃないか……」

　奏也は白菊の両肩を摑み、フェイスガードの下にある白菊の顔を見つめて告げる。

「仲間が死ねば、ただ哀かなしいだけだ。どうして救った、なんてバカなこと訊くなよ。人は守り合って当然だ。ただの一人も、仲間を失いたくはない──そう思って当然だ」
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　奏そう也やは泣いているような顔だが、涙は雨で流されて見えない。だからこそ危険を承知でフェイスガードを開けたのだろう。

　白しら菊ぎくはその顔をしばらく見つめてから長い息をついた。

「放して」

「……ああ」

　自由になった白菊は、荒れ狂う空を見ながら、指揮をするように手を動かした。

　奏也が驚おどろいた顔になる。

「なんだ……？」

「銃口舞踏マズルダンスだよ。白菊があんな感じになったら、作曲中」

「なにを言ってるんだ？」

「安心しなって。作曲が終わって白菊が撃うてば、ヨタカは墜おちるから」

「こんな暴風の中で、弾たまがまともに飛ぶはずが……」

　白菊は鼻歌を奏かなで、ライフルを真上に向けながら、ダンスするように銃じゆう口こうを動かし、発砲した。スコープすら覗のぞくことのない、雑な撃ち方だった。

　なのに、空から巨大な冥めい血けつ狂きよう獣じゆうの骸むくろが降って来て、奏也の足元に落ちた。唯ゆい一いつの急所である頭部の、装甲の隙すき間まを綺き麗れいに撃ち抜いている。奏也は呆ぼう然ぜんと骸を見下ろす。

「……………………」

「ね？」

　暴風雨は始まったときと同様、唐とう突とつにやんだ。雲の切れ間から月が顔を出す。辺りは月光に照らされた。白しら菊ぎくは、奏そう也やに微笑ほほえみかける。

「世界は色づいたわ」

「はあ……？」

「亡ぼう霊れいのために生きるのは、やめにする。光差す生者の庭に、明るい旋せん律りつを響ひびかせるの」

　そう告げて、白菊は優ゆう雅がに踊おどり始めた。

　奏也は呆あつ気けに取られていたが、やがてふっと笑った。

「……本当に、変わった子だな」




　任務終了──。

　後日、石いし狩かり市し内の防ぼう除じよ成功が確認され、同域の避ひ難なん指示は解除された。
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　奇妙な場所に、猟りよう兵へいたちが集つどっている。

　一見、トンネル状の通路に見える。壁かべにはパイプやコードなどが露ろ出しゆつしているので、工場の一画のようにも見える。轟とどろくような音が途切れずに聞こえている。通路の両側にはベンチがある。片側に希のぞむと奏そう也やが座っていて、反対側のベンチには千ち景かげと白しら菊ぎくが座っている。

　不意に床が大きく揺れて、希の顔が引きつった。奏也が声をかける。

「気流に入っただけだろう。心配ない」

「怖こわくないったら」

「真っ青な顔して強がるなよ……」

　ここはオスプレイの機内である。任務に向けての移動中だ。

　本日早朝──レッサーパンダ型狂きよう獣じゆうがとある村を襲おそった。犠ぎ牲せい者しや一名、発症後に死亡。さらにイノシシ型狂獣も確認されたのもあり、種を超こえた感染拡大が懸け念ねんされる。そこで猟兵社に出動要よう請せいが来た。

「奏也、今回は弓なんだね」

　彼の手には弓がある。最新素材で作られた弓だが、形状はシンプルである。

「弓による狩しゆ猟りようは法律で禁止されてるけど、鼠そ入いりさんに業務としての防ぼう除じよでは許可が下りるようにしてもらった」

「へえ……」

「白菊の持っているライフル銃じゆうだって、本当なら一〇年の狩猟歴れきがなければ所持が許されないものだったし」

「許可の話じゃなくて、僕が聞きたいのは弓で狂獣を倒せるか、ってこと」

「ほい」

　奏也は矢を一本、希に投げた。希は矢をキャッチして、きょとんとする。

「なに？」

「その矢には刃やいばがついているだろ？　ブロードヘッドって言うんだが、その裏側になにか入っていないか？」

「……あ。なんか緑色のぷちゅっとした袋みたいのが」

「気をつけろ。即効性の猛もう毒どくだ。ちょっとでも手を切ったら死ぬぞ」

「ひえええええ──ッ！」

　悲鳴を上げて矢を落とした希を見て笑いながら、奏也は矢を拾った。

「冗談だよ。これは麻ま酔すい剤ざい」

「なんだよもう！　脅おどかすなよ、バカァ！」

「これはパラライズアロー。こっちは目め眩くらまし用のスタンアロー。たしかに矢の威い力りよくは銃じゆうより低いが、代わりに銃じゃできないような支し援えんができる」

「……ふーん」

「だいたい槍やりの方がよっぽど原始的だろ？」

「この槍は、なんとかのなんとかで、プシューってなって、相手は必ず死ぬ」

「その説明じゃ判わからねえよ……」

　千ち景かげが口を挟はさむ。

「希のぞむの言う通りだ」

「なんでだよ？」

「じきに判る」

　奏そう也やは希の持っている槍を眺ながめる。ブレードはセラミックで、刃やいばには無数の溝みぞと穴が空いている。持ち手のところにタンクのようなパーツがついているし、引き金に似たものもついている。全体的に、未来感溢あふれるフォルムだ。

（あのタンクはなんだ……？）

　コックピットの方から歩いて来た八や千ち代よが、手を叩たたく。

「現場上空だぞ。さっさとヘッドギアをつけろ」

　奏也の顔色が変わる。

（いよいよか……）

　奏也たちは、足元に置いてあったヘッドギアを装着する。顔を覆おおっている透明なフェイスガードという部分に電子画面が光る。これはヘッドＯＳ。ヘッドギアは防具であると共に、情報管理をする端たん末まつでもある。スマホと同じタッチパネルでの操作だが、裏側から指で触れるという点が異なっている。

〔猟りよう兵へいのみんな、準備できてるかな？　楽しい任務の始まりだよ〕

　鼠そ入いりの声が聞こえて来る。彼は、オスプレイ二号機に搭とう乗じようしている。

〔いま先行したサイレントホークが里山を捜そう索さくしてる。発見されしだい狂きよう獣じゆうを殲せん滅めつしてね〕

　オスプレイの飛行音が変わってしばらくして、床に大きな衝しよう撃げきがあった。揺れ続けていた床が急に安定する。着陸したのだ。

　八千代が指令を出す。

「いいか、プロテクト・スクールウェアを過信せず、危険は避さけろ。犠ぎ牲せいがどうのは美学ではない。生存こそが、唯ゆい一いつの勝利と知れ」

「「「「はいッ！」」」」

　オスプレイの後部にあるハッチが開いてから、八千代は命じた。

「猟りよう兵へい小隊〈ストライド・ブラス〉出動！」

　四人の猟兵たちは、戦いの場へと駆かけ込んでいった。

　　　　▼・▲

　出動から二〇分経過。いまは移動中だ。

　歩いているのは二車線の車道。右側に畑があり、左側には水田がある。その向こうには防風林があり、ヘッドギアに表示されている作戦地図によると、その向こうには芦あし別べつ川という大きな河か川せんがあるらしい。畔ほとりにはキクイモの黄色い花が咲き誇ほこっている。

　任務地は北海道空そら知ち地方にある芦別市という場所。いま歩いている場所は、市街地の外れにある耕作地帯である。

　アスファルトの路面には薄うすく降こう灰はいがあるが、疎まばらに積もっているだけだ。灰の影えい響きようで枯れている作物もあるが、被害は限定的である。

「ここはまだ影響が出てないみたいね」

　希のぞむの質問に、奏そう也やが答える。

「十と勝かち岳だけに近いから、風向きによっては大きな被害を受けるかもしれない」

「住んでる人、不安だろうね……」

　郊外なのに野鳥の姿はなく、見かけるのはカラスばかりだ。住民の避ひ難なんが完了し、ゴーストタウンのようになっているのもあるが、言いようのない不気味さを感じて、奏也は歩きながら弓の張り具合をチェックした。

　通信音声が聞こえて来る。鼠そ入いりだ。

〔猟兵の皆さんおまたせ。サイレントホークによる索敵が終了。探知したのはレッサーパンダ型狂きよう獣じゆうが四体、イノシシ型の狂獣も一体。そっちに映像を送信するよ〕

　芦別川の岸を移動している狂獣の映像が、希たちのフェイスガードに映る。上空から撮とっているアングル、いわゆる空くう撮さつだ。サイレントホークからの映像だろう。併へい走そうするようにカラスが飛んでいて、カラスの仲間になって地上を見下ろしているような、不思議な感覚がある。イノシシが先頭となり、レッサーパンダが散らばって歩いている。

　千ち景かげがぽつりと呟つぶやく。

「イノシシとレッサーパンダが群れている？」

〔千景ちゃん鋭するどいね。新型狂きよう犬けん病びようにかかると、感染源となった動物の習性を受け継つぐんだよ。あと、感染した動物の能力が増強される。筋力とか、あと知力もね。で、話を戻すけど、今回の狂獣は群れる習性を持っている。つまりはカメラに写っている群れが、狂獣のすべてである可能性が高いでしょ？　制圧すれば任務完了だね〕

　奏也が訊たずねる。

「ミーティングで詳しい作戦の説明がありませんでしたが、そろそろ教えてください」

〔今回は、こちらで作戦を立てない〕

　答えたのは八や千ち代よだ。

「……ええと？」

〔これまでの任務で、通信が途切れる場面もあった。そんなときに自ら立案し、小隊を率いるリーダーを決めなければならないと、鼠そ入いりと話してな。今回は貴様らが考えた作戦で、任務を遂すい行こうしてみろ〕

「…………そんな……」

　千ち景かげが、奏そう也やに訊きいて来る。

「河か川せん敷しきの幅が広過ぎるので、ショットガンでは射程に難がある。谷に下りて、射程まで近づくか？」

　奏也はサイレントホークからの映像を操作して、川岸の様子をズームする。芦あし別べつ川には、切り立った崖がけがある。高低差もかなりのものだ。崖の上にも下にも深い森や藪やぶがあり、砂じや利りの川かわ面もと入り乱れるように接していて、狂きよう獣じゆうはその中を移動している。緑の中に隠れたり、姿を見せたりをくり返している。

「川岸を移動するのは困難だろう。よけいな体力を消しよう耗もうするし、近接戦になる可能性もあって危険だ」

「だが、森が深いせいで、崖からの狙そ撃げきも上う手まくいきそうにない」

「狂獣の進路に橋がいくつかある。先回りして橋の上から狙撃する形がいいんじゃないか？」

「……なるほど」

　奏也は皆の顔を見る。異存はないようだ。

　八千代が告げる。

〔いいだろう〕

〔通信を切って八千代ちゃんと話し合うから、狙撃ポイントに向けて移動しといてねえ〕

「了解」

　　　　▼・▲

　狙撃ポイントに着いた。いまは通行禁止になっている古い橋だ。

　すぐに通信が入った。鼠入だ。

〔イレギュラー発生！　すぐに橋を渡って、西に向かって移動して！〕

　奏也はアイコンタクトで皆を急がせてから詳細を訊いた。

「狂獣たちが進路を変えて、市街地を突っ切ったの。町内会館を通過中」

　サイレントホークからの映像が出る。狂獣は路地のような道路を歩いている。夕ゆう張ばり国道という大きな二車線道路に差しかかるところだ。

　千景が近づいて来る。

「……国道で戦うか？」

「イノシシの突進力を考えたらリスクが大き過ぎる。この進路なら、また森に入るはずだ」

「しかし、森に入ったら狙そ撃げきはできない」

「俺の予測だと、こいつらはここを通るように思える」

　奏そう也やは作戦地図にルートマーカーをつけた。そのマーカーは全員の地図に共有される。

「……芦あし別べつ川の支流か」

「炭たん山ざん川だ。ここに二カ所、狙撃できる場所がある。国道の橋だと身を隠せるものがないので、こっちの場所を狙撃ポイントに選んだ方がいいと思う」

　奏也は地図にポイントマーカーをつける。

　すぐさま八や千ち代よの通信音声が聞こえた。

〔よい作戦案だ。承認しよう。速すみやかに移動を開始せよ〕

　　　　▼・▲

　狙撃ポイントに向けて移動すると、奇妙なものが見えた。希のぞむが目を丸くする。

「……線路？」

　森の中に、忽こつ然ぜんとフェンスがあり、錆さびついた線路が通っているのだ。

　フェンスの向こうには赤く塗られた橋きよう梁りようがある。そして線路の上に車両が一台ある。

「あれは……」

「ここは旧三みつ井い芦別鉄道の線路跡だ。当時、石炭を運んでいたディーゼル機関車が保管してある。この下を狂きよう獣じゆうが通るのを待つぞ」

「狙撃ポイントは橋でしょ？　もう少し進んだ方がよくない？」

「いや、風向風速マップで見ろ。これ以上進むと崖がけ下したに臭においが流れる」

「なにそれ？」

　奏也は希に近づき、希のフェイスガードをタッチして操作し、希のマップ画面に風向風速の表示を加える。

「わッ、なにこれッ？　隠しコマンド？」

「ちげーよ。ヘッドＯＳの機能の一つだ。覚えておけ」

「奏也って来たばっかりなのに、僕たちよりヘッドＯＳ使いこなしてるよね」

　待機していると鼠そ入いりの声がした。

〔八千代ちゃんと話し合ったよ。結論から言うね。奏也くん、リーダーをお願いできる？〕

「俺ですかッ!?　でも、まだ転校したばかりで……」

〔期間的にそうかもしれないけど、ヘッドＯＳの習熟度が抜群にいいし、知識もさながら、君の戦術眼は群を抜いてる。あとさ、そもそもこの小隊って変わり者だらけじゃない？〕

　奏也は、希、千ち景かげ、白しら菊ぎくの順に顔を見ていった。頭痛がしたらしい。額を押さえる。

「ですね……」

「ちょっと、いまのやり取りはなんだよッ？」

〔次点では千景ちゃんだけど、一回暴走した例があるからね。やってくれないかな？〕

「判わかりました」

　長い溜ため息のあと、奏そう也やが指示を始める。

「もうすぐ橋きよう梁りようの下を狂きよう獣じゆうが通過する。完全に通り過ぎてから橋の上に出て、敵の背後から狙そ撃げきを行う。縦列を組むぞ。千ち景かげ、白しら菊ぎく、俺、希のぞむの順だ。突入のタイミングを計るために、全員サイレントホークの映像を観みてくれ」

　フェイスガードを触ってウインドウを引き寄せ、じっと見つめる。サイレントホークの写している動画には、狂獣の群れが映し出されている。やがて狂獣の群れが橋の下を通過した。猟りよう兵へいたちに気づいていないようだ。

「よし、橋の上に行くぞ」

　奏也の合図で、全員がフェンスを乗り越えて走る。

「片側に柵さくがないから、転落に気をつけろ。俺たちは機関車の陰に隠れるぞ。白菊は──」

「ここ」

　ディーゼル機関車の端はしに寝そべり、レールにハンドガードを載せてライフルを構える。

　千景が雑草を少しだけちぎって投げ、風速を測る。

「ヘッドＯＳの計測値よりも風が強いな……」

　白菊はライフルのスコープを覗のぞき、ネジのようなものを回す。

「平気。見えている」

「ハンドガードをかなり押しつけているが、精度を保てるのか？」

「ペディングをしっかりすれば大丈夫。帰ったら教えてあげる」

「感謝する」

　希が奏也に訊きく。

「あの二人、なんの話してるか判る？」

「あいつら銃じゆうの深みに達してるからな。おっと……白菊が作曲に入った。静かにしよう」

　白菊がぶつぶつ言いながら、指でオーケストラの指揮者のような仕草をしている。

　眉み間けんに皺しわを寄せてから、自信たっぷりの顔になる。

「当たる──」

　銃口を踊おどらせ、鼻歌混じりに引き金を絞る。発砲音から一いつ瞬しゆんのタイムラグがあった。だが、イノシシは白菊の予告通り、頭部に一撃をくらって倒れた。続けざまに二発発射。レッサーパンダも二匹しとめる。

　残りのレッサーパンダが逃げ出したが、白菊は悠然と狙ねらいを変える。

「わたしの音律からは逃れられない」

　連続して二発撃うつ。両方命中だ。希がはしゃいだ声を出す。

「うわあ、白菊凄すごいね！」

　ハイタッチをしに行ったら白菊に抱きつかれて押し倒されて唇を舐なめられそうになって、希が悲鳴を上げている。

「ああああ口はダメェ──ッ！」

　奏そう也やは目を丸くしてその光景を見ている。千ち景かげに『あれ、止めなくていいのか？』と言うように指差した。

「一度言ったが、どうにも治らないのだ」

　鼠そ入いりから通信が入った。

〔はーい、作戦終了。防護隊を呼ぶから、いったん橋のたもとで待機して〕

　歩き出そうとした希のぞむは、妙なものを見つけた。

「ねえ、あれ霧きり？」

　小高い木々の間から、霧が立ちこめて来る。やがて静かに猟りよう兵へいたちを包み込んだ。

　その直後。ザザ、とノイズ音がしたかと思うと、フェイスガードに表示されていたウインドウの画面が消え、ＯＦＦＬＩＮＥオフラインの文字が点てん滅めつする。

「ねえ、奏也。データリンクが遮しや断だんされちゃったよ？」

「おかしいな。前にもこんなことがあった。あのときも霧が……」

　呟つぶやいていたが、急に顔を緊きん張ちように引きつらせる。

「不ま味ずい」

　千景が訊たずねる。

「作戦は終了している。問題あるまい」

「いま思い出したんだ。つがいや子連れ以外、イノシシは群れを形成しない。レッサーパンダも群れる習性はない」

　希が割って入る。

「ねえ、なんの心配してるの？」

「本当の感染源は、群れる習性を持つ、別の生き物だということだ」

「別の生き物……？」

　言いかけた希の腕に、ぞわりと鳥肌が湧わく。彼の耳に届いた音がある。大量の羽音だ。

　顔を上げる。霧の切れ間から空が見えた。カラスの群れで、真っ黒に染まっている。

　奏也が叫んだ。

「──カラスが感染源だッ!!　撃うてッ」

　　　　▼・▲

「きゃああ──ッ！」

　大量のカラスが急降下攻こう撃げきして来る。フェイスガードに何度も体当たりされて、希は悲鳴を上げ、橋きよう梁りようから落ちそうになり、奏也に摑つかまれて助かった。狂きよう獣じゆう化したカラスが次々に急降下して来る。爪つめやクチバシで攻撃して来て、身体からだ中にまとわりつき、制服に嚙かみついて暴れ回り、破こうとしている。

　白しら菊ぎくは撃うとうとしたが、引き金を絞っても撃てない。弾たまが入っていないのだ。新たな弾を詰めようとするも、その手に嚙かみつかれ、弾は谷底へと落ちていった。

　千ち景かげが一発撃って二羽落とした。だが彼女の銃じゆうは単発なので、この数には対応できない。刀身に穴が空いたナイフを抜くと、カラスに向かって攻こう撃げきした。ナイフから空圧音が発されて白い煙けむりが噴ふき出て、二羽のカラスが凍って砕けて吹き飛ぶ。日本刀も抜いて二刀流をして、目にも留まらない連続攻撃で、無数のカラスを氷の破片に変えていく。その猛もう攻こうに驚おどろいたのか、猟りよう兵へいたちにたかっていたカラスたちが空へと舞まい上がった。

「逃げた──」

　奏そう也やが、希のぞむを引っ張り上げながら叫ぶ。

「油断するな！　あれを見ろ」

　胴体にベルトを巻き、腹になにかの装置を取りつけた一羽のカラスが下降して来る。装置がいきなり火花を噴いて放電し、カラスの姿がバケモノに変へん貌ぼうする。

　全身が真っ赤な色になり、クチバシが硬質化した。一メートルほどまで伸び、鋭するどい刃やいばと化す。剣のクチバシを持つ生物へと進化したのだ。頭部も盾のような形になり、大きさはワシほどになった。

「なんだ、あれ……頭がソード？」

「千景、気をつけろ！」

　冥めい血けつ狂きよう獣じゆうは千景に襲おそいかかった。飛行しながら刃を叩たたきつけ、フェンシングの動きで連続攻撃して来る。その閃せん光こうのようなクチバシ捌さばきに、千景はセラミック日本刀で受け流すのが精一杯だ。

　奏也が、希の背中を叩く。

「挟はさみ討うちだッ」

「了解」

　背中から槍やりを抜いた希が、冥血狂獣へと槍を振りつける。だが、上じよう昇しようして避よけられた。

　上空の冥血狂獣を見上げて、千景がナイフを振りかぶる。希が叫ぶ。

「千景、それ当たる！」

「やはりなッ──」

　千景は上空に向かってナイフを投げた。命中して冥血狂獣の顎あごに食い込む。

　続いて、希が槍を投げる。槍の穂ほ先さきは、ナイフの柄つかにある引き金の部分に命中した。

　壮絶な爆ばく音おんと共に、冷凍爆発が起こった。冥血狂獣は空中分解し、近くを飛ぶカラスまで巻き込んで吹き飛ばした。

　残ったカラスたちは、最後の抵抗とばかりに急降下して来る。

「もう遅い。チェックメイトだ」

　奏也が弓をしならせ、一本の矢を発射する。スタンアローだ。カラスに命中した途と端たん、目め眩くらましの閃せん光こうと、気を失わせるほどの大だい音おん響きようが一気に放たれる。ヘッドギアが閃光を遮さえぎり、音から耳も守るので、希のぞむたちには影響がない。

　カラスたちが一いつ斉せいに気絶して、谷へと落ちていった。

　白しら菊ぎくが尻しり餅もちをつきながら、呆ぼう然ぜんと問いかける。

「…………やった……？」

　千ち景かげが谷底を見て答える。

「そのようだな」

「破れた」

　白菊が右腕を見せる。袖そで口ぐちが破れている。

「怪け我がしたのかッ？」

　千景が診みる。

「大丈夫、中までは通っていない」

　奏そう也やは息が落ち着いてから千景に声をかける。

「そのナイフと槍やり……凄すごい威い力りよくだったな」

「インジェクション・ブレードだ。刀身のノズルから超高圧の冷凍ガスを噴ふん射しやし、凍結爆ばく砕さいさせる」

「確かに、こんなのくらったら必ず死ぬな」

「カラスは気絶しただけなのでトドメを刺さないと。わたしがやって来るから、橋に落ちた分は頼むぞ」

　奏也は答える代わりに手を上げる。

　線路に落ちているカラスが痙けい攣れんをすると、彼はビクッと緊きん張ちようした面おも持もちになりながら、矢をナイフ代わりにしてトドメを刺す。希も山刀ナガサを抜いてトドメを刺して回ったが、ふと空を見上げて声を発した。

「……いまごろ来た」

　皆が顔を上げた。オスプレイの飛行音が空に響ひびいている。

　一号機と二号機が並んで飛んで来る。

「遅いよな」

　そう呟つぶやいて、奏也が苦笑いをすると、希も釣られて笑った。心の底からホッとしているような笑顔だった。

　激戦が幕を閉じたことを、猟りよう兵へいたちはいまようやく実感したのだ。
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　千ち景かげは夢を見ている。

　夢の中の風景は、夜の墓場だ。外灯はなく、月明かりが大地を照らしている。緩ゆるやかな勾こう配ばいにたくさんの墓石がある。風は死んだように凪ないでいる。チラッと見えた自分の手は小さかった。おそらく小学三年生の頃ころだろう。

　少し歩いていくと変化があった。墓石が無残に倒され、砕かれている。その墓石は茂しげ虎とらの墓だったものだ。

「こんなことを、誰だれが……？」

　呟つぶやいたとき、背後から声がかかった。

「気をつけるのじゃ」

　茂虎が立っている。その手にある山刀ナガサは血まみれだ。彼の足元には希のぞむが横たわっている。胸から血を流して死んでいる。茂虎がやったに違いない。

「どうしてこんなことを……？」

「わしではない」

　茂虎が、千景を指差す。

「おぬしが、希を殺すのじゃ」

　千景は咄とつ嗟さに自分の手を見た。血まみれの山刀を握っている。

　悲鳴を上げた──。




　悲鳴を上げて、千景は目を覚ました。上半身を起こし、自分の手を確かめて、ようやく夢だと判わかった。息が荒い。心臓が早はや鐘がねのように打っている。額から汗が流れ落ちている。

　場所は寮りようの自室だ。下半身にかけているシーツがもぞもぞ動き、悶もだえるような声を上げながら、全ぜん裸らの白しら菊ぎくが這はい出て来る。

「……どうしたの」

「なんでもない。夢見が悪かった」

「悪い精せい霊れいじゃない」

「え？」

「その夢をくれた精霊には善意がある。伝える形が悪いのは、不吉な出来事に関かかわっているせい。だから悪いようには捉とらえないで」

「白菊にも、希と同じように不思議な力があるのだな」

「違う。わたしに力はない。見るだけ。見たものを歌や旋せん律りつにする。希のぞむの閃ひらめきは力。希自身が光を発して、仲間に知恵を授さずけ、崩くずれ落ちそうな運命を照らす」

「運命を照らす光、か……」

　希の勘かんは幾いく度どとなく当たって、千ち景かげたちを苦境から救った。千景自身が思いついたアイデアでさえ、実は希の力によって与えられていた──。

　あまりにもファンタジックな推測だ。だが、千景はバカバカしいとも感じられない。希の勘は当たり過ぎる。それこそ、運命を操りでもしているかのように。

「だから、希を失ってはダメ。貴方あなたと希は対ついで一つ。希を失ったら貴方の力は闇やみへと傾かたむいてしまう。引き返せない道に迷い込み、消えてしまう」

「同じようなことを、希も言っていた」

「そう……希は運命の道を作るから、ほんの少しだけ行き先も判わかる」

　白しら菊ぎくが上品に口を隠しながら、小さくあくびする。

「起きるには早過ぎる。眠りましょう」

「いや、練習に行く」

「わたしはもう少し眠る」

「起こしてすまなかった」

「いいの……体温をもらったから」

　白菊は自分のベッドに戻り、ホルンを抱いて寝る。すぐに寝息を立て始めた。千景は見た夢を思い出しながら、小さい声で呟つぶやく。

「わたしが、希を殺す……？」

　あまりに信じられない内容だった。だが、無視もできない内容であった。

　　　　▼・▲

　千景は、希を見ている。半はん端ぱな〝見ている〟ではない。横座りしてまでのパーフェクトな意味の凝ぎよう視しである。教室にはいつもの四人しかいないので、目立ち方も相当なものだが、それでもお構いなしなのだ。

「あの……千景。さっきから、僕のこと凄すごく見てるけど、なに……？」

　答えがない。希の顔が真っ赤になっていく。

「心臓バクバク言ってるから、頼むからやめてよぉ……」

「希、わたしに殺気は感じるか？」

「……え……それって、どういう意味？」

「そのままの意味だ。直感的に答えてくれていい」

「殺気は、特には感じないけど……凄く変だよ？」

「変？　どのように？」

「その質問がすでに変なんだけど……」

「山刀ナガサはどうしている？」

「ガンロッカーに置いてある」

「ならば、大丈夫だな」

　奏そう也やがたまりかねたように口を出す。

「どうしたんだよ。おかしいぞ」

　千ち景かげは夢の内容を語った。聞いてから奏也が呆あきれたような声を出す。

「で、おまえが希のぞむを殺すかもしれないと？　考え過ぎだよ。夢なんてのは無意識の反映だから、現実とは違うんだ」

「そうだろうか……」

「とにかく、希が汗だくになってるからやめてやれ」

　希は下した敷じきでバタバタ顔を扇あおいでいて、火ほ照てりを冷まそうとしている。

「……すまない」

「いいい、いいよ！　千景は僕の心配してくれたんだもんね！」

　八や千ち代よが来て、朝のホームルームが始まった。

　出席確認などのいつもの流れをやったあと一時間目に入るが、八千代は教科書を出そうとする四人を止める。

「一時間目を臨時のロングホームルームとする」

「へ？　なんで？」

「猟りよう兵へいとして数回の任務をこなしたわけだが、貴様らはそのことをどのように受け止めているかと思ってな。知っての通り、鼠そ入いりが裏で色々動いてメディアなどの露ろ出しゆつも増えている。ブラッドアイズへの対抗組織として期待される一方、ネット上では動物虐ぎやく待たいではないかと、炎上したりもするわけだが」

　希が手を上げる。

「僕はテレビに映るのが恥ずかしいのと、夏休みをください」

「どちらも却下だ」

「ええええッ？」

　白しら菊ぎくはトランペットを胸の谷間に挟はさみ、両手で抱きしめながら、気だるそうに告げる。

「倒したら、剝はく製せいが欲しい……抱き枕まくらにしたい……」

「狂きよう獣じゆうはダメだな」

「残念……」

　奏也が発言する。

「ネットでの炎上の原因は俺ですね。すいません」

「そうなの？」

　希に重々しく頷うなずく。

「まだ猟りよう兵へいじゃないときに、狂きよう獣じゆうを三体倒したからな」

「緊きん急きゆう事態だったじゃないか」

「弓矢による狩しゆ猟りようは日本の法律では禁止されてるんだ。炎上を煽あおり立てている連中はそこを論ろん拠きよにして批難してるんだよ」

　八や千ち代よが難しい顔をしながら腕組みする。

「藤とう堂どうが責任を感じるのも判わかるが、元々ハンティングは批判が多いのだ。例えば民家に近づいたヒグマを射殺した北海道猟友会のハンターに多数の苦情が寄せられたこともある」

「ええっ、噓うそでしょ？　被害が出てからじゃ遅いよね？」

「クマは可愛かわいいので殺さないで欲しい、などと言い出す連中もいる。人命に関かかわるとは言え、現実の重みを知る者ばかりではない。ネット社会の世論は、より下らない方が目立つ傾けい向こうもあるし、あまり参考にはするな。自らの立場を見つめ直し、本質をしっかり考えてみろ。貴様らは全員違う経けい緯い、動機からこの学園に集まって来ているが、唯ゆい一いつ共通しているものがある──人助けをしている。これは共通しているだろう？」

　生徒たちの顔をすべて確認してから八千代は続ける。

「批判はあれど、突き詰めて考えれば、人助けは善行でしかない。貴様らは善行をしている。言い切るにはくすぐったい言葉かもしれないが、誇ほこっていい。突き進んでいいのだ」

　八千代は千ち景かげに話しかける。

「棟むな方かたはどのように受け止めている？」

「自分に戦う場を与えてくれるこの学園に感謝しています。特に不満はありません」

「そうか……他ほかにはないか？」

　全員に確認してから、八千代は語る。

「猟兵とは新しく生み出された職業である。教きよう壇だんの高みから偉そうに言うわたしでさえ、本質を語る際に一いち抹まつの迷いもある。だが、大人としてしっかり言えるものもある。猟兵の任務は過か酷こくだ。高校生にバイトとしてやらせるなど以もつての外ほか。だが、誰だれかがやらなくてはならない。国を守るという善行のために、本人が好きで命を削けずっている──それでいいのだ。そうでなければ、国民を納得させることなどできない」

「名めい誉よの戦死、って鼠そ入いりが言ってたけど……」

「あいつが言うと胡う散さん臭くさいが、この中の誰かが仮に死んだとして、報道はその形になるだろうな。ただ安心しろ」

　八千代は苛か烈れつな決意を宿した眼まな差ざしで、生徒を見る。

「貴様らをみすみす死に追いやりはしない。万が一にでも死者が出れば、わたしも腹を切る覚悟で教えている」

「八千代先生、切腹はよそうッ!?」

　奏そう也やや千景も説得に加わり、切腹はなんとか思い止とどまらせた。八千代はしんみりとした顔になりながら、次の話をする。

「なぜ、こんな話をしたかと言うと、ブラッドアイズの捜そう査さ状況に進展があったからだ。極ごく秘ひ情報だが、猟りよう兵へいに関かかわる問題であるので、許可をもらって皆に観みせることにした」

　八や千ち代よは黒板の横にあるスイッチを押す。天井から大画面テレビが下りてきて、映像を流し始める。建物の映像だ。窓は一切ない。研究機材の並ぶ区画と、鉄てつ格ごう子しの檻おりが並ぶ区画がある。檻の中には動物がいる。キツネ、アライグマ、イヌ、イタチなど様々な種類だ。どれも目が赤い。狂きよう獣じゆうだ。

　別のシーンに変わった。九体のアライグマ型狂獣がボックスの中に入れられた。内部に灯あかりがあるが、外は見えない状態だ。そのあと、銃じゆうを持ったロボットがいる部屋にボックスが運ばれる。

　急にボックスが開き、狂獣に向けてロボットは問答無用で発砲し始めた。狂獣は咄とつ嗟さに散開して銃じゆう撃げきを躱かわし、囮おとりのグループと、後ろに回り込むグループに分かれ、囮が撃うたれている間に背後からロボットを襲しゆう撃げきし、弱点である喉のどや太ももなどに嚙かみつく。すると、ロボットは停止した。狂獣は二体撃たれて死んでいる。

　奏そう也やが青ざめながら呟つぶやいた。

「殺人の訓練か……」

　八千代は重苦しい声で告げる。

「ブラッドアイズのアジトの一つが発見されたのだ。そこは狂獣を作るためのラボであり、訓練施し設せつでもあった。ここで飼われていた狂獣は軍隊戦術を理解していて、銃を持った人間に対してどう戦えばいいのかを学んでいた」

　猟兵の面々は、声もなく映像を見つめている。

「判わかったろう？　迷っている時間はない。わたしたちの敵は進化する。上回るほどの進化をしなければ、いずれ死が待っている」

　　　　▼・▲

　昼休みになり、食堂でランチを摂とった。食後は速攻で遊び始める希のぞむが、難しい顔をしたまま座っている。奏也が声をかけた。

「どうした？」

「んー、今朝のホームルームの内容……重いなあ、って」

　奏也が溜ため息をつく。

「ブラッドアイズのことか。思い返してみれば、芦あし別べつの任務でのカラスの動きは巧妙で、完全に奇襲をくらった。あれが教育された動きだって言うなら、少しは納得もできる。あんなのが増えると思うとぞっとするな」

「銃って武器を理解してたんだね」

「札幌で戦ったキタキツネも、弓矢を理解していて避よけて来た」

「そうなんだ……」

　千ち景かげが発言する。

「連れん携けいや地の利を理解し、こちらの隙すきを確実に突いて来るような狂きよう獣じゆうが出て来れば、これまでの戦い方も通用しなくなるかもしれない」

「迷ってる時間はない、かあ……」

「おまえが迷いあるようには見えないけどな」

「うるさい。奏そう也や黙だまれ」

　希のぞむはテーブルにだらりと頭を投げ出した。机で居眠りする姿勢だ。

　その姿勢で千景をチラッと見る。すぐに目をそらしてしまったが。

「希……？」

「千景が困こん惑わくしてるだろ。言いたいことがあるなら言えよ」

「うるさいなあ。奏也ホント黙ってて」

　しばらくしてから、また千景の方を見る。

「殺気はないと思う」

「ん？」

「朝、言ってたじゃん。千景の夢。殺意の問題じゃないよ、きっと」

「ああ」

「でも、千景が消えそう、っていうあの感覚は、強くなった気がする」

「だが、わたしは希に『憎むな』と言われてからは……」

「判わかってる。でもね、もしかしたら心の迷いが晴れない限り、千景は笑えないのかなあ、って思うんだ」

「勘かんか？」

「そう、勘──。おそらく夢の内容とも繫つながってる。僕が死ぬっていう警告はきっかけの一つに過ぎなくて、千景は見つけなきゃいけないんだと思う」

「なにを？」

「迷わないで済むほどに澄すみ切った、自分の心を」

　奏也が呆あきれ声を出す。

「抽ちゆう象しよう的過ぎるだろ……」

「だから言いたくなかったのに……奏也が訊きくから」

「俺のせいかよ」

　白しら菊ぎくが手を上げた。

「判る」

「ホントにッ!?　詳しく説明してみて」

「目指すものは闇やみの渦か中ちゆうにある。罪をかばい、処刑執行の斧おので首を斬きられ、死の淵ふちに立つ者にこそ、一筋の光明がもたらされる」

「……よけいに判わからないよ」

　そこまで話したところで、緊サ急イ警レ報ンが鳴り響ひびいた。

〔緊きん急きゆう出動要よう請せいです。猟りよう兵へい小隊〈ストライド・ブラス〉のメンバーは、至急本社第四ミーティングルームに集合してください〕

　　　　▼・▲

　ミーティングルームに着いて二〇分ほど待たされた。

　奥のホワイトボードの前には八や千ち代よが立っている。中央に並べられた椅い子すの列に、猟兵四人が座っている。

　鼠そ入いりが入って来て、明るく言った。

「さーて、政府から出動要請が来たよ！」

　八千代に睨にらまれて、鼠入は苦笑いしながら逃げる。

「……八千代ちゃん怖こわい」

「こんな要請は受けられない、と言ったはずだが」

「どういうこと？」

「猟兵社のキャパシティを超こえた要請だからだ」

「と、とにかく詳細だけでも聞いてね！」

　鼠入は、部屋を暗くしてプロジェクターを投射した。

　動画が映る。売店や遊具の並んだ、遊園地のような楽しげな場所で、奥に立つ大きなゲートには『ノーザンベアーズパーク』と書かれている。

「ここは北海道瀬せ棚たな郡ぐんの山中に新しくできた、クマをテーマにしたサファリパークで、自動車でクマの群れに入っていけるアトラクションが人気だったのね。ヒグマなどが四八頭飼育されているんだけどさ」

　奏そう也やが青ざめながら呟つぶやく。

「まさか──」

「そのまさかだよ。ベアーズパークのクマ、全頭が新型狂きよう犬けん病びように感染した。クマは柵さくを破は壊かいして脱走、パーク周辺をうろつき回ってる。さらに悪いことに、ベアーズパークの付近に温泉宿があって、そこの従業員と客、六名が取り残されちゃってる。救出作戦だけやろうにも、唯ゆい一いつの道路は三日前に崖がけ崩くずれで封ふう鎖さ中。温泉宿にオスプレイの着陸できそうな場所はないから、ベアーズパークの駐ちゆう車しや場じように着陸して、国道を通って宿に向かうしかないんだけど、政府が飛ばした先発隊の情報によると、悪いことに狂きよう獣じゆうは国道でたむろしているらしい」

　奏也がぶつぶつ言って、なにかを考え始めた。不意に鼠入へ問う。

「駐車場には着陸できるんですよね？」

「できるよ。でも着陸の際の音で狂獣が集まっちゃう。狂獣は音に敏びん感かんで、大きな音に寄る傾けい向こうがあるからね」

「大だい音おん響きようのするスピーカーセットをオスプレイで空輸して、崖がけ崩くずれの地点に投下すれば、狂きよう獣じゆうたちはどう動くでしょうか」

　鼠そ入いりが目を丸くした。

「あ……ッ！　囮おとり作戦ね」

「狂獣を国道の南側に集める。その間に温泉に行き、救出します」

　八や千ち代よが厳しい顔で問う。

「問題はまだある。侵入の際に、オスプレイが駐ちゆう車しや場じように着陸すれば、囮よりも大きい音がして狂獣に包囲されるだろう」

　奏そう也やが発言する。

「ラペリング降下は？」

　オスプレイを低高度で滞空ホバリングさせ、ロープを垂らして滑すべり降りようという提案だ。

「あれも、かなりの爆ばく音おんがする」

「空くう中ちゆう挺てい進しんなら、音もなく降りられるかも」

　希のぞむが「なにそれ？」と訊きいた。

　その答えを奏也が口にすると、希の顔色が変わった。

　　　　▼・▲

　飛行中のオスプレイの中で、希がベンチにしがみついて叫んでいる。

「やっぱり無理ィ──ッ！　落下傘パラシユートだなんて怖こわ過すぎだよ！」

　後部ランプのハッチは開いていて、遥はるか下方の地上には、月明かりに照らされた夜の山林が見える。山影を縫ぬうように霧きりが立ちこめている。猟りよう兵へいたちはパラシュートを装備して、いまにも飛び下りようとしているのだが、希だけ嫌がっている。

　奏也が呆あきれたように言う。

「しかたないだろう。他ほかに降りる方法がない」

　千ち景かげが八千代に提案する。

「タンデム用の装備はありますか？」

「災害救助用のものがあるが、未経験でタンデム・ジャンプは危険だ」

「構いません。やります」

　希が涙ぐんだ目で振り向く。

「……タンデムって？」

　　　　▼・▲

「タタタタンデムって、これなの……？」

「二人用ジャンプだ」

　希の顔が真っ赤になっている。彼はいま、ハーネスというベルトによって〝後ろから千景に抱っこされている〟状態で固定されている。完全密着である。千ち景かげの胸が背中に当たっていて、希のぞむは意識しまくっているが、千景は平然としている。

（希はジャンプが怖こわいのか。なら、すぐ済ませてしまおう）

「飛ぶぞ」

「えッ」

　千景が希を押して走り、ハッチから地上へとダイブする。高度四〇〇メートルからの落下が開始され、猛もう烈れつな風圧が全身に吹きつけて来る。希は悲鳴を上げたが、途中から風圧のせいで叫べもしなくなった。聞こえるのは轟ごう音おんのような風鳴りだけ。地上が見える。降下地点の地形とは異なっている。

（風に流されている）

　千景は上を見る。ダイブした瞬しゆん間かんにドラッグシュートという減速用の小型パラシュートが開いている。

（これのせいか……）

　ドラッグシュートはタンデム・ジャンプには欠かせない。二人分の重みで加速してしまうのを防ぐためにある。だが、それが裏目になって強風に煽あおられて流されてしまったのだ。

　奏そう也やと白しら菊ぎくから、二人は遠ざかっていく。千景は姿勢を変えて近づこうと試みたが、高度が低過ぎるので余裕がない。しかたなくパラシュートを開く。急激に減速して、身体からだが激しく揺さぶられた。

　地上が近づく。木の切れ間へと落としたつもりだったが、パラシュートが枝に絡み、ぶらさがった。ダイブ終了。地上まで五メートルほどの高さで吊つるされている。

　希の息が荒い。

「ここは……？」

「ミスをした。奏也たちとはぐれてしまったようだ」

「はぐれた……？　ってそれ、大変じゃないッ!?」

「急いで合流しなくては」

「どうやって？」

「目的地は同じだ。温泉宿を目指せば会えるはず」

「でも……、」

「──しッ」

　足音がした。下方にある地面をなにかが通過していく。暗がりなのでよく判わからない。二人ともフェイスガードをタッチして、暗視モードに切り替える。

　下を通っているのはクマだった。希も暗視モードにしてクマを見ている。

　クマはそのまま去っていった。

「……助かった？」

「どうかな。クマは嗅きゆう覚かくが鋭するどい。風下にいったから、わたしたちが降りた途と端たんに戻って来るかもしれない」

　話している間にうっすらと霧きりが出て来た。千ち景かげは目もく撃げきしたクマを報告しようと思ったが、データリンクがオフラインになっていて、連絡がつかない。

「行こう」

　希のぞむが太い枝を摑つかんだのを確認してから、千景がハーネスの固定具を解く。

　千景もパラシュートを切り離はなして、二人でするすると幹を滑すべって降りた。

　地図もオフラインで見られず、千景は辺りを見回し、大まかな地形で位置を判断する。

「温泉宿に向かうぞ。こっちだ」

　夜の山林を駆かけ抜けていく。ここは熊くま笹ざさという植物の群生地で、辺り一面に熊笹の藪やぶがある。クマの身体からだをすっぽり隠せるほど背の高い笹だ。その藪ともなると、視界がまったく利かない。近くの笹藪がガサガサ鳴り始めた。さっきのクマが消えた方向だ。

「走れ！」

　逃げながら腰に提さげた缶かんを取り、ピンを抜いて後方に投げる。缶が煙けむりを噴ふん射しやし始めた。笹藪から出て来たクマが、煙を吸った途端、後戻りを始める。クマ撃退用の催さい涙るい手しゆ榴りゆう弾だんだ。

　千景と希は大樹が林立している中を、ハイペースのまま、縫ぬうように駆け抜けている。トレイルランニングの動きだ。訓練が任務に活いきている。

　しばらく行くと傾けい斜しやがあって、その下にまたクマがいた。千景はすぐさま足を止めて木立の裏に隠れ、希も隠れる。クマは通り過ぎていった。

「もしかしたら危険な場所に落ちちゃったかも……？」

「大丈夫。希はわたしが守る」

　千景がリードして、速すみやかに移動していく。

　北海道は平野が多いが、この場所はかなりの丘きゆう陵りよう地帯になる。さほど高くない山林が入り乱れるように連なっていて、谷もあるが深くなく、沢もあるが大きくはない。熊笹で埋め尽くされた沢筋を搔かき分けながら進んでいくと、やがて見晴らしのいい崖がけに辿たどり着いた。

　道路がある。中央分ぶん離り帯も描かかれていない、一車線半くらいの狭せまい道だが、きちんと舗ほ装そうされている。おそらく温泉宿へ通じる国道だろう。そこに五頭のクマがうろついている。

　隠れながら希に指で合図して、そっと立ち去ろうとしたとき、いきなり大だい音おん響きようのミュージックが響ひびき始めた。囮おとり作戦が始まったのだ。

　クマたちは、苛いら立だったような咆ほう哮こうを上げ、音のする方に駆けていった。

「急ごう」

　崖を滑り降りて、道に出て疾しつ走そうする。

　温泉宿への看板が見えて来る。かなり近づいたと思ったそのとき、道路の脇わきにある笹藪がガサガサ鳴り始めた。

　千ち景かげたちは足を止め、銃じゆうを構える。

　笹ささ藪やぶから躍おどり出て来た相手を見て、一いつ瞬しゆん引き金に指をかける──が、

「……おわッ、待てッ！」

　出て来たのは狂きよう獣じゆうではなく、奏そう也やと白しら菊ぎくだった。千景たちはホッとしたように銃を下ろす。

「よく無事だったな。そっちに狂獣が集中してて、近づけなかったのに」

　千景が「話はあとだ。行こう」と急せかした。

　　　　▼・▲

　温泉宿は、緑に囲まれた水辺に建っている。三角屋根のロッジ風の建物で、道が小川に差しかかったところには洒落しやれたアーチ状の橋がある。

　奏也が声をかけると、建物から人が出て来た。皆怯おびえ切っていて、指示を聞いてくれた。一人は小学校低学年の女の子で、泣き腫はらした目をしている。

　奏也が耳打ちをして来た。

「ヒグマに襲おそわれた日、俺が泣いたよな？」

「ああ」

「おまけに今回のクマは狂獣で、音に敏びん感かんだ。あの子が泣いたら……」

　奏也はそこで言葉を止めたが、続きは千景にも判わかる。危険な状況になる。下手すればあの少女が原因で全ぜん滅めつ──という事態にも陥おちいるだろう。

　だが、見み棄すてるわけにもいかない。

　人を救うということは大変なことだ。ただ勝てばいい、自分が生き残ればいい、という考えでは済まされない。

（茂しげ虎とらさんはあの日、たった一人で、こんなに重い責任を負ったのか。やはり凄すごい人だ──）

　軽く奏也の肩を叩たたく。

　奏也は少し驚おどろいた顔をしたが、その行こう為いの意味を感じ取ったのか、ふっと微笑ほほえんだ。

　　　　▼・▲

　温泉宿をあとにして、国道を南下。三〇分ほどかけてベアーズパークへのゲートに到着した。プロジェクターの写真で見たあの場所だ。あの写真と違っているのは、遊具も店てん舗ぽも徹てつ底てい的に破は壊かいされていること。人間とクマの領域を隔へだてている頑がん丈じようそうなフェンスが破られている。ひどく生なま臭ぐさい。臭しゆう気きの漂ただよって来る方向に、パークの職員が数人倒れている。希のぞむが慌あわてて駆かけ寄ったが、その惨さん状じようを見た途と端たん、凍りついた。生きているはずのない状態だった。

「……こんな……ひどい」

　少女が泣き出した。

　奏也は移動を指示して皆を歩かせてから、硬直している希に近づき、肩を叩く。

「急ごう」

　目的地の駐ちゆう車しや場じように移動した。

　未整地のかなり広大な平地である。北側は封ふう鎖さされている。鉄柱にフェンスを貼はって、さらに板張りした柵さくがある。おそらくクマのいるエリアとの境界だが、この柵はまだ破られていない。東と南は森になっていて、低い木柵がある。東側には来た道がある。囮おとりの音楽が聞こえて来る方向は北東。狂きよう獣じゆうが攻めて来るとしたら東の道からだろう。

　奏そう也やは少し考えて、待ち伏せをすることに決めた。

　まず南西の森の中に白しら菊ぎくを配置し、救出した民間人もそこに隠れさせる。

「おそらく東側の道から傾なだれ込んで来る。距きよ離りは一二〇メートルくらいか。おまえのライフルが頼りだ」

　白菊は頷うなずく。彼女は木柵の間からライフルの銃じゆう身しんを出し、伏せ撃うちの姿勢を取る。

　希のぞむ、千ち景かげ、奏也は駐ちゆう車しや場じように立つ。

「ショットガンは五〇メートルまで引きつけてくれ」

「「了解」」

「俺は状況に応じて特殊装備を使い分けて援えん護ごする。あと最後になるが、俺はおまえらに謝る必要がある」

「え？」

「この配置は、囮だ。狂獣は目立つ俺たちを狙ねらって来るだろう……」

「失敗しても、あの人たちと白菊が助かるかもしれないんだよね？　いいことじゃないか」

　千景は無言で頷く。二人の覚悟を見て、奏也は微笑ほほえむ。

「ありがとう。行くぞ」

　奏也は腰から信号拳けん銃じゆうを抜き、夜間信号弾だんを空に向けて撃った。霧きりでぼんやりとしてはいるが、空が若じやつ干かん明るくなる。希が訊きく。

「この霧で見えないんじゃない？」

「霧は地上にまとまる。上空からは夜間信号弾が見えるはずだ」

　希が唾つばを飲んで問いかける。

「ねえ、さっきから音楽が近くなって来てない？」

　その一言で、猟りよう兵へいたちが戦せん慄りつした。ありえない話だ。航空機からコンテナで落とされたスピーカーセットが、国道を遡さかのぼって来るはずがない。しかし実際に、聞こえて来る大だい音おん響きようの音楽が近くなっている。

「仮にスピーカーセットがパークに向けて移動されたとすると、音に釣られた狂獣たちもパークに接近していることになる」

「クマがスピーカーを運んでるの？　動物にそんな知恵が──」

「アジトを写した映像を見たろう。訓練されて、人間のすることを学んだ狂獣もいるんだ」

　千景が警告する。

「音楽が止まった。来るぞ」

　いま聞こえて来るのは、少女の泣き叫ぶ声のみ。狂きよう獣じゆうにとっては目立つ道みち標しるべである。奏そう也やの懸け念ねんは、いま現実のものとなった。

　猛たけ々だけしい咆ほう哮こうが一つ聞こえた。続いて地鳴りのような音が鳴り響ひびいて来る。物を壊こわす音、唸うなり声、狂獣たちが殺到して来る音だろう。

　北側のフェンスが轟ごう音おんと共に吹き飛ばされた。八体の狂ク獣マが並んで突とつ撃げきして来る。

　奏也が叫ぶ。

「──東じゃない！　狙ねらいを変えろッ！」

　　　　▼・▲

　白しら菊ぎくの銃じゆう声せいが、戦せん端たんを切った。三体の狂獣が立て続けに転倒したが、風で渡って来た霧きりに隠された。奏也が目を凝こらす。

「距きよ離りは一〇〇メートル程度か。まだ引きつけて……」

「試したいことがある」

　千ち景かげは旧式のショットガンを構える。

　霧の切れ間で、狂獣の姿が見える。四体にまで減っている。

「ショットガンの射程じゃ、弾たまがまとまらない距離だろ？」

「どうだろうか」

　千景は集中して狙いをつけ、引き金を絞る。弾は命中したが、側頭部に当たって弾はじかれた。

「当たったけど、急所を外している」

「一発目で銃の声を聴きく」

「銃の声？」

「こいつは古くて扱い難にくい銃だ。機嫌やムラがある」

「おいおい、だったら白菊の言う通り、最新のライフルにした方が──」

「かもしれない」

　千景はポケットから銃じゆう弾だんを取り出して眺ながめる。弾頭は真しん鍮ちゆう製。先端中央に穴が空いていて、穴の外側には爪つめ状の突起が並んでいる。

「妙な弾だな」

「最新のホロウポイント弾頭を真ま似ねたものだ。白菊に教わって削けずり出した」

「自作かよッ？」

　千景は弾丸を銃へと送り込んで、ボルトレバーを操作してから、狙いをつける。

　轟音が響いた。明らかに先ほどと違う銃声だった。ケダモノが遠とお吠ぼえするような音だ。放たれた真鍮の弾頭は、ヒグマ型狂獣の腹にくいこみ──……、

　一撃で、動かなくなった。

「凄すごい！」

　希のぞむが思わず叫んだ。

「いまの弾たまは、規定よりも多くの火薬を入れている」

　既き製せい品の弾よりも多くの火薬を詰めた弾だん薬やく──これを強きよう装そう弾だんと言う。

　千ち景かげの使う村むら田た銃じゆうは、元々は茂しげ虎とらの使っていたもの。あまりにも旧式で、弾すら買うことができない。自分で火薬を詰め、銃弾として完成させなければならない。千景はリロードツールの使い方を白しら菊ぎくから学ぶことを強しいられた。だが、それゆえに強装弾を作るやり方も自然と身についたのだ。

「もう外さない」

　指が見えないほどの早さで次の弾を銃に送り込み、千景はさらに撃うった。また狂きよう獣じゆうの腹に当たり、一いち撃げきで動かなくなった。

「こっちも負けてられないな。あの狂獣に麻ま酔すいを入れる！　希のぞむ、足止めしてくれ！」

「了解──」

　奏そう也やがパラライズアローを命中させたあと、麻酔効果が狂獣の身体からだに回るまで、希が狂獣の肩けん胛こう骨こつを狙ねらい撃つ。これは時間稼かせぎだ。クマは肩胛骨を撃ち抜かれると動きが鈍にぶくなる。二人はペアを組み、千景は一撃必殺で狂獣を倒していく。
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　狂獣は尽きない。フェンスの向こうから次々に現れて、千景たちに迫って来る。

　やがて、奏也が歯は嚙がみした。

「矢が切れた」

「僕も二発しかない」

　白しら菊ぎくからの通信音声が届く。

〔ライフルが壊こわれて、もう撃うてない……〕

　千ち景かげの弾たまも尽きた。

「……万事休すか」

　四頭の狂きよう獣じゆうが、三人に迫って来る。千景と希のぞむは銃じゆうを肩に吊つるし、インジェクション・ブレードを用いて、決死の接近戦をやる覚悟を固めたが──、

　起死回生の変化が起こった。

〔おっまたせ──ッ！〕

　鼠そ入いりの声だ。拡声器で大きく響ひびいていて、上空から聞こえて来る。

　かなりきつい風圧が降りて来て、霧きりが割れるように吹き飛んでいったかと思うと、真上にオスプレイの機体が見える。

　後部ランプから、なにかを落として来た。コンテナだ。地上に落ちると自動的に開放して、弾だん薬やくをバラ撒まいている。

「弾だ！」

「ありがたい」

「特殊矢弾もある。これなら──」

　千景も弾薬を拾う。彼女が自作した強きよう装そう弾だんではないが、接近したいまなら既き製せい弾頭でも充分に戦える。四人は射しや撃げきを再開して狂獣を倒し始める。北のフェンスだけでなく、東の道からも狂獣が攻めて来る。千景たちはコンテナの周りに集まって、突撃して来る狂獣たちを撃ち続ける。だんだん量が増えていき、猟りよう兵へいたちは追い詰められつつあった。

「スタンアローを使う！」

　奏そう也やが目め眩くらましで足止めして、波状攻撃をいったん止める。一〇頭近く倒したが、また新たな大群が押し寄せて来る。

　やがて撃ち漏もらしが出た。近接戦になる。希と千景はインジェクション・ブレードを駆く使しして狂獣をしとめていった。奏也だけは弓矢を使い続けている。バック転などのアクロバティックな動きで攻撃を躱かわし、追い詰められてもジャンプしてクマの頭を踏ふんで飛び越え、空中で矢を放って他ほかの狂獣に当てたりする妙技も繰り出す。

「──ッ、」

　千景がスカートに攻撃をくらった。最新の防ぼう刃じん素材のはずなのに、あっさり裂けた。

「プロテクト・スクールウェアが効かない！　絶対にくらうな！」

　狂獣の動きは素早く、攻撃を躱せなければ死ぬしかない。絶えず全力で動かなければならず、誰もが疲労して荒い息をしている。

　そんな緊きん迫ぱくした状況の中、千景がセラミック日本刀を狂獣の首に突き立てたが、冷凍爆ばく発はつが起きなかった。

「噴ふん射しや剤ざいが切れた!?」

　狂きよう獣じゆうは振り乱すように首を振り、日本刀を手放させ、千ち景かげを転倒させる。千景はナイフを投げ、頰ほおに命中させたが、深手を負わせることはできなかった。狂獣は爪つめを振り上げて来る。

　死を覚悟した、そのときだ。

「千景！」

　クマの懐ふところに飛び込んだ希のぞむが、山刀ナガサで心臓を一突きにしてしとめた。

「大丈夫ッ？」

　あの悪夢が脳のう裏りに蘇よみがえる。血まみれの山刀が、希の命を奪うばう──。

（心配し過ぎだ。ただの夢だ。忘れろ）

　周囲を見回す。狂獣はいない。なんとか近接戦に入った分の狂獣は片づけたようだ。

　しかし、これからが悪夢の始まりだった。

　　　　▼・▲

「おい、あれ……」

　奏そう也やが震ふるえ声を発した。フェンスの向こうに立っている影を見たからだ。

　巨人のようなシルエットだ。おそらくヒグマだろう。推定文を使わなければならないほどに、それはヒグマ離ばなれをした巨大さなのだ。

　そして片目を切り傷で潰つぶされている。見覚えがある。

「あいつはッ──」

　千景の髪の毛が逆立つ。

　ブラッドアイズが初めて電波ジャックを決行したあの日、放送中に討伐防ぼう除じよ隊を皆殺しにしていたヒグマたちの中で、一ひと際きわ巨大だったヒグマがいた。

　千景は、ヒグマの傷きず痕あとを見る。片目を潰したその傷は、間違いなく茂しげ虎とらがつけたものだ。茂虎を嬲なぶり殺しにした、あのヒグマだ。

「ようやく見つけた……」

　茂虎が殺されたあの日の光景が蘇る。あのヒグマが、茂虎の手足を爪でもぎ取っていき、最後に首を──……、

「──殺してやる。殺し尽くしてやるッ!!」

　猛もう獣じゆうのように眉み間けんに皺しわを寄せ、殺気立った様相を見せている。

「千景、憎んじゃダメだ！」

　駆かけ出そうとして、希の叫びで立ち止まった。

「最初の任務を思い出して！　あいつを憎んで飛び込んだら、今度こそ命はないよッ？」

（……そうだ。あの日、わたしは敵の罠わなに飛び込んでしまった。憎ぞう悪おに駆られたら勝てない）

　千景の顔から険しさが消える。

「カタキを取りたいんでしょ？　なら、冷静になって。千ち景かげはいつでも冷静だったじゃないか。だからこそ、強いんだ」

　奏そう也やが命じる。

「逃げ切ることはできない。倒すしかない。残りの弾たまで撃うちまくれ！」

　巨大狂きよう獣じゆうに攻こう撃げきを開始。千景が撃った。しかし、射撃を見計らっているかのように、ぎりぎりで転進され、直撃を避よけられてしまう。

　希のぞむが撃った。これも見越しているかのように、身を沈しずめて弾だん着ちやくを逸そらしてしまう。

「あんな大きいのに、弾を避けたッ？」

「これでチェックメイトだ！」

　奏也がスタンアローを放って、さらにそのあと四本同時にパラライズアローを発射する。

　閃せん光こうに目が眩くらんだ状態では防ぼう御ぎよができないはず。だが──、

　スタンアローの閃光が晴れ、フェイスガードの視界シャットアウト機能が終わった瞬間、猟りよう兵へいたちはとてつもない光景を目にした。

「……バカな」

　片目の巨大狂獣の身体からだが真紅に染まり、鎧よろいのような甲こう殻かくに覆おおわれている。唯ゆい一いつの弱点である頭部は、特に分厚い装甲にカバーされている。パラライズアローはすべて弾はじかれ、当たった箇か所しよの甲殻には傷すらついていない。あの装甲なら銃じゆう弾だんすら弾くかもしれない。

　スタンアローの爆ばく発はつの最さ中なか、冥めい血けつ化したのだろう。狂獣の口元に笑みが浮かぶ。これから始まる殺さつ戮りくを楽しむかのような嘲ちよう笑しようだ。

　希が唾つばを飲む。

「どうするの、リーダー……？」

　奏也は立ち尽くしている。

「どうするもなにも、あんな巨大なクマが冥血化して防御力を上げられたら、手がつけられない。倒すのは不可能だ」

「でも、逃げることもできないんでしょ？」

「囮おとりになって、白しら菊ぎくたちを逃がすぐらいしかできないな」

　緊きん迫ぱくした短い時間の中で、千景は猛もう然ぜんと考える。

（脳を狙ねらうしか倒す方法はないだろう）

　敵をよく観察する。冥血狂獣の頭部の甲殻は厚い。撃っても弾き返しそうだ。だが、喉のどの部分は小さいパーツが組み合わさっている。

（……小さい装甲は、強度が弱い。狙うなら喉に着弾させ、内部の肉を貫つらぬいて、脳を狙う方法だろうな）

　腰のサックに指を入れる。銃弾を入れる場所だ。

（自作の弾が一発だけ残っている。真しん鍮ちゆう製だから鉛なまりより堅かたい。至近距きよ離りから撃てば、あの装甲も貫けるかもしれないし、爪弾ホロウポイントなので肉をかき回すように貫いて、脳に達するかもしれない。だが、簡単にはいかない。狂きよう獣じゆうは人間並み──いや、人間以上の知恵を有している。こちらの使う武器、戦い方を把は握あくされていては、簡単に急所は狙ねらえない。人間同士の戦いのように、裏をかかなければならない。どうすれば、ヤツを欺だませる？）

　絶望的な状況だが、千ち景かげには神しん凰おう流りゆうの教えがある。

（勝機がないことが、勝機となる──考えろ。弱者でも勝てる方法があるはずだ）

　ふと、思い出したことがある。

　過去ヒグマに襲おそわれたとき、千景の顔を爪つめで引っ搔かいた直後、ヒグマはすぐさま目を動かして茂しげ虎とらの動きを把握しようとした。獲え物ものに一いち撃げきを加えれば、すぐには動けなくなると過信しているのだろう。高い攻こう撃げき力りよくを持つ、強きよう者しや独特の油断だ。

（その油断を利用すれば──）

　不意に希のぞむが振り向いた。

「それ当たるッ！」

「え？」

「なにか思いついたでしょッ？　僕がクマを引きつけるから、攻撃して！」

　希は巨大狂獣へと突撃していった。手には血まみれの山刀ナガサがある。

（……あの夢に似ている）

「やめろ、希ッ！　無む茶ちやをするな！」

「僕は、千景が失った左目の分まで戦わなきゃいけないんだ」

　以前、左目を失ったのは希のせいではない──そう伝えたが、希は納得していなかった。消えない罪悪感になっていたのだ。

（……わたしのせい…………なのか……？）

　図はからずも彼女が罪悪感を植えつけたせいで、希は命を落としてしまう。あの夢の警告は、そういう意味だったのだ──……。

　脳のう裏りをフラッシュバックのように掠かすめていく、希の笑顔。彼は千景にひたすら笑いかけた。まるで、彼女に笑顔を教えようとするかのように。その笑顔は救いであった。ともすれば彼女自身が忘れそうになる〝喜び〟という感情を照らす、小さな灯ともし火びであったのだ。

　希の言葉が、心に蘇よみがえる。

『まだ叶かなってないよね』

『いつか千景を笑わせてみせるから』

「まだ叶っていない……叶えさせてはいない……」

　千景の右目に、殺気が宿る。

「果たされない約束には、させない──ッ!!」

　駆かけ出した。もうこの瞬しゆん間かんには、希は巨大狂獣とやり合い、攻撃を躱かわし続けていたが、追い詰められていた。殺される直前に、千ち景かげはその場に辿たどり着いた。

　希のぞむを突き飛ばす。

「千景ッ!?」

　振り下ろされる爪つめを前にして、千景は立ち尽くしている。希が「逃げて！」と叫んだが、逃げなかった。

　大きな爪が、千景の喉のどを抉えぐった。プロテクト・スクールウェアはなんの守りにもならなかった。斬きり裂かれて血ち飛沫しぶきが散る。希の悲鳴が聞こえた。

　致命傷。そして新型狂きよう犬けん病びようの感染。死は確約されたも同然だった。

（…………わたしの人生も終わりだ……だが……）

　千景のいまいる場所は巨大狂きよう獣じゆうの懐ふところ。狙ねらいを外しようがないぐらい密着した距きよ離りで、目の前に喉が見えている。しかも巨大狂獣は、千景を殺したと確信していて、視線を希の方向に向けている。

（ここからなら、勝利に届く）

　片かた膝ひざが地面についた瞬間、落ちそうになる銃じゆう身しんを左手で摑つかんで、上へと押し上げる。

　ソードグリップの姿勢だ。銃口を、巨大狂獣の喉へと据える。

　痛みは狂ったように激しい。大量出血。気道は塞ふさがれ、息はもう絶えた。いずれは酸素欠乏チアノーゼが全身を死へと赴おもむかせるだろう。恐怖はある。衝しよう動どう的に叫びたくなる。すべてを投げ出して助けを求めたくもなる。それでも彼女は弱さに打ち勝った。震ふるえる指を動かし、引き金にありったけの力を込める。力尽きてもおかしくなかった。常識で言うなら意識を失ったはずだ。だが、千景は負けなかった。意志の力だけで、引き金を絞り切った。

（未来を頼んだぞ、希……）

　闇やみが充満した銃じゆう口こうに、光が生まれる。灼しやく熱ねつが爆はぜる。古びた鋼鉄くろがねが震え、雄お々おしい咆吼ガンシヤウトが上がる。衝しよう撃げき波はが歌う。硝しよう煙えんが舞まい踊おどる。凶暴な真しん鍮ちゆうが解き放たれる。殺気と緊きん張ちように満ちた宙ちゆう空くうを、悠然と馳はせる──。

　爪弾ホロウポイントは吸い込まれるように敵へと衝つき当たり、甲こう殻かくを穿うがって砕き散らせ、巨大狂獣の喉へめり込む。剛ごう健けんな毛皮を破り、強きよう靱じんな筋肉を破砕し、血の雨を周囲に降らせた。弾たまはそのまま深く抉り、激しく壊こわし、やがて脳という終着点へと辿たどり着いた。

　巨大狂獣は稲いな妻ずまに打たれたかのようにビクともしなくなった。




　……────倒れた。




　唐とう突とつな最さい期ごだった。あれだけバケモノじみて、無敵のようにさえ思えた昏くらきケダモノが、あまりにも呆あつ気けなく、スイッチをオフにしたかのように倒れた。唐突過ぎて、誰だれも喜べなかった。放心したように立ち尽くしている。

　奏そう也やが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「倒した……のか…………？」

　希のぞむが我に返って叫ぶ。

「千ち景かげッ、大丈夫──」

　言葉が終わらないうちに、千景がその場に崩くずれ落ちた。希が絶ぜつ叫きようを上げた。

　千景は残った力を振り絞って、顔を横に動かし、目を向けた。希の顔が見えた。フェイスガードを開けていて、彼女を見下ろしている。

　生きている。生きているのだ。希の命を救えた。振り返ればひどい人生だった。だが、最さい期ごになってこう思えた。

（…………よかった……）

　千景は笑った。フェイスガードに隠されているが、彼女の口元には確かに笑みが生まれていた。死を迎えるこの極限状態にあって、自分の感情にやっと気づいたのだ。

　迷わないで済むほどに澄すみ切った、自分の心を──見つけたのだ。

（憎しみだけではない。最初は茂しげ虎とらさんに憧あこがれてハンターを目指した。でもヒグマに襲おそわれたあの日、わたしの心は変わった。茂虎さんの手ではなく、このわたしの手で希を守りたかった。なのにわたしは、自分を犠ぎ牲せいにして苦境を凌しのぐのが精一杯だった。希を哀かなしませないよう、どんな獣けものにも打ち勝てる力が欲しかったのに……）

　激しい後悔が胸を打つ。

（わたしは弱い。もっと強くなりたかった……人間の限界を超こえるような強さに、辿たどり着きたかった……）




　目の前がブラックアウト──。

　千景の意識が、途絶えた。
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「棟むな方かた千ち景かげさんだ。みんな仲よくするように」

　そこは北海道の小学校。いまは朝の学級会をしている。千景はいま小学三年生。秋田から引っ越して来て、本日が転校初日である。全校生徒一四名が同じ教室にいる。全学年ひとまとめだ。後ろの席に、希のぞむと奏そう也やが座っている。

「棟方さん、自己紹介をしてください」

「わたしは……」

　千景が口を開いた矢先に、六年生の生徒がいじわるそうに言った。

「こいつ顔色悪いし、お面みたいな顔！」

　笑いが起こった。先生が止めようとしたとき、笑っていた六年生が椅い子すを引かれて床に尻しりをついた。

「なにすんだよ、くそ希ッ！」

「転校生を笑い物にするなんてバッカじゃないッ？」

　六年生が摑つかみかかって来るのを、希はひょいひょい躱かわし続ける。

「また逃げ回りやがって！」

「ケンカで古武道使うと、母さんにボコられるしさあ。あと君さ、おっそいよ。瘦やせれば？」

「テメェ──ッ！」

　他ほかの生徒たちは二人をはやし立て、大騒ぎだ。先生がなんとか鎮しずめようとしている。千景はそんな教室を無表情に見つめていた。

　　　　▼・▲

　放課後。下校の途中で、千景は立ち止まる。

　草がぼうぼうに生えた地面。だだっ広い平野と、どこまでも続くかに思えるような道路。古びて朽くちかけた建物が、孤こ島とうのように点在している。

　知らない土地。知らない景色。彼女の故郷は海の向こうにある。

　胸が苦しくなる。だが、顔に出ない。一切出ない。ある日を境に、急にこうなってしまった。

　少し前までは笑えていたのだ。なのに、もう笑えない。感情を失ったからだ。引き金となった事件がある。二ヶ月前、彼女はヒグマに両親を喰くい殺された。母親の死の瞬しゆん間かんには立ち会うこととなった。彼女は包丁を握ると、母親を喰った小こ熊ぐまを無む我が夢む中ちゆうで刺し殺した。

（わたしの中には怪物が眠っている。殺さつ戮りくと復ふく讐しゆうを悦よろこぶ怪物だ……）

　あの日、彼女は感情をなくした。自分の感情すらも判わからないのに、戦う理由など判ろうはずもない。もしかしたら憎しみのために戦ってしまうかもしれない。そうなればハンターの道は絶たれてしまう。

　千ち景かげは天に向かって、手を差しのべる。指の間から漏もれる陽光を、目を細めて眺ながめている。

（このまま夢も叶かなわず、すべてを失う運命なんだ。いっそ、消えてしまいたい）

　真後ろから声が聞こえて来る。

「…………消えそう……」

　千景は振り向いた。

　希のぞむだ。瞬まばたきもせず、じっと千景を見つめている。

「いま、やっと見えた」

「は……？」

「僕ね、見えるんだ。勘かんなのかな？　よく判わからないけど、誰だれかを見たとき、この人はこのあとこうなる──っていう……ええと……、」

「未来予知？」

「たぶんそういうの。見えた瞬しゆん間かんに不安になった。千景が少しずつなにもかもなくして、どこかに飛んでいって、消えちゃいそうだった」

　それは彼女にとって〝覚えのある未来〟であった。

「家は、みちバアのお店だよね。一緒に帰ろ？」

　千景は首を振り、さっさと歩き出す。だが、拒絶などおかまいなしに、希はついて来る。

「秘密基地があるんだ。見にいこう？」

　千景の手を引っ張って走り出した。

「おい……」

「楽しもうよ！　楽しくなれば、そこが居場所になるから！　ほら、笑って！」

「笑えないんだ……」

　希はハチ切れそうな笑顔で言う。

「じゃあ、僕が笑い方を教えてあげる！　約束だよ！」







[image: 棟方千景]

　……──そこで、目が覚めた。

　あまりに臨場感があって、夢だったと判わかるまでに数秒かかった。夢で見たのは七年前の思い出だ。いま自分は高校生で──……、

（…………狂きよう獣じゆうの爪つめで喉のどを抉えぐられて、死んだはずだが……？）

　最初に見えたのは、無機質な白い天井。周りにはカーテンがある。千ち景かげはベッドで寝ている。腕には点てん滴てきがある。どうやら病室のようだ。

　制服姿の希のぞむがベッドの端はしに頭を乗せて熟睡している。

　喉を触る。包帯が巻いてある。一命は取り留めたのだろう。

「発症しなかったのか……」

「発症したんだ」

　独り言だったのに、返事があった。

　希が、目を覚ましている。いまにも泣きそうな目で、千景を見つめている。

「みんなが『絶対死ぬ』って言った。お医者さんも言った。でも生き残った」

　言いながら唇がわなないて、嗚お咽えつが混じって、上う手まく喋しやべれなくなっていく。

「生き残ってくれた……」

「心配かけたな」

「本当だよ！　千景のバカ！　僕、千景が死んだら──……」

　激しく泣き出してしまい、その先は言えなかった。泣き止やむまでかなり時間がかかったが、希は涙を拭ふいてあの日から起こったことを語り始めた。千景は二ヶ月も昏こん睡すいしていたこと。その間にも、猟りよう兵へいとしての任務を七回もこなしたこと。

「一つ言いたいことがある」

「なに？」

「希は、わたしの左目の代わりなどしなくていい。希自身が言ったろう。自分自身の憧あこがれで、わたしの横に立ちたい──と」

「そうだね。矛む盾じゆんしているよね」

「前にわたしに許可を求めたろう？」

「憧れるな、追うな……ってヤツだよね」

「あれを取り消す。その代わりに、こう言おう。〝二度と罪つみ滅ほろぼしをするな〟」

　眼帯を外す。千景には判らないが、いま彼女の右みぎ瞳めの虹こう彩さいは赤くなっている。埋まっている義眼とは、まったく別の色だ。

「この左目はわたしにとって、希のぞむを守れた証あかしだ。いまはもう誇ほこらしい──……」

　希が涙ぐみ、唇を震ふるわせながらも、満面の微笑ほほえみを浮かべた。

「……ありがとう…………」

　やっと納得してくれたようだ。もう無む茶ちやなことはしないだろう。安心した千ち景かげは眼帯を着け直した。

「千景、目を覚ましたのかッ？　心配かけやがって、この！」

　奏そう也やが病室に入って来て、はしゃいで千景の髪を揉もみくちゃにする。千景は思わず笑い声を上げてしまった。その反応に、笑わせた方が困こん惑わくしている。

「…………千景が笑った……？」




　そう──。

　約束は果たされたのだ。

　希がくれたこの笑顔を、彼女は二度と手放すことはないだろう。
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　　あとがき




　この物語はフィクションです。ちょっと先の未来を扱っています。

　青少年狩しゆ猟りよう法は現実にはありません。ハンターには二〇歳からしかなれません。もちろん空飛ぶ緊きん急きゆう防ぼう除じよ隊も存在しません。作中でちょこっとだけ触れた、鳥ちよう獣じゆうによる食害は四〇〇億円ではありません。ニホンジカの頭数も六〇〇万頭ではありません。

　でもハンターが年々減っている、これは事実です。

　本編で示された通り、少子化も影えい響きようしていますし、警察の法改正によるプレッシャーもあります。趣しゆ味みと呼ぶにはお金がかかり過ぎる上、獲え物ものを獲とっても収入になりません。こんな状況でハンターになりたがる人がいるでしょうか？

　現実の話をしましょう。環境省、農林水産省が平成二五年に出した『抜本的な鳥獣捕ほ獲かく強化対策』によると、鳥獣からの食害による被害総額は二〇〇億円（！）で拡大傾けい向こうとのことです。ニホンジカは現在二六一万頭。現在の捕獲ペースでは、平成三七年には五〇〇万頭まで増えてしまう、と試算されています。そうなれば農林業や生態系に激げき甚じんな被害がもたらされるそうです。人々の生活も脅おびやかされるでしょう。フィクションではありません。現実の話です。

　ブラッドアイズは、書かされた物語です。テーマは最初からありました。僕はそれを教えられて、文章にしただけです。この問題は現実に存在します。みんなで少しずつ考え、支える手を伸ばして、作中世界のようなデストピアにならないよう回かい避ひしなくてはならないのです。




　スペシャルサンクスを紹介します。

　色々とご指導いただいた猟友会の皆様、埼玉県警生活環境第一課様に感謝を。

　桜さくら井い美み奈な先生、率そつ直ちよくな意見を聞かせていただいてありがとうございます。

　この作品の方向性で悩んでいたとき、箕み崎さき准じゆん先生、十じつ階かい堂どう一いつ系けい先生、蟬せみ川かわ夏なつ哉や先生とお話ししてけっこう定まった感があります。ありがとうございます。

　交流があった皆様です。石いし原はら宙そら先生、鷹たか山やま誠せい一いち先生、空そら埜の一かず樹き先生、翅はね田た大だい介すけ先生、柑かん橘きつゆすら先生、内うち堀ぼり優ゆう一いち先生。

　取材において、山田（仮）様、千ち葉ば起たつ希き様、とみもとなつみ様、潮しお音ね様、千せん里り万ばん里り様、ｅｓｅ様、はすみん様、ふじさわ様、大おお宮みや銃じゆう砲ほう火薬店の飯いい野の泰やす廣ひろ様とその奥様、南みなみ知しれ床とこ・ヒグマ情報センター理事の黒くろ渕ぶち澄すみ夫お様にもお世話になりました。

　それから三み萩はぎせんや先生、猫ねこ又またぬこ先生、遅ればせながらデビューおめでとうございます。

　皆様のおかげでこの作品を無事書き上げることができました。本当にありがとうございます。





二〇一五年　三月十三日　茜あかね屋やまつり　　　　
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茜あかね屋やまつり

今回の作品ほど取材に走り回って、聞き回って、資料を読みあさって、情報収集の壁に突き当たって、自分以外の色々な意見を聞きながら書き直して、色々な方々のお世話になった作品はありません。

自分一人では何もできないんだなあと実感しました。
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イラスト／白しろ味み噌そ

こんにちは。14歳の少年少女大好きケモ大好き白味噌です。ブラッドアイズ。獣達が人類に勝とうとする進化の果てにケモキャラが生まれる可能性があるのなら、人類は敗北していいと思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「茜屋まつり先生」係

「白味噌先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ブラッドアイズ
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